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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　赤い。

　空も、大地も、そこに存在するものすべてが赤い。火よりも血よりも濃こい赤だ。

　前方からは焼けつくような熱波が、逆からは凍てつく寒波が吹きつけてくる。

　広大な赤い砂さ漠ばくのただ中に立ち、少年が遥はるか前方の山脈を見つめている。

　山脈もまた赤い。山といっても氷でできた山──氷山だ。

　砂漠の彼方かなたに氷山。異様な光景だが、蜃しん気き楼ろうなどとは違う。かといって本物でもない。

　氷山だけではない。砂漠も、血の色をした空も、氷山から吹いてくる熱波も、逆から吹いてくる寒波も、すべてが一人の男によって造られた紛まがい物である。

　果てがあるのかないのかさえもわからないこの空間そのものが、造られた物なのだ。

　周囲を値踏みするように見回しながら、少年は「ふーん」と鼻を鳴らした。

「衰えててもこれだけの広さの空間を維持できるんだ。さすがだよね」

　感心しているような台詞せりふだが、少年の口ぶりには濃い侮ぶ蔑べつがあった。

　金きん褐かつ色しよくの髪に瞳ひとみ、白磁のような肌はだ。少女と見み紛まごうような美び貌ぼうを持ち合わせたその少年の名は、御み堂どう縁ゆかりという。

「けど、こうもあっさり侵入を許しちゃうんだから、やっぱり歳としには勝てないってことだね」

　侵入者を阻はばむ結界が、この空間の周囲には幾重にも張られていた。だが、縁は容易たやすく侵入することができた。

　虫に喰くわれたように穴だらけになった結界など、意味も価値もない。

　縁が、この空間──《蘭らんの封ふう界かい》への侵入を試みたのは、今日が初めてではない。過去に何度も立ち入ろうとしたが、結界に阻まれるのが常だった。

「二カ月ぐらい前だったかな？　あの時までは、まだ結界に穴なんて開いてなかったのに……」

　それだけ『あの男』の老化が進行しているということだ。もしかしたら今いま頃ごろ、胸を押さえて苦しんでいるかもしれない。それを思うと笑いが込みあげてくる。

「さて、と。『あの男』がご大層に結界まで張ってこの空間になにを隠しているのか……確かめなくっちゃね」

　縁が人差し指で頭の横に円を描くと、周囲に百を超える蝶ちようが現れた。

　大きさはモンシロチョウ並で、透き通るような七色の羽をしている。

「いいかい、みんな。『あの男』はこの空間になにかを隠している。それも決して人目にさらしたくないって思っているなにかだ。それはきっと魔ま力りよくを持っているはずだから、魔力を感知したらすぐに僕ぼくに知らせるんだ」

　創造主である縁ゆかりの指示に従い、蝶ちようたちは散っていった。

　しばらくして、蝶の一匹が縁の許もとに舞い戻ってきた。

「なにかを見つけたんだね。じゃあ案内してよ」

　了解した、とばかりに縁のまわりをぐるりと一周すると、蝶は山脈の方に飛び始めた。

　蝶に導みちびかれて縁がやってきたのは、山間の一際開けた氷原だった。

　氷は血よりも濃こい赤でありながら、磨みがき抜かれた鏡かがみのように透き通っていて、足元を見ると顔がはっきりと映し出された。

「気持ち悪いな、ここの空気」

　一面氷だというのに、空気は生なま温ぬるく、肌はだに纏まとわりついてくる。が、氷に解ける気配は全くない。

　暑いから解ける、氷だから冷たい、といった現実世界での常識は、この造られた世界の中では通用しないのだ。

　氷原のほぼ中央に石碑があった。縁がいるのはその石碑の前だ。

　横幅があり、高さは縁の身長の三倍はある。正確な材質はわからないが、黒々とした輝かがやきは上質の黒曜石に似ていた。

「これだね、間違いない。この石碑に、『あの男』が秘密にしているなにかが封じられているんだ」

　コンコン、と軽く石碑を叩たたいてみる。

　石碑からは微弱な魔力が流れ出ている。結界が施されているのだ。

「それもただの結界じゃない。魔力を中和してしまうタイプのものだ」

　感じる魔力こそ微弱だが、一ひと筋すじ縄なわではいかない結界だ。

　試しに妖よう術じゆつで小さな火を起こしてみたが、火は灯ともった瞬しゆん間かんに消えてしまった。

「ダメだ。やっぱり魔力は無効化される」

　少女のような愛らしい顔を歪ゆがめ、縁は舌打ちした。

　魔力が無効化されるということは、破は壊かいの術や結界破りの術をいくらかけても無む駄だということだ。それは妖術士である縁の力では、この結界が破れないことを示していた。

「うーん……どうしようかな？」

　あご先に人差し指を添えて思案する。

　異空間を創成し、結界を張ってまで、『あの男』が人目にさらすまいとしたなにかが、この石碑に封じられているのだ。

　この封印を解かれた時、『あの男』はどんな顔をするのだろう。

　焦るのか、怒るのか。

　どちらにしろ、あの美しい顔が歪ゆがむことを想像すると、それだけで気分がいい。

「あっ、そうだ」

　ポン、と縁ゆかりは手を打った。

「腕っぷしの強い奴やつに壊こわさせればいいんだ」

　魔ま力りよくは無効化されてしまうが、腕力ならば石碑を破は壊かいして封印を解くことも可能なはずだ。

「腕っぷしの強い奴かあ……誰だれがいいかな？」

『あの男』の結界は、生易しいものではない。腕力なら破壊可能といっても、生半可な力では石碑に傷一つつけることもできないだろう。

　少し考えて、縁はまた手を打った。

「やっぱり、あのお兄さんがいいよね。なんたって最強の人じん狼ろうなんだから」

　石碑の表面を撫なでながら、縁は忍び笑いを漏らした。













　　　　第一章　聖夜（Ⅰ）







　トントンと、鼻歌に混じってネギを刻む音がする。

　リズミカルなその音は、ネギを刻んでいる者が包丁慣れしていることを如実に物語っていた。

　月つき森もり家のキッチンで包丁を振るっているのは、もちろん深み雪ゆき──ではなかった。

「深雪さんの言うとおりだな。鼻歌を歌いながら料理をしていると、楽しい気持ちになってくるよ」

　独白して、フリルのついたウサギのイラスト入りエプロンを身につけている青年──月森冬とう馬まは、刻んだネギをまな板から鍋なべに移した。

　身につけているウサギエプロンは、冬馬の二十一回目の誕たん生じよう日びだった十一月三十日に、深雪から贈おくられたお手製である。

　深雪愛用のパステルピンクのウサギエプロンに対して、冬馬のウサギエプロンはパステルブルー。色違いのお揃そろいだ。

　ウサギのイラスト入りという時点で充分恥ずかしいというのに、フリルまでついているのだから恥ずかしさ倍増だ。

　フリルはボタンで取り外しできるようになっているのだが、迂う闊かつに外すと、

「フリル、外しちゃうんですね……せっかくつけたのに……似合うと思って一いつ生しよう懸けん命めいつけたのに」

　深み雪ゆきが泣きそうな顔をするので、外すに外せないでいた。

　この場に深雪はいないのだから、フリルを外してもなんの問題もないのだが、そこで「彼女が見てないからいいや」と思えないのが、月つき森もり冬とう馬まの性格であった。

　着慣れてしまったので、たいして気にならなくもなっているのだが。

「後は溶き卵を入れて……っと」

　あらかじめ冷蔵庫から出しておいた卵を片手で器用に割ると、手早く溶いて鍋なべに流し込んだ。最後に塩と醬しよう油ゆで味を調えると、卵雑炊は完成した。

　流行の風邪かぜでダウンした深雪のために冬馬が作った昼食は、カレイの煮付けと卵雑炊の二品。どちらも深雪のリクエストだ。

　自炊経験の長い冬馬の料理の腕は、そこいらの若奥様よりも遥はるかに達者だったりする。

「さて、と。乾かん燥そう機ももう止まったよな。先にそっちを片付けちゃうか」

　エプロンで手を拭ふきながら、冬馬は乾燥機のある脱衣所へ向かった。

　乾燥機から洗せん濯たく物を取り出しているうちに雑炊もほどよく冷めるだろう。あまり熱すぎる物も病人には胃への負担になってしまう。

　脱衣所に入った冬馬は、乾燥機から洗濯物を取り出し始めた。

　この三日、深雪が寝込んだために洗濯は行われていなかったが、二人分なのでたいした量はない。お日様で乾かすのが一番だが、今日はどうにも空模様が怪しかった。冷え込みも厳きびしいから、外に干すと洗濯物が凍ってしまいかねない。

「この冷え込みだと、もしかしたら雪が降るかもしれないな……そしたらホワイトクリスマスか……」

　カゴに洗濯物を次々と放り込みながら、冬馬は独り言を漏らした。

　十二月二十四日──今日はクリスマスイブだ。

　深雪に内緒で夜景の見えるホテルのレストランを予約していたのだが、深雪の体調が悪くては行けるはずもない。

「まあ、ホテルのレストランなんて俺おれには似合わないっていう、神様の思おぼし召しだろう」

　情けないことを口にしていると、親指に洗濯物の一枚が引っ掛かった。

「あ」

　水色が目に眩まぶしい小さな布。それは、言うまでもなく深雪のショーツであった。

「うわわわわっ！」

　湯気が出るほどに顔を熱くした冬馬は、それを慌ててカゴの中に放り込んだ。

「……ギリギリだったな」

　なにがギリギリなのかは不明だが、冬とう馬まは手の甲で額ひたいの冷や汗を拭ぬぐいながら、ふうっと大きな息をついた。

　冬馬と深み雪ゆきが一つ屋根の下で暮らすようになってから二カ月弱。

　深雪一人に家事を任せてしまうことを良しとしなかった冬馬は、掃除や洗せん濯たくは率先してやるようにしていた。深雪の下着を洗ったことも一度や二度ではないのだが、未いまだに慣れず、見たり触ったりする度にあたふたしていた。

「俺おれの女性への免疫のなさは、一種の才能なんだろうな、きっと」

　姉がいるというのに女性への免疫がないのだから、これはもう天てん賦ぷの才としか言いようがない。なんの役にも立たない才能だ。

「結局、深雪、って呼び捨てにできたのも、あの夜だけだしな……」

　カゴを持って、冬馬は心底げんなりした。

　乾いた洗濯物をひとまずリビングに置くと、おぼんに料理を載せて二階にあがった。深雪は冬馬の部屋にいる。

　そっとドアを開けて中に入ると、深雪は眠っていた。

　学習机の椅い子すを動かしてベッドの側そばに腰を下ろした冬馬は、深雪の寝顔に破顔した。

　深雪の寝顔は、いつも子供のように無邪気だ。見ているだけで自然と笑みがこぼれてしまう。

　こんなあどけない寝顔を見せられれば、男なら誰だれしも保ほ護ご欲を刺激されるのではないのだろうか。そんなことを考えていると、深雪の瞼まぶたが開いた。

「あ。冬馬さん……」

　起きた深雪は、「くしゅん」と可愛かわいらしいクシャミをした。ずっと寝ていたせいか、瞼が少し腫はれぼったい。

「熱、下がったかな？」

　栗くり色の前髪を搔かきあげて、おでこに手を当てる。とろんとした目で冬馬の顔をじーっと見ながら、深雪はまた「くしゅん」とやった。

「熱は下がってる。この冬の風邪かぜは熱さえ下がればしつこくないらしいから、もう大丈夫だ」

「ごめんなさい、冬馬さん。ご迷惑おかけしちゃって」

「謝あやまることじゃないよ。普段は俺の方が何百倍もお世話になってるんだから」

　何百倍も、というのは大おお袈げ裟さでもなんでもない。

　冬馬は右手の薬指にはめられた、飾り気のない古ぼけた銀色の指輪を見た。幾筋かの薄うすいヒビの入ったその指輪は『久く遠おんの月つき』だ。

　この指輪の副作用で全身を病びよう巣そうに冒された冬馬を、深雪は側そばで支え続けてくれていた。

──もし彼女が側にいなかったら、今いま頃ごろ俺は、死の恐怖に耐えられなくなって自じ暴ぼう自じ棄きになっていたかもしれない。

　いくら感かん謝しやしても足りないぐらいに、冬とう馬まは深み雪ゆきに感謝していた。

「だから、せめてこんな時ぐらいはこっちが世話をしないと、不公平だろ？」

「だったら、わたし、今日は冬馬さんにいっぱい甘えちゃってもいいですか？」

　祈るように手を組んだ深雪の顔色は、昨日と比べるとかなり良くなっている。

「ああ、いいよ」

「なら……」

　深雪は、学習机の上に置いてあったおぼんにちらりと目をやり、言った。

「わたし、あーん、ってしますから、ごはん食べさせてください」

「……！」

　思わぬ要求に、冬馬は一いつ瞬しゆんだけ固まった。よもやこんな甘え方をされようとは。

──あーん、って言わなくちゃいけないのかな……。

　困惑していると、「早く、早く」とせかされた。

　やむなく器うつわを手に取り、雑炊をレンゲですくう。そして浅く息を吐いて、言った。

「はい。あーんして」

「あーん」

　深雪は嬉うれしそうに口を開けた。

──こんな姿を姉様や兄さんに見られたら、なにを言われるかわからないな……。
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　恥ずかしさと闘たたかいながらも、冬とう馬まは深み雪ゆきの口に雑炊を運んだ。

「とっても美味おいしいです」

　頰ほおに手を当てて、深雪は幸せそうに笑った。

「そ、そう」

「次は、お魚と一緒に食べたいです」

「はいはい」

　カレイの身をほぐし、雑炊と一緒に食べさせると、深雪は「味が染みてます」と喜んでくれた。

「こうやって食べさせてもらってると、だんだん女王様みたいな気分になってきちゃいます」

「女王様……」

　すると俺おれは下げ僕ぼくってことになるんだろうか？　そんな考えが頭をよぎり、冬馬は複雑な笑いを浮かべた。

　女王様の食事はつつがなく進み、カレイは骨だけ、雑炊の器うつわは綺き麗れいに空からになった。

「また寝ときなよ。熱が下がったからって、すぐに無理をするのは良くないだろうから」

　器をおぼんに戻していると、深雪が袖そでをくいっと引っ張った。

「冬馬さん、もう一つお願いがあります」

「ん？」

「プリンが食べたいです」

　深雪の真剣な眼まな差ざしが、冬馬を見み据すえた。

「プリン？」

「プリンです」

　深雪は厳おごそかに頷うなずいた。なぜそんな真顔で言うのかがわからないでいると、

「風邪かぜをひいた時は、プリンを食べなくちゃいけません」

　拳こぶしを握って、深雪が力説した。

「……それって、なにか大事な意味があることなの？」

「柚ゆず本もと家では、風邪をひくとみんなプリンを食べるんです」

「そ、そうなんだ」

　民間療りよう法ほうの一種なのだろうか。気になったが、いつものように深くは追及しなかった。

「わかった。すぐに買ってくるよ」

　手を振る女王様に見送られ、冬馬は部屋を出た。




　関東地方は、昨日からの寒波によって異常な冷え込みをみせていた。

　マフラーも手袋もしてこなかった冬馬は、迂う闊かつさに後悔していた。

　すっかりかじかんでしまった手にはコンビニの袋が提げられている。中身は言うまでもなく女王様ご所しよ望もうのプリンだ。

「もう、冬なんだよな」

　小さな公園の前に通りかかったところで、冬とう馬まはふと足を止め、呟つぶやいた。

　さすがにこの寒空の下、外で遊ぼうという子供はいないらしく、公園は無人だった。

　公園の入り口に目をやった冬馬は、少し寂しい気持ちになった。

　秋の間、そこには真っ赤な曼まん珠じゆ沙しや華げの花が咲いていたのだが、今は葉だけが残り、花は枯れてしまっていた。

「陣じん内ない甲こう牙が……」

　花を失った曼珠沙華を見やるうちに、一人の男の名が自然と口から出た。

　陣内甲牙は、愛まな娘むすめを惨殺され、自らもある男に人生を弄もてあそばれた鬼族の戦士であった。

　右手をポケットから出すと、冬馬はその手を力いっぱいに握り締しめた。握り締めた手が熱い。

　凍るような寒波の中でも失われることのないその熱は、命の熱──冬馬が生きている証あかしだ。

「俺おれが今、こうして生きていられるのは、深み雪ゆきさんだけじゃない。陣内甲牙のおかげでもあるんだ」

　闘たたかいの中で取り込んだ陣内甲牙の血が、冬馬の身体からだを蝕むしばむ病びよう巣そうを、かなり抑え込んでくれていた。鬼族の血には、強い癒いやしの力が秘められていたのだ。

　頭痛やめまい、身体の痛みに襲おそわれることは多々あったが、吐血や昏こん倒とうといった重い症状には、この二カ月の間、一度も見舞われてはいなかった。

　体重と血色もある程度は戻り、おかげで由ゆ花かに身体のことを悟られずにすんでいた。

　陣内甲牙が生かしてくれているのだと、冬馬は考えていた。

　仇かたきを討ってやらねば、と思う。

　陣内甲牙と彼の娘の仇。それは『院いん』の『長おさ』であると、陣内甲牙は言い残した。

　俄にわかには信じられない話だ。『院』は獣じゆう人じんを束ねる組織であり、父や兄も所属している。

　その『院』の『長』が、無む辜この父おや娘この命を弄び、冬馬を狙ねらってくるかもしれないなどという話は、信じ難いし、信じたくもなかった。が、陣内甲牙の言葉に[image: 噓]うそはないだろう。

『長』が無辜の命を弄ぶ存在であるならば、討たなければならない。

　たとえそれが──闘たたかうことが、さらに命を削ることになったとしても。

　意を決した冬馬は、深雪と暮らし始めて間もない頃ころ、兄・静しず馬まを大学近くの喫茶店に呼び出し、闘う覚悟がある旨を伝えた。

『長』が真に討たねばならない存在か否か、静馬は冬馬に呼び出されるより前から調査を始めていた。

　静馬によれば、『長』は、末端の戦士である静馬はおろか、獣じゆう聖せい十じゆつ士しや上層部の前にすら顔を出すことはほぼ皆無という、素す性じようの知れない人物であるという。

「闘う覚悟を決めたことはわかりました。『長』が討たねばならない男だと明白になった時は、おまえを戦力の筆頭にしましょう」

　砂さ糖とうを入れたコーヒーを搔かき混ぜながら、静しず馬まが言った。闘たたかうな、とは言わなかった。

「ですが、『長おさ』の素性すらつかめていない現在の状態では、まだ闘えません」

「『長』の素性がつかめるまで、あとどのぐらいの時間がかかるのかな……？」

　訊きくと、静馬は黙だまって首を横に振った。

　わからない、ということは、『長』に関する調査はかなり難航しているということだ。

　闘うならば病びよう巣そうが安定している今のうちしかない、と思っていた冬とう馬まは、

「本山に乗り込んで、直接『長』に問いただすことはできないかな？」

　静馬の目を見ないでそう言った。目を見なかったのは、自分でも焦っていることがよくわかっていたからだ。

　冬馬の台詞せりふに、呆あきれたようにため息をついた静馬は、

「おまえの力が強いことは認めますが、『長』には力のある取り巻きが多い。自分から四し面めん楚そ歌かの状況に飛び込んでゆくような愚行には付き合えませんよ。ましてや『長』は素性の知れない相手……闘いに於おいて、敵を知らずに闘うことほど危険なことはありません。時期を待ちなさい」

　手にしていたカップを置いた。静馬がカップを手にしていたのは、左手。右利きの彼が左手でカップを持っていたのは、右腕が動かないためだ。

　数日前に、静馬は右腕を切断されていた。妖よう術じゆつ士である橘たちばな春はる海みの術で復元されてはいるが、自在に動くようになるまでには時間がかかるという。

「時期を待てって言われても、俺おれには悠ゆう長ちようにしている時間はないんだ。鬼族の血だって、いつまでも病びよう巣そうを抑え続けてくれるわけじゃないだろうし……」

　テーブルの上で組んだ手をきつく握り、険しい表情をしている冬馬を、静馬は「やれやれ」といった表情で見ている。

「命を懸かけるという行為と命を捨てるという行為は、似て非なるものです。猪ちよ突とつ猛もう進しんは後者でしかありませんよ」

「なら、俺はどうしたらいいんだ!?」

　焦しよう燥そうが、冬馬にテーブルをドンと叩たたかせた。カップがカタカタと揺れ、砂糖を足して搔き混ぜていた静馬が不快そうな顔をした。

「大きな声は出さないでください。ウエイトレスさんがこっちを見てるじゃないですか」

　ちらりと静馬がカウンターの方に目をやったので冬馬もつられるようにそちらを見ると、かなり可愛かわいいウエイトレスが、トレイを胸に抱いて横目でこちらを気にしていた。この喫茶店の看板娘で、冬馬が通う大学には、彼女を狙ねらっている男が相当数いるらしいのだが、冬馬が彼女に興きよう味みを抱いたことはない。

　なんの真似まねか、静馬がそのウエイトレスに向かってにこやかに手を振った。ウエイトレスは、ちょっとだけびっくりしたような顔をした後、なぜか頰ほおを朱に染めて手を振り返してきた。

　そのやりとりに、冬とう馬まはげんなりした。

　開店早々の時間のためか、冬馬たちの他ほかに客はいない。昼時になれば、ウエイトレス目当てに大学の連中が押し寄せてきて混むことだろう。

「『長おさ』の正体がつかめてからでないと、どうしても闘たたかえないっていうのなら、俺おれにも『長』の正体を探る手伝いをさせてくれよ」

　指をくわえて、兄の言う「時期」を待つのが嫌いやだった冬馬は、そう申し出たのだが、

「要いりません。邪じや魔まになるだけです」

　にべもなく断られてしまった。さらりとした物言いだが、有無を言わせぬ雰囲気だ。

「病人は病人らしくおとなしくしていればいいんです。それにおまえは学生じゃないですか。学生は学生らしく勉強でもしていなさい。獣じゆう医いという職業は日々の勉強を疎おろそかにしてなれるものではないのでしょう？」

　カップを割れんばかりの力で握り締しめて、冬馬は下した唇くちびるを嚙かんだ。

　兄が気遣ってくれているということはわかる。が、なんの行動も取れないというのはたまらなくもどかしい。

「人にはそれぞれ、できること、できないことがあります。大切なことは、焦らず、自分にできることをやる、ということです。焦ってはいけません。焦りはできることをできなくさせてしまいますからね」

　そう言うと、静しず馬まは伝票を手に取って席を立ち、会話を一方的に打ち切った。

　気持ちで納得していなくても、兄の言うことが正しいと理解している冬馬は、なにも言わずに残っていたコーヒーを一気に飲み干した。

　砂さ糖とうを六杯も入れたはずなのに、やけに苦い味がした。

　あれから二カ月近い時間が経過しているが、静馬が『長』の正体、目的を突き止めたという話は聞いていない。関東と関西を往復して、情報を集めているらしいのだが。

　どこまで『長』について探ることができたのかを逐一報告してもらえると助かるのだが、兄はそれほど親切な人ではない。こちらから訊きいても、「話せる段階になったら話します」と言われるだけで、状況についてはなにも教えてはくれなかった。

「結局、この二カ月で俺にできたことは、焦るなって自分に言い聞かせることだけだったな」

　握っていた拳こぶしを開くと、冬馬は大きく肩で息をついた。寒風にさらされ、手は急速にかじかんでゆく。

　いくら言い聞かせても消えてくれない焦りが、また胸に湧わきあがってきた。

　花のない曼まん珠じゆ沙しや華げから視線を外し、軽く頭を振ると、冬馬は家路を急いだ。

　空模様は、いよいよ怪しくなり始めていた。




　東京の空に雲が広がり始めた頃ころ、ある国道の脇わきに仏頂面の青年が二人いた。

　南なん原ばら鷹たか秋あきと柚ゆず本もと真ま矢やである。

　洗いざらしのＴシャツにデニムジャケット、擦すり切れたジーンズという季節感のない寒々しい格好をしているのは、南原鷹秋。細身で精せい悍かんな顔をしているので、鋭するどくも力強い印象を人に与える青年だ。

　栗くり色の長髪を束ね髪にした線の細い美少年である柚本真矢は、鷹秋とは違って冬らしくオフホワイトのコートを着込んでいた。

　二人の仏頂面には理由がある。

　ヒッチハイクを試みているのだが、なかなか車が止まってくれないというのが、鷹秋の仏頂面の理由だった。

　二人が奈良を出発したのが今朝けさ。そこから東京を目指し、ヒッチハイクをしているのだが、半日が経過した現在でも東京には着けずにいた。現在地は静岡県下しも田だ市。

　朝、二人は東京までの長距離トラックのヒッチハイクに成功したのだが、訳あって途中で降りるはめになってしまったのである。

「おい。いつまでもガキみてえにむくれてんじゃねえよ」

　行き交う車に親指を立てたり手を振ったりしていた鷹秋は、手伝いもせずに銀杏いちようの木に寄りかかっている真矢に声をかけた。

　真矢は、ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向く。さっきからずっとこの調子だ。

　真矢が無愛想なのはいつものことだが、今は普段に輪をかけて不ふ機き嫌げんだった。

　奈良で乗せてくれた長距離トラックの運転手に、女の子と勘違いされてしまったのがその原因だ。

　線が細いうえに色が白く、髪も長ければ顔立ちも綺き麗れいという真矢は、女の子に間違われることが多い。間違えられるだけならまだマシだったのだろうが、その運転手は、あろうことか真矢に痴漢行為を働いたのだ。

　立ち寄ったドライブインで、鷹秋がトイレに行っている間に、トラックの運転手が外で身体からだを伸ばしていた真矢の尻しりを触った。

「なにをするんだ！」

　無論、真矢は瞬しゆん時じに激げつ[image: 昂]こうし、運転手を容赦なくボコボコにしてしまった。

　トイレから戻ってきた鷹秋が慌てて取り押さえたが、やじ馬が集まってしまい、鷹秋と真矢は文字どおり逃げるようにその場を去った。

「女に間違えられるなんていつものことだろうが。まあもっとも、男とわかってて触ってきたのかもしれねえけどな。あのおっさん」

「うるさい。ヒッチハイクに集中しろ」

　ジロリと睨にらまれた鷹秋は、肩を竦すくめてヒッチハイクを再開した。

　交通量そのものは少なくないのだが、一向に車は止まってくれない。

「今日帰るって言っちまったからなあ。帰れなかったら、睦むつ美みになんて言われるか」

　鷹たか秋あきには、睦美という十六歳の妹がいる。

　両親を亡くして以来、都内のアパートで二人暮らしをしていたのだが、八月の末頃ごろに、「奈良で修行をするから、当分帰れない」という電話を入れて以来、この四カ月近くの間、ほっぽらかしにしてしまっていた。

　一昨日おとといの夜、イブには帰るという旨を伝えるために電話をしたのだが、

『年とし頃ごろの妹を一人っきりにして、四カ月も家を空けるなんて、なに考えてるのよ、お兄ちゃんは！　この不良！　妹不孝者っ！』

　近所中に響ひびくような大声で非難されてしまった。さらに、

『元気にしてるのかって、ずーっと心配してたんだからね……ぐすっ』

　泣き出されてしまい、鷹秋は受話器を持ったまま必死に妹をなだめた。

　兄妹ゲンカは日常茶飯事なのだが、泣かれてしまうとその時点で鷹秋の敗北だ。

　男というものは、相手が妹でも女の涙には弱いのである。

「それにしても、月つき森もりと深み雪ゆきさんが同どう棲せいするようになってるとは、驚おどろきだな」

　睦美の話によれば、二カ月ほど前から冬とう馬まと深雪は同棲しているという。

　冬馬が身体からだを病んでいることを知らない鷹秋は、単純に二人が結婚の準備段階に突入したのだと受け取った。

　実際は、同棲というよりは、深雪が側そばについて冬馬の看病をしている、という色が強いのだが。

──まあ将来を誓い合った二人だからな。当然といえば当然の流れなんだろうが……。

　深雪への恋心を抱いていた鷹秋は、苦々しい顔で頭を搔かいた。

　諦あきらめてはいるが気持ちが断ち切れたわけではない、という鷹秋からすれば、ショックな出来事ではある。が、冬馬も深雪も恩人だ。どちらにも幸せになって欲しいと本音で思っている。二人の仲が順調に進んでいるというのであれば、それは祝福するべきことなのだろう。

──二人の同棲にも驚おどろかされたが、こいつの反応の方が、俺おれには意外だったな。

　ちらりと真ま矢やを見る。相変わらずの仏頂面で木に寄りかかっていた。

　同棲の話を聞いた鷹秋は、迷いはしたが、そのことを真矢に話した。

　最愛の姉が男と同棲しているなどと知れば、怒り狂って暴れるかもしれない。そんな不安があったが、杞き憂ゆうに終わった。

　週に何度か実家に連絡を入れていた真矢は、同棲のことを既に知っていた。そして鷹秋に向かってこう言ったのだ。

「姉さんが自分で決めたことだ。僕ぼくがどうこう言う問題じゃない。姉さんが幸せなら、僕はそれでいい」

　かつての真ま矢やからは想像のつかない、耳を疑うような台詞せりふだった。

──変わったよな、こいつも。

　すっかり見慣れた真矢の仏頂面に、鷹たか秋あきは小さな笑みをこぼした。

　以前の真矢は、「姉さんだけが大事」「姉さん以外はどうでもいい」という思考の持ち主だった。

　御み堂どう巽たつみとの一件、奈良で過ごした修行の日々と、そこで出会った人々が、真矢を変えたのだ。

──癪しやくだけど、五ご堂どうのおっさんには感かん謝しやしねえといけねえな。

　師匠の顔を思い出し、鷹秋は苦い物を口いっぱいに詰め込まれたような顔で笑った。

　五堂のおっさん、とは、五堂恭きよう市いちという男のことである。

　五堂恭市は、かつては獣じゆう聖せい十じゆつ士しを束ねていた男だ。十年前に『院いん』を退いているのだが、その力は衰えを知らず、現在でもラグナウルフに劣らない実力を持っている。

　亡き父の友人だった彼の許もとに、鷹秋は真矢とともに弟子入りしたのだ。

　五堂の存在は、間違いなく真矢が変わる大きな要因の一つとなっているだろう。

──奈良じゃ、いろんなことがあったからな……。

　一生、忘れられないような出来事もあった。

　忘れられるものなら今すぐにでも忘れたい、という出来事が大半ではあるのだが。

　五堂に対しても、比率でいえば感謝よりも恨みの方が大きい。

「思い出すな。思い出すと胃が痛くなってくる」

　脳裏に甦よみがえる修行の日々を消すように、鷹秋が頭を左右に振っていると、

「早く車を捕まえろ。そもそもおまえがみやげ物に金を使いすぎたのが悪いんだぞ」

　真矢が隣となりにやってきて非難してきた。彼の視線は、鷹秋の足元をぐるっと囲んでいるいくつもの紙袋に向けられている。

　いずれも昨日一日かけて関西地区を回って買った、睦むつ美みへのみやげである。

　食べ物が主だが、睦美が熱をあげている宝たから塚づか歌か劇げき団だんのグッズも多い。

　睦美には寂しい想おもいをさせてしまった。せめてもの罪滅ぼしにと、睦美が喜びそうな物を片っ端から買っていたら、膨ぼう大だいな量になってしまったのである。

　紙袋の他ほかに、麻布に包まれた大きな物も置いてあるのだが、これはみやげではない。

「交通費も残さないなんて、バカだ。天然だ」

「うるせえ。天然はてめえの姉さんだ。それにてめえだって、俺おれの金を当てにしてやがったんじゃねえか。文句を言われる筋合いはねえな」

「姉さんの悪口を言うな！　殺すぞ！」

「ああっ!?　やれるもんならやってみやがれ！」

　道路脇わきで、二人は「ぬーっ」と睨にらみ合った。

　確かに、交通費まで使い切ってしまったのは失敗だった。が、それも交通費ぐらいなら真矢に借りればいいという腹があったからだ。

　ところがその真ま矢やも、実のところは文無し状態で、鷹たか秋あきの財布を当てにしていたということが判明した。笑えない冗談である。

「いくら金がないからって、ヒッチハイクは面倒だし寒いし痴漢に遇あう。もっといい方法はなかったのか」

「今更、そんな根本的なことをむし返すんじゃねえよ」

「やっぱり、獅し子し親父おやじに金を借りれば良かったんだ」

　上目遣いに睨にらんでくる真矢。獅子親父というのは五ご堂どうのことだ。

「五堂のおっさんに金を借りるのは、おまえだって嫌いやがってたじゃねえか！　だからヒッチハイクになったんだろうが！」

　鷹秋がツバを撒まき散らして怒鳴ると、

「声がでかい。うるさい」

　露ろ骨こつに顔をしかめて、真矢は背中を向けた。

「声がでかいのは、生まれつきだ！」

「とにかく、全面的におまえが悪い」

　一方的に会話を打ち切ると、真矢は「もうなにも聞きたくない」とばかりに耳を塞ふさいだ。

「こういう部分だけは、ちっとも変わりゃしねえ」

　毒づいた鷹秋は、ふといいことを思いつき、悪戯いたずらっ子のような笑みを閃ひらめかせた。

「早いトコ車を捕まえる、いい方法があるぜ。おまえも協力しな」

　聞こえていないと知りつつ言うと、鷹秋は真矢の髪にそーっと手を伸ばした。そして髪を束ねていた紐ひもを解いた。

　驚おどろいた真矢が、目を見開いて振り返った。その拍子に解けた長い髪がさらっと音をたてた。彼の栗くり色の髪は、深み雪ゆきにも負けず劣らず綺き麗れいだ。

　ニッと笑った鷹秋は、目をパチパチさせている真矢の肩をおもむろにつかむと、彼をくるっと道路の方に向けさせて、自分は銀杏いちようの木の後ろに隠れた。

　状況が理解できない真矢は、きょとんと立ち尽くしている。そんな真矢に鷹秋は遠巻きに声をかけた。

「向こうから車がきてるだろ。そいつに向かって親指をグッと立てろ」

　振り返って怪け訝げんそうに顔をしかめた真矢は、首を傾かしげつつも言われたとおりにした。

　すると通りかかった派手な外車は、急ブレーキをかけて真矢の目の前で停車した。

　ウインドーが開き、運転手が顔を出す。いかにも軽けい薄はくそうな若い男だ。

「彼女、一人？　東京まで？　乗せてってあげようか？」

　親切心ならぬ下心丸見えの笑みを浮かべて、男。

　そこでようやく鷹秋の意図を理解した真矢は、頰ほおを真っ赤にして鷹秋の方を振り返った。目が血走っている。

　まんまと作戦が成功した鷹たか秋あきは、懸けん命めいに笑いをこらえていた。

「ねえ彼女、乗んないの？」

　男がウインドーから手を出し、真ま矢やの腕を馴なれ馴れしく引っ張った。

「僕ぼくは男だ！」

　怖おぞ気けが走ったような顔をした真矢は、にやけている男の頭を思いっきり殴った。

　ゴン、という鈍い音と、男の「ぐえっ」という悲鳴、そして鷹秋の爆ばく笑しようが、雲に覆おおわれた冬の空に吸い込まれていった。




　日没と同時に、空から白いものが舞い降り始めた。

　この寒さなら、雨に変わることなく聖夜を白く彩ることになるかもしれない。

　そんなことを思いながら、静しず馬まはなにげなくルームミラーに目をやった。

　後部座席では橘たちばな春はる海みがうつらうつらと船をこいでいた。二十九歳には見えない子供っぽい寝顔に、静馬は思わず苦笑してしまう。

「疲れましたか？」

　声をかけると、橘は大口を開けてあくびをしながら、寝ね癖ぐせだらけの髪に手を入れた。

「そりゃあ疲れるよ。午前中からずーっと車に乗りっぱなしだもの」

　橘は京都在住の人じん狼ろう族で、月つき森もり家とは昔から付き合いがある。

　小柄で童顔という外見からでは想像もつかないことだが、彼は獣じゆう聖せい十じゆつ士しにも名を連ねる一流の妖よう術じゆつ士である。

「普段が出無精だから、ちょっとした遠出でもすぐに疲れてしまうんですよ」

「うるさいなあ。関西人っていうのはね、関西を離れたがらないものなんだよ」

　ふてくされたように橘は唇くちびるを尖とがらせた。言動や仕草に子供っぽさの目立つ男だ。

「宇う都つの宮みや生まれの宇都宮育ちでしょう、あなたは」

「結婚して、関西人になったっちゅーねん」

「エセ関西弁はやめてください」

「そもそも、なんでせっかくのクリスマスイブにこんな遠出をしなくちゃいけないんだろう。家族サービスもしてやれないし……ああ、法のり子こに恨まれる」

　無理やり引っ張り出されたことを根に持っているらしく、橘は京都からこっち、ぶつくさ言いっ放しだった。

「そう言わないでください。なにしろこれから向かうのは、悪あく魔ま族の里なんですから。なにが隠されているのかわかりません。あなたの力が必要なんですよ」

　入いる間ま郡名な栗ぐり村を目指し、静馬は愛車を走らせていた。

　二カ月ほど前に切断され、橘に復元してもらった右腕は、まだ多少ぎこちなさが残ってはいるものの、運転に不自由がないまでには回復していた。

　目指す入いる間ま郡名な栗ぐり村は、村そのものが埼玉県立の自然公園に指定されているという、山と緑、清流に恵まれた自然郷である。

　その名栗村に、かつて悪あく魔ま族と呼ばれた人々の隠れ里があったという。

　別名、香か沙ざ薙なぎの里。

　白髪に褐かつ色しよくの肌はだ、蒼あおい瞳ひとみという特異な容よう貌ぼう。そして強い魔力を持ち合わせていたとされる悪魔族は、香沙薙の里で世間との関かかわり合いを絶つような形で、ひっそり暮らしていたという。

　四十名にも満たない少数民族であった彼らは、個別の姓を持たず、里の者は皆、香沙薙の姓を名乗っていたとされる。

　悪魔族という呼称がついたのは実は滅びた後で、それ以前は、香沙薙の一族と呼ばれていた。

　悪魔族が滅びたのは、幕末。

　その魔力を以もつて佐幕派に与くみしたために、『院いん』によって滅ぼされたとされているが、果たしてそれが事実なのか。

　答えは、否だろう。

──悪魔族が歴史に関与したという記録は、どこにも残ってはいない……。

『院』が、いや、『長おさ』が獣じゆう人じんの精せい鋭えいを率いて香沙薙の里を襲おそい、一族を滅ぼしたのには、別の目的があったに違いない。

──その目的のために、香沙薙桂けいは生かされている。

　悪魔族でありながら、蒼ではなく紫の瞳を持つ彼は、偶然生き残っているわけではない。

『長』の意志で生かされているのだ。陣じん内ない甲こう牙がに絶対的な強さを得させようとしたのも、恐らくは同じ目的のためなのだろう。

　緩ゆるやかなカーブを曲がり、雪を払うためにワイパーのスイッチを入れる。と、

「静しず馬まくん、静馬くん」

　スナック菓子の袋をガサガサやりながら、橘たちばなが声をかけてきた。京都から離れるのをさんざん嫌いやがったわりには、まるで遠足のように色々とお菓子を持参している。

「菓子くずをこぼさないようにしてくださいよ」

　眉まゆをしかめて注意すると、「大丈夫だよ。ちっちゃい子じゃないんだから」、気楽に笑い、橘は菓子を口に放り込んだ。が、ちっとも大丈夫ではなかった。言ったそばから、ポロポロと菓子くずをこぼしている。

「で、なんです？」

　げんなりしつつ訊きくと、橘は口をもぐもぐさせながら童顔を引き締しめた。

「『長』がよからぬことを企たくらんでいたとしたら、本当にケンカを売るつもりかい？」

「はい」

　即答すると、橘はなんとも困った顔で頰ほおを搔かいた。

　当然の反応だろう。『長おさ』を敵に回すということは、『院いん』そのものを敵に回すことと同義なのだから。

「……静しず馬まくんの実力はよく知っているけど、やっぱり分ぶが悪すぎるよ。『長』を狙ねらえば獣じゆう聖せいとの戦せん闘とうは避さけられないだろうし、側近の女は超一流の術者だっていうし……静馬くんだって聞いたことがあるだろ？　『長』が三百年以上生きてるって噂うわさ……」

「信しん憑ぴよう性せいのない噂に振り回されるつもりはありませんが？」

「僕ぼくが言いたいのは、そういうことじゃなくて……」

「わかってますよ」

　正体不明の敵と闘たたかうことの危険性を、橘たちばなは訴えているのだ。

『長』の素顔を知る者は、『院』内部にあっても皆無に等しい。獣じゆう聖せい十じゆつ士しの一人である橘ですら面識はないという。無論、静馬もだ。

「正体不明、取り巻きは強力……そんな相手にケンカをふっかけたって、勝てないよ。いくらラグナウルフが二人いたとしたって……」

　なにかから目をそらすように、橘は窓の外に視線を移動させた。

「父……ですか」

「相そう馬まさんが《悠ゆう久きゆうの室むろ》に入ってから、かれこれ二カ月……もうそろそろ出てくるはずだよ」

「時間の流れが違う場所だと言っていましたね」

「うん……試練が長引けば浦うら島しま太た郎ろうなんてこともあるらしいよ。なにせ異空間だからね、あそこは」

　橘は神妙な面持ちになっていた。声こわ音ねまで心なしか低くなっているのは、静馬に対する負い目のためだろう。

　相馬が《悠久の室》と呼ばれる場所に入ったことを橘が静馬に打ち明けたのは、ほんの数日前のことである。

　相馬に口止めされていた橘は、それまで相馬の行方ゆくえを知りながらも誰だれにも言わなかったのだ。

　相馬の目的は、失われた変身能力を取り戻すことだという。

　静しず華かと冬とう馬まから、相馬が行方不明になっていることを知らされた静馬は、橘の力で探し出せないものかと頼んでみた。

「そんな都合のいい術はないよ」

　と、断わられたのだが、その時の彼の様子がおかしかったので、問い詰めたところ、相馬の行方を白状したというわけだ。

　黙だまっていた父を責めるつもりはない。知られたくなかったから言わなかったのだ。ならば黙っていてやるのが筋というものだろう。

　相馬のことは、静華にも冬馬にも話してはいない。

「父が変身能力を取り戻すことができたとしたら、大きな戦力になります。とはいえ父と冬とう馬ま、それに私と姉様だけでは、橘たちばなさんの言うとおり戦力不足かもしれません。ですが戦力はまだありますから」

「戦力って？」

「あの五ご堂どう恭きよう市いちに鍛きたえられた有望な若手が二人いますし、なにより希き代だいの妖よう術じゆつ士、橘春はる海みがいるじゃないですか」

　静しず馬まが会社人間になって身につけた、いわゆる営業スマイルを向けると、橘はスナック菓子を袋ごと落としそうになった。

「前途ある妻子持ちの男を闘たたかいに駆り出すなんて、いつから君はそんな外げ道どうになったんだい!?　それに君だって知ってるだろ！　僕ぼくは空間をいじったり結界を張ったりするのは得意だけど、攻こう撃げき系の術は苦手だって！」

「安心してください。あなたには複数の生命保険をかけておきました。万が一のことがあっても、遺い族ぞくが生活に困ることはありません」

　さらりと言うと、橘の目が点になった。

「せ、生命保険!?」

「法のり子こさんの了承は得ていますから、問題はありませんよ」

「ああそうなんだ。それなら確かに問題ないね……って、大問題だっ！」

　身を乗り出して怒る橘に、「冗談ですよ」、静馬はしれっと言った。

　からかわれたと知った橘は、むくれた子供のように頰ほっぺたを膨ふくらませて、がつがつとスナック菓子を食べ始めた。容赦なく菓子くずをこぼしているのは、ささやかな復ふく讐しゆうなのだろう。

　困ったように笑い、静馬は言った。

「正体不明の敵と闘たたかうことの危険性は、承知しています。だからこそ、こうして香か沙ざ薙なぎの里に向かっているのです」

　香沙薙桂けいの故郷であり、『長おさ』が人じん狼ろう族を率いて滅ぼしたとされる里。

　悪あく魔ま族がいたとされるのは既に百数十年以上前のことだ。『長』に関する手掛かりや確証を得られる確率は低い。が、決して無む駄だ足あしにはならないだろうと、静馬は予感していた。根拠など全くないのだが。

　そんな己の予感が良くも悪くも的中することを、この時の静馬は知る由もなかった。




　日没から一時間も過ぎると、街はすっかり雪に覆おおわれた。

　ホワイトクリスマスになったと喜んでいるカップルも多いことだろう。かくいう冬馬も似たようなものであった。

「雪なんて別に好きじゃないけど、たまにはこういうのもいいかな？」

　滅めつ多たに着ることのないスーツに着替えた冬馬は、リビングのソファーで深み雪ゆきを待っていた。深み雪ゆきも世の女性の例に漏れず、身支度には時間がかかっている。

「レストラン、キャンセルしておかなくて良かったな」

　二人は、冬とう馬まが予約していたホテルのレストランに行こうとしていた。

　深雪が風邪かぜで倒れたために一度は諦あきらめていたのだが、

「プリンを食べたら、すっかり良くなっちゃいました！」

　プリンを食べて一寝入りした深雪は、起きるとガッツポーズを取ってみせた。クシャミも出ないぐらいに元気になっていた。

「うーん、プリンが風邪に効く食べ物だとは知らなかった……」

　完全復活した深雪の姿を見ながら、冬馬は「俺おれの身体からだにも効かないかな？」などと密ひそかに思った。そしてふと、レストランをまだキャンセルしていなかったことを思い出したのだ。

　深雪にそのことを話すと、彼女は瞳ひとみをキラキラさせて「行きたいです！」と言った。

「ふああぁ」

　ソファーにもたれていたせいか眠くなってきた。あくびをしながら窓越しに雪を眺ながめていた冬馬は、

「親父おやじはどうしてるのかな……」

　九月の末から行方ゆくえ知れずになっている父のことを考えた。

　誰だれにも行き先を告げずに長期の旅行に出掛けることはよくある人なので、あまり心配はしていなかったのだが、三カ月も連絡がないとさすがに心配になってくる。

　姉は、「放っておけ、あんな放ほう蕩とう親父。心配してやるだけ損だ」などと言っていたが、やはり気にかけてはいるらしく、時とき折おり、父の家をのぞきに行っているようだった。

「心当たりを探してみようにも、親父の友好範はん囲いとか行動範囲って、よくわからないんだよな」

　携帯電話も持っていないので連絡の取りようもなかった。

「……姉様じゃないけど、本当に困った親父だ」

　頭を搔かいて唸うなっていると、着替え終わった深雪が隣となりの和室から出てきた。

「お待たせしちゃって、すみませんでした」

「ん。じゃあ行こうか」

　ぐーっと腕を伸ばしてソファーから立ちあがると、チャイムが鳴った。

「誰だろう？」

　顔を見合わせた二人は、玄関まで行きドアを開けた。すると、

「メリークリスマス！」

　元気な声と一緒に、パァンとなにかが破裂する音がした。

　驚おどろいた冬馬が「だあっ！」と声をあげると、その声にびっくりしたらしく、「きゃあ！」という悲鳴が跳ね返ってきた。

「冬とう馬まさん、驚きすぎだよぉ。あたしまでびっくりしちゃった」

　クラッカーを手に、由ゆ花かが唇くちびるを尖とがらせた。

「ああ、なんだ。由花か」

　ホッと胸を撫なで下ろす冬馬だったが、まだ心臓はドキドキしていた。

「あれ、姉様は？」

　由花の他ほかに人の姿が見えない。訊きくと、由花は「一人で来たの」と、マフラーを緩ゆるめながら答えた。深み雪ゆきが誕たん生じよう日びに贈った手編みのマフラーで、由花のお気に入りだった。

──もう暗いのに女の子を一人で歩かせるなんて、姉様も不用心だな。

　都つ築づき家は、以前は電車で二駅のところにあったのだが、先月、もう二駅分遠い場所にマンションを購こう入にゆうし、移り住んでいた。子供からすれば結構な距離だ。

「で、どうしたの？　家族でクリスマスパーティー開くって言ってなかったっけ？」

「うん。そのはずだったんだけどね、あっくんとみーちゃんが風邪かぜで寝込んじゃって、それでパーティーは中止になっちゃったの」

　あっくんとみーちゃんとは、都築家の双子、秋あき斗とと美み冬ふゆのことだ。由花にとっては義理の弟妹ということになる。

「悪いね、由花。せっかくのクリスマスだってのに構ってやれなくなっちまった。おまえまで看病に付き合うことはないから、冬馬のトコに行っといで」

　静しず華かにそう言われ、由花は一人で遊びにやってきたのだという。

　由花の話を聞いて、深雪は「まあ」と口元に手を当てた。

「風邪、流行はやってるんですね」

「ああ、ニュースでもそう言ってたよ。風邪が流行らない冬なんてないけどね」

「秋斗くんと美冬ちゃんにも、プリンを食べさせてあげないと」

「そ、そうだね」

　苦笑いを浮かべて頷うなずくと、「プリン効果」を知らない由花は小首を傾かしげた。

「そういえば夏なつ彦ひこ義兄にいさんは？　義兄さんも秋斗と美冬の看病をしてるの？」

「夏彦さんはね、日本海の荒波を描くんだーって言って、一昨日おとといからお家うちにいないの」

「日本海の荒波……」

　想像しただけで寒くなり、冬馬は渋面になった。

「相変わらずチャレンジャーだな、義兄さんは……」

　現在、夏彦は、会社を退職して画家を目指している。そう言うと聞こえがいいのだが、要は失業者である。そのことで夫婦ゲンカすることも多いらしく、由花から「静華さんと夏彦さんが大変なの！」と助けを求める電話がかかってきたこともあった。なにぶん犬も喰くわない夫婦の問題なので、冬馬はなにも口出ししなかったが。

「芸術に妥協のない方なんですね、夏彦さんって」

　真冬の日本海に挑いどむ男に、深み雪ゆきは感心しているようだった。

「冬とう馬まさんと深雪さん、どこかに出掛けるの？」

　交互に冬馬と深雪を見やり、由ゆ花かが訊きいてきた。二人とも服装はよそ行きだし、深雪はバッグを持っている。

「ん。ああ──」

　ホテルのレストランのことを話すと、由花は瞳ひとみをキラキラさせて「あたしも行きたい！」と熱っぽく訴えた。先の深雪と同じ反応だ。

　顔を見合わせた冬馬と深雪は、

「予約してたのは二人分なんですよね？」

「そうだけど、一人ぐらい増えたって大丈夫じゃないかな。子供だし」

「それじゃあ──」

「そうだね。由花も一緒に連れていこう」

　揃そろって小さく笑い、頷うなずいた。由花は「やったあ！」とバンザイをした。

　深雪と二人っきり、というわけにはいかなくなってしまった。

　残念でないといえば[image: 噓]うそになるが、雪の中を一人でここまできた由花に帰れとは言えないし、近ちか頃ごろはどこに行くにも由花が一緒だったのだ。クリスマスだからといって仲間外れにはできない。

　深雪と由花に待ってもらってコートを羽は織おってくると、

「じゃあ、行こうか」

　三人は傘かさを差し、駅に向かって歩き出した。

　先頭を冬馬が歩き、その後ろを手を繫つないだ深雪と由花が談笑しながらついてくる。

　女同士の会話に男は入りづらいものだ。冬馬は家々から聞こえてくる団だん欒らんの声に耳を傾けながら歩いていた。

　一戸建が並ぶ通りだから、子供の大きな声などは嫌いやでも聞こえてしまう。

──クリスマスの雰囲気っていうのは、悪くないよな。

　子供の頃、家族と過ごしたクリスマスが思い出された。

　母は料理の腕を振るい、父は大きなケーキを買って帰ってきた。冬馬は姉や兄と一緒にツリーの飾りつけをした。

──サンタクロースって、何歳まで信じてたっけ……。

　イブの夜は、いつサンタクロースがくるかとドキドキして、なかなか寝つけなかったものだ。

──サンタなんかいないって言った兄さんと、ケンカしたこともあったよな。

　幸せだった日々の大切な思い出だ。

　既に母は世になく、姉は家庭を持った。家族は一つ屋根の下で暮らす存在ではなくなり、冬馬は現在、苛か酷こくな現実を背負っている。けれど──。

　昼間も通りかかった公園の前で、冬とう馬まは足を止めた。

　振り返り、笑い合っている深み雪ゆきと由ゆ花かを見る。

　家族と過ごした幸せな日々が還かえることはない。だが、新しい幸せがある。

　生きている限り、これから築きずいてゆける思い出が、彼女たちとともにある──。

　そのために、思い出を築いてゆくために生き抜きたいと、なによりも強く想おもえる。

　歩幅が違うために距離に差がついてしまっていたので、足を止めたまま二人を待つ。

　すると、突然めまいに襲おそわれた。傘かさを取り落として近くにあった電柱に手をつく。

　病びよう巣そうが陣じん内ない甲こう牙がの血によって抑えられているとはいえ、日に一度や二度はめまいや身体からだの痛みに必ず襲われる。

　深雪と由花が駆け寄ってきた。

　毎日このような事態に遭遇している深雪は、冷静だった。冬馬が倒れ込まないように支え、その顔色を窺うかがう。大丈夫だ、という意思表示として頷うなずくと、深雪は黙だまって頷き返した。

　一方、冬馬の身体のことを知らない由花は、

「冬馬さん、どうしちゃったの!?」

　どうしていいのかわからず、傘を落としておろおろしていた。

「なんでもないよ。ちょっと雪で足が滑っただけだから……」

　息を切らしながら、涙ぐんでいる由花に笑いかけようとすると、

「そのお兄さんね、絶対に治らない病気にかかってるんだ。もうすぐ死んじゃうんだよ」

　嘲ちよう笑しようめいた少年の声が、どこからともなく聞こえてきた。

「この声は──」

　聞き覚えのある声に、冬馬は目を見開いた。深雪と由花もあたりを見回している。

「あそこ！」

　由花が公園の中を指さした。

　公園の真ん中あたりに少年がいた。彼の周囲をいくつもの光が飛び交っている。

　目を凝こらした冬馬は、飛び交っている光が蝶ちようであることに気づいた。

　蝶たちが放つ朧おぼろげな虹にじ色の光によって、少年の金きん褐かつ色しよくの髪と瞳ひとみ、そして雪が、幻想的に闇やみ夜よの中に浮かびあがっている。

　触れたら壊こわれてしまいそうな、美しくも儚はかない光景だった。

「久しぶりだね、お兄さん。なにはともあれメリークリスマス！」

　少年が手を叩たたくと、光の蝶が周囲に飛び広がり、冬馬たちも蝶に取り囲まれた。

　飛び交う蝶を呆ぼう然ぜんと見つめていると、由花が叫ぶように少年に問いかけた。

「冬馬さんがもうすぐ死んじゃうって、どういうことなの!?」

「そのお兄さんはね、闘たたかう度に命を削られる指輪をはめてるんだ。君を助けようとした時に、その指輪を使って命を削ったんだよ。それで治らない病気にかかったんだ」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべた少年の答えに、由ゆ花かが青ざめた。

「冬とう馬まさん……それ、本当なの……？」

「本当だよ。お兄さんが病気になったのは、元を正せば君のせいかな」

「やめろ！」

　怒鳴りつけると、少年は我関せずといった顔をした。

「冬馬さん……あたしのせいで病気になっちゃったの？」

　両手で口を覆おおってしゃがみ込むと、由ゆ花かはわーっと泣き出してしまった。

「違うのよ、由花ちゃん。あなたのせいじゃないの」

　冬馬から離れた深み雪ゆきが由花を抱き締しめ、「あなたのせいじゃないのよ」と繰くり返した。が、由花は泣きやまない。

「なんてことを……」

　握った手がわなないた。

　由花は、自らの力で育ての親を死なせてしまった経験を持つ。そのため、自分のせいで誰だれかが傷つくということを極度に哀かなしみ、また恐れている。

　そんな由花の心の傷に、少年は塩を擦すり込むような真似まねをしたのだ。

　たぎるような怒りを覚えて睨にらみつけると、少年は悪びれた様子もなく肩を竦すくめた。

「ダメだよ、お兄さん。今日はクリスマス……世界中が愛に包まれる聖なる夜なんだから。そんなに恐い顔してたら、サンタさんがきてくれないよ？」

　少年が腹を抱えて笑った。

「……なにがそんなにおかしいんだ？」

「自分の台詞せりふがおかしくって」

「俺おれはちっともおかしくないぞ」

　くぐもった声で言い、庇かばうように深雪と泣きじゃくる由花の前に立つと、

「そう。それは残念」

　蝶ちようの一匹がふわりと冬馬の肩に止まった。

「……？」

　眉まゆ根ねを寄せた刹せつ那な、鈍く小さな破裂音が肩で起こった。

　冬馬はつんのめって片かた膝ひざをつき、深雪が短い悲鳴をあげた。

　蝶が爆ばく発はつしたのだと理解するのに、二秒を要した。

　肩の傷を押さえ、呻うめく。傷の範はん囲いは小さいが、肉が吹き飛んでいた。

──変身しないと……！

　痛みに耐えつつ思う冬馬だったが、それよりも早く、

「平和なクリスマスなんて、お兄さんには似合わないよ。そうやって苦痛に顔を歪ゆがめて血を流しているのがお似合いなんだ！」

　瞳ひとみに暗い炎を揺らし、少年が言った。すると蝶ちようが冬とう馬まの身体からだのあちこちに止まり、連れん鎖さ的に爆ばく発はつした。

「ぐああああっ！」

　絶叫と一緒に飛び散った鮮せん血けつが、雪の上に赤い染みを作った。




　縁ゆかりからすれば、クリスマスなんて一年でもっともバカげた日でしかなかった。

　仲睦むつまじい恋人たちにも、ケーキを囲んで団だん欒らんを楽しむ家族にも、吐き気がする。

　恋も愛も、幻だ。思い込みの産物でしかない。

　そんな幻に誰だれもが酔っているのだから、クリスマスなんてバカげている。

　人と人が寄り添い合うのは、互いを利用し合うためだ。

　都合がいいから群れているだけなのだというのに、人は愛という言葉を建たて前まえに使おうとする。

　人を利用しようとする汚い心を、愛という聞こえのいい言葉で飾っているのだ。

　目の前で倒れている月つき森もり冬馬という青年もそうだ。

　女を側そばに置き、看病をさせている。利用しているだけではないか。

　深み雪ゆきという女も同じだ。男の世話をし、感かん謝しやされることで自己満足を得ているにすぎない。

「くだらない……」

　雪を踏み鳴らして、縁は呻うめいている冬馬に近づいた。

　服はボロボロになり、十数カ所の傷口からは、『久く遠おんの月つき』の治ち癒ゆ効果の現れである白い煙が昇っている。傷の数は多いが、深いものではないから、じきに治ってしまうだろう。

「冬馬さん！」

　由ゆ花かを抱いたまま、深雪が叫んだ。由花は涙に濡ぬれた目を大きくして震ふるえていた。

「動かない方がいいよ、お姉さん。その蝶は触れると爆発するようにできてるから」

　忠告した縁だが、深雪は構わず動こうとした。それを「動いちゃダメだ！」と冬馬が制すると、深雪は唇くちびるを嚙かんで頷うなずいた。

「なんだ。僕ぼくが忠告しても止まらなかったくせに、そのお兄さんの言うことは聞くんだ。それって凄すごくムカツクな」

　深雪に向けて縁が手を伸ばすと、足首を冬馬がつかんだ。

「深雪さんと由花は……傷つけさせない」

　歯をくいしばるようにして言い、冬馬は縁のことを上目遣いに睨にらんだ。

「なんで僕のことをそんな目で見るんだよ。なんかどんどんムカついてきたな」

　傲ごう然ぜんと言うと、縁は軽く手を振った。

　磁石の同極が弾はじき合うように、冬馬の手が縁の足首から離れた。触れずして物体を動かす念動の術だ。さらに念動の術は冬馬の身体からだを音もなく宙に浮かせた。

「な──!?」

　瞬またたく間に冬とう馬まは地上から十メートル以上も離された。頭は地上に向いている。

　ポタポタと落ちてきた血の雫しずくが、縁ゆかりの頰ほおを濡らした。

──こいつを利用して石碑を壊こわすつもりだったけど、まあいいや。石碑を壊せる奴やつは、他ほかにもいるだろうからね。

　月つき森もり冬馬という青年は、縁の最も嫌きらいなタイプの人間だった。それだけに嬲なぶってやるのは楽しいのだが、面と向かっているうちに、殺してやりたいという衝しよう動どうが強くなってきた。

「さも幸せですって顔して、ヘラヘラしてるお兄さんが悪いんだよ」

　残虐な笑みを滲にじませ、縁は人差し指をくいっと下に向けた。

「潰つぶれて死んじゃえ」

　放たれた矢のように、冬馬は真っすぐに落下した。

「いやああああっ！」

　深み雪ゆきの悲鳴が響ひびき渡る。

『久く遠おんの月つき』を使って変身しようとした冬馬だが、間に合わない。

　雪に覆おおわれたアスファルトに頭が突き刺さろうという瞬しゆん間かん、人影が疾風はやてのように飛び込んできて冬馬を抱き止めた。

　突如現れた人影に、縁は目を見張った。




　眩まばゆい黄金の体毛が、目を釘くぎづけにした。

　冬馬と深雪は、すっかりまばたきを忘れてしまった。由ゆ花かは人影が飛び込んでくる直前に卒倒している。

「え、あ……え？」

　抱き止めてくれたその人物の姿に、冬馬はまばたきを忘れただけでなく、口を金魚のようにパクパクさせた。無理もない。冬馬を受け止めたのは、黄おお金ごん狼おおかみラグナウルフだったのだから。

「その人、お義父とうさまの匂においがします」

　黄金の人じん狼ろうをじっと見つめながら、深雪が言った。

　深雪の声にハッとなった冬馬は、慌てて嗅きゆう覚かくを働かせ、深雪の言ったことが本当であることを自分の鼻で確認した。

「お、親父おやじ!?」

「気づくのが遅すぎる。それでも息子か」

　問答無用で後ろに放り投げられ、冬馬はしたたかに腰を打った。薄うすく積もった雪では、たいしたクッションにならない。

「な、なにも放り投げなくたっていいのに……」

　涙目で腰をさすると、

「深雪さんか由花ちゃんならともかく、息子なんぞ抱いていても、なにも面白いことはないからな」

　振り返り、相そう馬まは口の端を歪ゆがめた。変身していなかったら、意地悪な笑み、といった表情になっていただろう。

「……間違いなく親父おやじだ」

　冬とう馬まが口をへの字に曲げると、相馬はフッと声に出して笑い、少年に向き直った。

　冬馬も少年を見る。少年はこめかみをピクピクと震ふるわせてこちらを見返していた。

「君が何者かは知らないが、敵であるなら倒させてもらうぞ」

「無粋なおじさんだね。僕ぼくはやろうとしてることを邪じや魔まされるのがすごく嫌きらいなんだ。かなりムカついたよ」

　ペッ、と少年はツバを吐き捨てた。綺き麗れいな顔に似合わない仕草だ。

「なにかあるとすぐにムカついたと言うのは、最近の若者の悪あく癖へきだな」

「余裕ぶってるつもり？　どうやって変身能力を取り戻したのかは知らないけど、それで僕をどうにかできると思ったら、大間違いだよ」

　コロッと笑顔になった少年は、身を屈かがめてポンと軽く地面を叩たたいた。すると雪に覆おおわれた地面が水面のように揺らぎ、なにか黒く大きなものが地中から迫せりあがってきた。

「蟷かま螂きり……？」

　少年を背に乗せる形で現れたのは、巨大な蟷螂だった。それも単なる巨大蟷螂ではなく、全体が蟹かにのような甲こう殻かくで覆われていた。甲かつ冑ちゆうを思わせる甲殻は黒光りし、前脚の鎌かまは鋭えい利りな刀のように剣けん吞のんな光を放っていた。

「受け取ってよ。僕からのささやかなクリスマスプレゼント」

　少年が蟷螂の背中を蹴けって宙に躍おどると、続いて蟷螂も羽を広げた。

　尻しり餅もちをついたままだった冬馬は、身構えようと大急ぎで立ったのだが、

「ぐっ……」

　ズキンと全身の傷が痛み、片かた膝ひざをついてしまった。『久く遠おんの月つき』が働いているとはいえ、完治にはまだ少しかかりそうだ。

「私に任せろ」

　冬馬を手で制し、相馬が前に踏み出すと、蟷螂の甲冑のような甲殻がバチバチと青白い火花を放ち始めた。雷光だ。

　少年は、蟷螂の上空で傲ごう然ぜんと腕組みしている。自ら攻めるつもりはないらしい。

　対する相馬は、身構えもせずに自然に立っている。

　闘とう気きはまるで感じないのだが、言い知れない威圧感があった。

──親父が闘たたかうのを見るのって、よく考えたら初めてなんだよな。

　汗が頰ほおを伝い、冬馬は手の甲でその汗を拭ぬぐった。

　十二年前、御み堂どう巽たつみとの一件で母が亡くなった時でさえ、父が闘っている姿は目もく撃げきしていない。

　父から感じる威圧感とあたりに張り詰めた緊張感が、冬とう馬まの喉のどをゴクリと鳴らした。

　その音が合図であったかのように、睨にらみ合いに終止符が打たれた。

　まず蟷かま螂きりが左の鎌かまを振りかぶり、次に相そう馬まが地を蹴けった。刹せつ那な、バギッ、と硬い物が砕ける音がした。

　空間転移と見み紛まごうような速さで蟷螂の背中の上に移動した相馬が、腕を絡めて蟷螂の左の前脚をもぎ取った音だった。

　変身していない冬馬に、相馬の動きは全く見えなかった。深み雪ゆきも目をパチパチさせている。

──ラ、ラグナウルフって、こんなに速かったんだ……。

　生まれて初めて目まの当たりにしたラグナウルフの力に、冬馬は思わず感嘆した。

　自分がそのラグナウルフであることを忘れて感嘆しているのだから、間抜けといえば間抜けな話である。しかも速さや腕力だけでいえば、陣じん内ないとの闘たたかいで力を増した冬馬の方が、相馬よりも上なのだ。

　前脚をもがれた蟷螂が、悲鳴を発した。耳を塞ふさぎたくなるような大きさと甲高さだった。

「その声は近所迷惑だな」

　蟷螂の背中に乗ったまま、相馬は片手で蟷螂の頭部を鷲わしづかみにした。

　炎が蟷螂を包む。静しず華かが操るような真っ赤な炎ではない。眩まばゆい黄金の炎だ。

　炎は瞬またたく間に蟷螂を焼き尽くした。灰も残らなかった。唯一残ったのは、相馬の小こ脇わきに抱えられたままのもがれた前脚だけだ。

「せっかくのプレゼントだが、返させてもらうよ。生あい憎にく、これしか残ってないがね」

　少年を仰いで、相馬が蟷螂の前脚を投げ捨てた。

「やるじゃない、おじさん。あの蟷螂は、香か沙ざ薙なぎさんの妖よう魔まに負けないぐらいの力はあったんだけどね……こういうのを腐っても鯛たいって言うのかな？」

　激げつ[image: 昂]こうするかと思われた少年だが、余裕の笑みは消えなかった。

「けどね、プレゼントを突き返すっていうのは、失礼なことだと思うよ！」

　少年がパチンと指を鳴らすと、相馬の周囲の地面が水面のように揺らぎ、地中から先と同じ蟷螂が現れた。数は四匹。相馬は四方を囲まれた。蟷螂たちの甲こう殻かくは、現れた瞬しゆん間かんから既に雷光に覆おおわれている。

　囲まれたにもかかわらず、相馬は指であごの下をさするという余裕の態度を取っていた。

「やれ！」

　少年の号令に応こたえるように、蟷螂たちが頭部をもたげて甲高く鳴いた。

　甲殻を覆っていた雷光が瞬時に何倍にも膨ふくれあがり、中央の相馬を吞のみ込んだ。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　轟ごう音おんと雷光の眩まぶしさに、冬馬も深雪も悲鳴をあげた。冬馬は腕で目元を覆い、深雪はうつむいてきつく目をつむった。由ゆ花かを抱いているため手で目を覆えないのだ。

　音と光がやむのを待って腕を下ろした冬とう馬まは、予想外の光景を見た。

　攻こう撃げきを仕掛けた四匹の蟷かま螂きりが倒れ、仕掛けられた相そう馬まが何事もなかったかのように立っていた。蟷螂たちを覆おおっていた雷光は消え、甲こう殻かくからは白い煙が昇っている。

　一体、父はなにをしたというのか。その疑問を解いてくれたのは少年だった。

「攻こう撃げきを跳ね返すなんて……！」

　少年から笑みが消え、こめかみがまた痙けい攣れんし始めた。

「やはりプレゼントは受け取れんよ。クリスマスプレゼントは、普通、大人から子供へ贈おくるものだからな」

　相馬が腕を払うと、黄金の炎が蟷螂たちを包み、消滅させた。

「蟲むしを倒したぐらいで、いい気になるな！」

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうの少年の周囲に、火球が浮かびあがった。二十個を超えているだろうその火球群を、少年は相馬に降り注がせる。

　避よける素そ振ぶりすらみせず、相馬は火球群をまともに喰くらった。

　熱波が薄うすく積もっていた雪を瞬しゆん時じに蒸発させ、熱い蒸気が立ち込めた。

　あたりはまるでサウナのようになり、湿った前髪が額ひたいに張りついた冬馬は、不快感に顔を歪ゆがめた。
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　多量の蒸気が視界を覆おおう中、炎に包まれた相そう馬まが、少年に向かって片腕を突き出す姿が見えた。

　相馬を包んでいた真っ赤な炎が逆巻いて、黄金の炎に変わった。黄金の炎は、無数の火球となって少年に向かった。

　蟷かま螂きりの雷光を喰くらった時と同じように、相手の攻こう撃げきを跳ね返したのだ。

　黄金の火球群が、少年を捉えて炸さく裂れつする。

　爆ばく音おんは凄すさまじかったが、熱波が押し寄せてくることはなかった。

　相馬の炎は、蟷螂を焼き尽くした時もそうだったが、目標以外には被害を与えないよう調節されていた。熟練の戦士にのみ可能な技だ。攻撃を跳ね返すというのも恐ろしく獣じゆう気きのコントロールが難しい技のはずだ。冬とう馬まには真似まねできない。

「これが親父おやじの実力なんだ……本能任せで闘たたかってる俺おれとは、全然違う……」

　力では冬馬が上だが、戦士としての技量は相馬の方が遥はるかに上だった。

　感心していると、横殴りの突風が吹いた。自然の風ではない。

　あたりに立ち込めていた蒸気が残らず吹き消され、少年の姿が露あらわになった。

「──！」

「きゃっ！」

　少年の姿に冬馬は息を吞のみ、深み雪ゆきは短い悲鳴をあげた。

　目を覆いたくなるほどに、少年の姿は無残だった。

　剝むき出しになった上半身は指先から顔面まで焼けていた。身体からだの半分は赤く焼けただれ、もう半分は黒焦げになっている。

　歯を剝き出しにすると、少年はゆっくりと降りてきた。

　笑ったのか、あるいは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうなのか。顔が焼けただれているので区別がつかない。

「酷ひどいよね、おじさんは。母さんを殺して、父さんを狂わせて……僕ぼくにまでこんなケガをさせてさ……」

　焼けただれた首をさすりながら、少年が言った。

「母さんを殺して、父さんを狂わせた……？」

　少年の言った意味がわからず、怪け訝げんな顔をした冬馬だが、

「──まさか!?」

　すぐに二人の人物の名が浮かび、表情を強こわばらせた。

　咄とつ嗟さに父の様子を窺うかがう。冬馬の位置からでは背中しか見えないのだが、それでも父が絶句していることは雰囲気でわかった。

「僕の名前を教えてあげるよ。僕はね、御み堂どう縁ゆかりっていうんだ。母さんの名前は柳やなぎ奈な津つ美み……父さんは──」

「御堂巽たつみ……」

　表情を強こわばらせたまま、冬とう馬まがその名を口にすると、御み堂どう縁ゆかりはまた歯を剝むいた。笑ったのだと、今度ははっきりわかった。

「御堂巽たつみに、子供がいた……？」

　初耳だ。しかも母親は、三十年前に相そう馬まが変身による破は壊かい衝しよう動どうを抑えきれずに殺あやめてしまった女性──柳やなぎ奈な津つ美みだという。

「変です」

　深み雪ゆきが言った。

「奈津美さんが亡くなる前にあの子を産んでいたのなら、あの子はわたしや冬馬さんよりも年上のはずです。なのに……」

　縁の外見は、どう見ても十四、五歳にしか見えない。深雪が口にした疑問は、そのまま冬馬の疑問でもあった。

「バカな！　巽と奈津美さんの間に、子供はいなかった！」

　頭を振って相馬が叫ぶ。

「いたんだよ。産まれてはいなかったけどね」

「いたけど、産まれてなかった……？」

「引きずり出されたんだよ。母さんの死体から。腹を裂いてね」

　衝しよう撃げき的な台詞せりふを、縁はサラッと言った。

「教えてあげるよ。僕ぼくがどうやって産まれたのかを──」

　縁の口から、彼自身の凄せい惨ざんな生い立ちが語られ始めた。




　御堂巽は、妖よう術じゆつの大家である御堂家の嫡子であり、相馬の従姉いとこであった柳奈津美もまた、術者の家系に生まれた娘だった。

　三十年前、奈津美は巽の子を身ごもったが、それを巽や周囲の者に告げる前に彼女は死に、遺い体たいは『院いん』に回収された。

「母さんが妊娠していることは、誰だれも知らないはずだった。けど、一人だけ知ってた男がいたんだ」

　いかなる手段を用いたのか、その男は奈津美が巽の子を宿していることを知っていた。その子に類たぐい稀まれな妖術の才能があるだろうということも。

「『長おさ』だよ」

　縁の言葉に、相馬と深雪が息を吞のむ気配が伝わってきた。冬馬も驚おどろきはしたが、『長』が絡んでいるだろうとはなんとなく思っていたので、驚きの度合いは小さかった。

「『長』は、母さんの腹を裂いて、子宮から僕を取り出したんだ。母胎が死んでから時間が経たってたっていうのに、僕はまだ生きてたんだって。なんでも光の膜みたいなものに包まれてて、それのおかげで生き延びてたらしいけど……」

　腹を裂いた、のあたりで、深み雪ゆきが吐き気をこらえるように口元を覆おおった。

　女性である深雪には、縁ゆかりの話が、男の冬とう馬まよりもより残酷に聞こえるのだろう。

「胎児だった僕ぼくを、『長おさ』は香か沙ざ薙なぎさんや陣じん内ないさんと同じように『鏡かがみ』に封印した。解き放たれたのは四年前だよ。陣内さんの少し後、って感じかな？」

「……四年前って……」

「そう。胎児のまま、二十六年間もずっと『鏡』に封じられてたんだ」

　冬馬と深雪は顔を見合わせ、それから揃そろって縁を凝ぎよう視しした。

　わずか四年で、この少年はここまで成長したというのか。外見と年ねん齢れいがさっきとは逆の意味で合わないではないか。

「そんなじっと見つめなくたっていいのに……ああ、そうか。僕の見た目が、三十歳でも四歳でもないのが気になるんだ？」

　くすっと笑う縁。あれだけの大火傷やけどを負いながら、彼は平然としている。

　少年が不気味な存在に感じられ、冬馬は顔をしかめた。

「四年前に、僕を『鏡』から解き放った『長』はね、僕にある術を施したんだ」

「ある術？」

「不老不死の術……僕がたった四年でここまで成長したのは、その術の影えい響きようなんだ」

「不老不死……？」

　眉まゆをひそめて、冬馬は反はん芻すうした。

「『長』が、大昔から躍やつ起きになって完成させようとしてきた術だよ。結局、完成はしなかったけどね」

　つまり、完成もしていない術を縁に施したということになる。いうなれば、縁は実験台ということか。

「不完全な術だったから、当然、僕が不老不死になることはなかったけど、その代わり、僕は急激な成長とは別に、ある能力を身につけたんだ。能力っていうよりは体質かな？」

　見せてあげるよ、と言った刹せつ那な、驚おどろくべきことが縁の身に起こった。

　全身に負っていた酷ひどい火傷が、ものの三秒もしないうちに治ったのだ。

　焦げた肉が鮮あざやかな紅色を取り戻し、新しい皮ひ膚ふがその肉を覆った。

　火傷の跡など微み塵じんも見られない綺き麗れいな身体からだになった縁は、ぐーっと伸びをした。

「これが僕が身につけた特異体質……自分の意志でコントロールできるから、やっぱり能力っていった方がいいのかな？」

　冬馬は呆ぼう然ぜんとなった。深雪と相馬も絶句していた。

　人じん狼ろう族も、個人差はあれ高い回復力を持っている。だが縁の回復力は次元が違った。『久く遠おんの月つき』の治ち癒ゆ効果も遠く及ばない。

　驚きを通り越して戦せん慄りつすら感じる。

「話を戻そうか。『鏡かがみ』から解き放たれて、出来損ないの不老不死の術を施された僕ぼくは、『院いん』の結界区域で育てられたんだ。その子と同じようにね」

　縁ゆかりの視線が、深み雪ゆきに抱かれている由ゆ花かに向けられた。

　金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみを凝ぎよう視しした冬とう馬まは、縁の瞳がまるで笑っていないことに気づいた。表情は笑っているというのに。

　由花を見つめる縁の瞳には、様々な感情が渦うず巻いていた。憎悪、憧どう憬けい、嫉しつ妬と──。

──由花だけじゃない。俺おれや深雪さんに対しても、あの子は同じ瞳を向けていた。

　内心で言っていると、それまで黙だまり込んでいた相そう馬まが口を開いた。

「君が冬馬を狙ねらった目的は……親の復ふく讐しゆうなのか……？」

「復讐？」

　縁の顔から嘲ちよう笑しようが薄うすれ、代わりに苛いら立だちが滲にじんだ。こめかみは痙けい攣れんしている。

「どうして僕が復讐なんかしなくちゃいけないのさ！　僕をちゃんと産みもしないで死んだ母親や、僕が産まれたことも知らなかったような父親の仇かたきを討とうなんて、思うわけないじゃないか！」

　言葉の後半で、縁の苛立ちはあからさまな怒りに変わった。感情の起伏が相当に激しい少年だ。

「僕が許せないのはね、僕を物扱いした『あの男』と、愛情ごっこをやって喜んでる、あんたらみたいな人間だけなんだよ！」

　縁が叫ぶと、相馬を取り囲むように無数の光る蝶ちようが現れた。

　蝶たちは現れるや否や爆ばく発はつし、閃せん光こうと雪煙が相馬を吞のみ込んだ。

「親父おやじ！」

　駆け寄ろうとした冬馬だが、爆風に吹っ飛ばされてしまい、背中から街がい路ろ樹じゆに叩たたきつけられてしまった。

　深雪は由花に覆おおいかぶさって、爆風に耐えていた。

　背中を強打した冬馬は、身体からだの痺しびれに抗あらがいながらもなんとか顔をあげ、絶句した。

　縁が相馬の懐ふところに飛び込んでいた。しかも縁の右手が、指の根元まで相馬の左胸に喰くい込んでいるではないか。

「死ななかったら、拍はく手しゆ喝かつ[image: 采]さい！」

　縁が笑みを閃ひらめかせると、相馬の全身から漆しつ黒こくの雷光が迸ほとばしった。突き刺した指から、体内に直接流し込まれたのだ。

　相馬が絶叫をあげたが、雷光の音量が大きすぎて冬馬の耳には聞こえなかった。

　縁が指を引き抜くと雷光はやみ、相馬は前のめりに倒れた。

「ふふっ。身体の中を直接攻められたんじゃあ、さすがに跳ね返せないみたいだね」

　うつ伏せになった相馬の脇わき腹ばらを、縁が笑いながら踏みつけた。

　無邪気さと残酷さが混ざった縁ゆかりの笑顔は、蟻ありを踏み潰つぶして遊ぶ子供を連想させた。

　相そう馬まは呻うめきを漏らしはしたが、それだけだった。

　立ちあがって助けに向かおうとした冬とう馬まだが、足と腰に力が入らなかった。

「ねえ。家族とか恋人とかを傷つけられたり殺されるのって、お兄さんにとっては凄すごく嫌いやなことなんだよね？」

　相馬を踏みにじりながら、縁。

「そんなの、当たり前です！」

　縁の問いに答えたのは、冬馬ではなく深み雪ゆきだった。身を起こし、深雪は縁を真っすぐに睨にらんでいた。由ゆ花かは気を失ったまま雪の上に倒れている。

「やめるんだ、深雪さん！」

　冬馬は叫んだ。

　縁は、陣じん内ない甲こう牙がとは違った意味で攻こう撃げき性が強い。刺激してはいけないタイプだ。

　だが、深雪は聞き入れなかった。

「あなたにだって、大切な人はいるでしょう!?　もしその人が傷つけられて──」

　髪を振り乱すようにして叫んだ深雪だが、最後まで言い切ることはできなかった。

　空間転移で肉にく薄はくしてきた縁に、髪をつかまれて口を塞ふさがれてしまったのだ。

　深雪は目を剝むき、冬馬は心臓が凍るような恐怖を覚えた。

「大切な人なんて僕ぼくにはいないし、作るつもりもないんだ。いくらお姉さんがお説教したって、無む駄だだよ」

　傲ごう然ぜんと言い放つと、縁は深雪の髪をぐいっと引っ張って彼女を引きずり倒した。

　冬馬は右の手首をつかんだ。薬指の『久く遠おんの月つき』が淡い虹にじ色の輝かがやきを放つ。

「動くな！」

　鋭い声で制され、冬馬はぐっと唸うなった。『久遠の月』から輝きが失せる。

「動くと、このお姉さんの頭を吹き飛ばすからね！」

　片手で髪をつかんだまま、縁はもう片方の手で深雪の顔を鷲わしづかみにした。

　深雪の顔を地面に擦こすりつけ、縁はニコニコと無邪気に笑っている。

　深雪の白い頰ほおが、擦すり切れて真っ赤になってゆく。だが深雪は、歯をくいしばって苦く悶もんの声を漏らさぬようこらえていた。

「お兄さんは、このお姉さんのことが好きなんだよね？」

　また深雪の髪を強く引っ張り、無理やり上体を起こさせて縁が訊きいてきた。

「……」

「訊かれたことには答えなよ!?」

　縁の手が、今度は深雪の喉のどをつかんだ。

「好きなんだよね？　大切なんだよね？」

「……ああ」

　無理やり立ちあがって冬とう馬まが頷うなずくと、縁ゆかりはさもおかしそうに肩を震ふるわせた。

「じゃあ、このお姉さんは借りていくから。返すかどうかはわかんないけどね」

「待て──！」

　制止空むなしく、縁は空間転移で姿を消した。

　深み雪ゆきとともに──。

　由ゆ花かの傍らに両りよう膝ひざをつくと、冬馬はうなだれて「くそっ」と呟つぶやいた。

　雪の白さまでが腹立たしく思えた。













　　　　第二章　聖夜（Ⅱ）







　ただ闇やみだけがどこまでも広がる空間の中に、男の呻うめきが響ひびいていた。

　喉のどを押さえ、彼は苦く悶もんしている。

　精巧な彫像や絵画を思わせる彼の美び貌ぼうは、この時、見る影を失くしていた。

　鮮あざやかな真紅の髪は真っ白になり、瞳ひとみは白はく濁だくしている。処女雪のような肌はだは、まるで枯れ木のように艶つやと水気を失くしていた。

「燐りん……燐……」

　呻うめきながら、彼はしわがれた声で常に側そばに控えているはずの少女を呼んだ。

「はい。桜さくら様」

　音もなく、一人の娘が傍らに現れた。白髪に褐かつ色しよくの肌をしていて、瞳は蒼あお。あどけなさを残してはいるが美しい娘だ。

「愛しい燐よ。余を……余を抱いてくれ……」

　燐と呼ばれた娘は、頷うなずくと、その場に腰を下ろして桜の頭を優しく胸に抱いた。

　燐りんの胸に顔を埋うずめ、桜さくらは熱病に冒されたかのように震ふるえた。たまらなく寒いというのに、胸と喉のどが焼けるように熱い。

　老化という名の、発作だ。

　五百年を超える長い時を生きたことで、桜の肉体は老いた。

　秘術によって外見上の若さを保ってはいるが、魔ま力りよくが乱れ、老いが露あらわになってしまうことがある。発作のようなものだ。その回数は確実に増えてきていた。

　燐の胸に抱かれているうちに苦痛は徐々にやわらいでゆき、震えは治まった。

　苦痛がやむと、桜の髪や瞳ひとみ、肌はだは本来の美しさを取り戻した。

　女性のようにしなやかな手を眺ながめ、桜は燐に問いかけた。

「燐よ。余は美しいか？」

「はい」

　燐の返答に満足した桜は、微笑して燐の頰ほおを撫なでた。

　いつもならば燐は黙だまって目を閉じ、桜の手に頰を寄せるのだが、今は違った。

「報告しなければならないことがあります」

　目を閉じることなく燐が言った。桜の端正な眉まゆがしかめられる。

　燐は、桜が立ち入りを禁じている《蘭らんの封ふう界かい》に縁ゆかりが侵入したこと、月つき森もり相そう馬まが《悠ゆう久きゆうの室むろ》で変身能力を取り戻したことを報告した。

「縁は月森冬とう馬まを襲おそい、女を攫さらいました」

「女を盾に、月森冬馬に石碑を破は壊かいさせるつもりか……知恵のないあの子供の考えそうなことよ」

　嘲ちよう笑しようしながらも、桜は臍ほぞを嚙かんでいた。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいや陣じん内ない甲こう牙がに力を貸すことはあっても、自ら挑いどんでくる気概など縁にあるはずがないと踏んでいたのだが、甘かった。

「また、月森静しず馬まが橘たちばな春はる海みを伴い、香沙薙の里の跡地に赴きました」

「ほう。思いもよらぬことをする」

　桜は目を鋭するどくした。

　香沙薙の里の跡地には、ある物が隠されている。それは桜にとって好ましくない物であり、忌ま忌ましいことに手出しができないときている。

　月森静馬一人でそれを見つけることはできないだろうが、妖よう術じゆつ士が一緒であるというのなら話は別だ。

「彼らの処遇、いかがいたしましょう？　私が始末を──」

　燐の頰に触れる手を、滑るように襟えり足あしへと移し、桜はかすかに首を振った。

　不要物として捨てた縁だが、妖術士としての力は実父である御み堂どう巽たつみにも匹ひつ敵てきする。いかに燐でも無傷で勝つことはできないだろう。

　縁ゆかりのような失敗作に、寵ちよう愛あいしている燐りんを傷つけられるのは面白くない。

「では……」

「卑ひ龍りゆうを造る」

「卑龍を？」

　無気質な燐の蒼あおい瞳ひとみが、軽く見張られた。

「そうだ。《蘭らんの封ふう界かい》と香か沙ざ薙なぎの里に卑龍を放つ」

　縁の始末を燐に任せることは望ましくないが、かといって獣じゆう聖せいを差し向けても返り討ちに遭う可能性が高い。

　卑龍ならば、縁にしろ月つき森もり静しず馬まにしろ、十二分に葬れる。

「縁が月森冬とう馬まを《蘭の封界》に招き入れるようであれば、余も自ら赴こう。彼か奴やつに眠る力、この目で見てみたい」

　月森冬馬には計り知れない力が眠っていると、以前、燐が桜さくらに告げたことがある。

　その力は、桜が香沙薙桂けいに求めている力にも匹ひつ敵てきするほどに強大であるという。

「卑龍ならば、ちょうどいい嚙かませ犬になる」

　燐は頷うなずき、桜の傍らから消えた。卑龍を造るために必要な材料を調達しに行ったのだ。

　一人残った桜は、自身の掌てのひらに視線を落とした。白くしなやかな指には、発作が治まって間もないというのに、幾筋かの深い皺しわが生じていた。

「……老いも死も、余は決して受け入れぬぞ……」

　静かに怒気を漂わせながら、桜は独白した。




　卑龍を造るためには、二つの物が必要になる。うち一つは桜が所持しているのだが、もう一つは調達する必要があった。

　その調達を手伝わされた男がいた。

　量の多い長髪をホウキさながらに束ねた瘦やせぎすの男──響ひびき忍しのぶだ。

　暗い密室であるにもかかわらず、響はサングラスを外していない。

『院いん』本山の地下深くに位置する石室である。

　自然石を積みあげて造られており、日差しが入り込むことはない。壁かべや床に術が施されていて、人が入ると仄ほのかに発光するようになってはいるが、明るさは三日月の夜と大差ない。

　調達した材料をこの石室へと運び込み、響と燐は『長おさ』を待っていた。

　材料は、八つ。足元に転がるそれらを、響は苦笑しながら眺ながめていた。

　それらはいずれも、『院』に所属する獣人であった。

　獣人たちは皆、真っ黒な布のような物で全身を包まれ、横一列に並んでいた。さながら黒い繭まゆだ。

　黒い布は、響が闇やみを物質化した物である。堕だ落らく纏てんと名づけられたこの布は、包んだ者の魔ま力りよくや獣じゆう気きを強制的に封じ込める。つまり、一度包まれてしまうと脱出は不可能という代しろ物ものだ。

「やっぱり顔見知りに手ぇ出すっちゅうのは、胸が痛むなぁ」

　心にもないことを言って、響ひびきはポリポリと頰ほおを搔かいた。

　八人の獣人のうち三人は、響と同じ獣聖である。

　獣聖三人を捕らえたのは、響だ。

「急ぎ、力のある獣人を捕らえます」

　という燐りんの命令を受けた響は、彼女とともに、本山に居合わせた獣人を腕の立つ順に捕らえていった。

　いかに燐が優れた術者とはいえ、獣聖を生きたまま捕らえるのは困難だ。

　響は、顔見知りであることをいいことに堂々と近づき、不意打ちで三人の獣聖を捕らえた。さしたる苦労はなかった。

　他ほかの五人も、獣聖ではないにしろ、使い手として名のある戦士たちである。こちらは燐が捕らえた。

「しかし縦たて社会っちゅうのは、残酷なもんやなぁ。下っ端をこれっぽっちも大事にせえへん。働いてて切なくなってくるわ」

　横の燐に笑いかけた響だが、これみよがしに無視され、肩を竦すくめた。

『長おさ』の傀儡くぐつとなっているこの少女は、『長』以外の人間とは、必要最低限の会話しかしようとはしない。

「なあ、お燐ちゃん。あんたせっかく可愛かわいい顔しとんのやから、ちょっとはニコニコしとった方がええんちゃうかなぁ？」

　黙だまって『長』を待っているのも退屈なので、再度話しかけてみたのだが、

「黙りなさい」

　愛あい想そのかけらもない口調で、一刀両断にされてしまった。

　響は、今度は肩を竦めるのではなく、両手をはたはたと振った。と、黒い繭まゆを挟はさんだ反対側に待ち人──『長』が現れた。
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「ご苦労であったな、燐」

　桜さくらが小さく笑いかけると、燐は恭うやうやしく一礼した。

「なんや。労ねぎらってもらえるのは、お燐ちゃんだけかいな？」

　抗議した響だが、『長』は響のことを見ようともしなかった。

　燐にも『長』にも無視された響は、あさっての方に向かって「べーっ」と舌を出した。忠誠心のかけらもないような行為だが、『長』は見向きもしなかった。燐には睨にらまれたが。

「じょっ、冗談やがな」

　無表情で睨まれるというのはかなり怖く、響はたじろいだ。

「で、卑ひ龍りゆうってのは、どないして造るんです？」

　燐りんの視線から逃れようと、響ひびきは『長おさ』に話を振った。どうせ無視されるだろうと踏んでいたが、思いがけず返事があった。

「これを、獣じゆう人じんの心臓に埋め込むのだ」

『長』の掌てのひらの上に、白く小さなかけらが現れた。サングラスをずらし、まじまじと見てみる。

「骨……？」

「あの愚かな女のかけらよ」

　響が細い眉まゆを八の字にすると、繭まゆの一つがふわりと浮かんだ。

「来たれ」

『長』が薄うすく笑うと、繭──堕だ落らく纏てんが見えない力によって引き裂かれた。

　堕落纏に包まれていたのは、二十代後半の男だった。肌はだは浅黒く、均整の取れた身体からだつきをしている。顔立ちも彫りが深く、たくましい印象のある男だ。

　響は彼の名を知っている。緒お形がた蓮れん司じ──水を操ることを得手とするアクアウルフであり、また獣じゆう聖せい十じゆつ士しの一人でもある男だ。水の使い手としては、『院いん』では並ぶ者がいないと言われている。

　高校時代に、静しず馬まと一緒に何度か稽けい古こをつけてもらったことがある。

「くっ……」

　うなだれていた緒形が、呻うめいて顔をあげた。

「あ、あなたは……！」

　正面に『長おさ』の姿を認めるや否や、緒お形がたの顔は驚きよう愕がくに染まった。

　なにかを言おうと口を開く緒形だったが、彼の口から声が発せられることはなかった。

　緒形は目を剝むいて、「あ……あ……」と苦しげな呻うめきだけを漏らした。

　見えない力で喉のどを締しめられ、声を封じられているのだ。

　微笑した『長』の手がゆっくりと緒形の胸に伸びてゆく。指先にはあの骨のかけらがつままれていた。

　まるで水に手を入れるように、『長』の手は緒形の胸に入り込んだ。

「ぐ……ああ……っ！」

　胸の中で『長』が手を蠢しゆん動どうさせると、緒形の身体からだに異変が起きた。

　目が裂けるほどに大きく見開かれ、緒形は激しく胸を搔かきむしり始めた。

　人のものとは思えない苦く悶もんの声があがり、響ひびきはあまりのうるささに耳を塞ふさいだ。

『長』が手を引き抜くと、緒方の全身からゴキッ、ボキッ、という凄すさまじい音がした。骨格が変化し始めたのだ。獣じゆう人じんの変身とは全く異質の光景だった。

　その様を、『長』は微笑しながら、燐りんは無表情に見つめている。

　卑ひ龍りゆうというのは、どうやら香か沙ざ薙なぎ桂けいの妖よう魔まと似たようなものらしい。

　香沙薙桂の妖魔は動物を、卑龍は人間──それも獣人を変化させて生まれる。

　本来とは掛け離れた姿になってゆく緒形を、響はしかめっ面で眺ながめていた。

　しかめっ面といっても、哀れみや罪悪感を感じているわけではない。苦悶の声がうるさいだけだ。響は人じん狼ろう族に哀れみなど感じない。

　緒形の苦悶の声は、やがて人ならざるものの唸うなり声へと変わっていった。




　片手で由ゆ花かを背負い、逆の肩を相そう馬まに貸し、冬とう馬まは自宅に向かっていた。

　向かい風のおかげで雪がしつこく目に入ってきて、顔をしかめずにはいられない。

　由花は気を失ったままだが、相馬は縁ゆかりが去ったすぐ後に意識を取り戻していた。

　もっとも縁の攻こう撃げきの衝しよう撃げきは相当なものであったらしく、ぐったりしているが。

「私は大丈夫だ。肩など借りなくても歩ける」

　肩を貸すと冬馬が申し出た時、相馬はそう言ったが、

「そんな憔しよう悴すいしきった顔で大丈夫だって言われても、説得力なんかないぞ。もう歳としなんだから無理はしないでくれ」

　冬馬は父を一人では歩かせなかった。

「親を年寄り扱いするとは……嫌いやな息子になったものだ」

　多少の文句を言いはしたが、相馬はおとなしく冬馬の肩を借りた。

──今までどこにいたのか。どうして変身能力を取り戻したのか。訊きかなくちゃいけないことは山積みだけど……。

　雪は強さを増し、そのうえ風まで出てきたので吹雪ふぶきに近い状態になっている。

　二人も抱えているような状況で込み入った話はしにくい。事情の一切は家に着いてから訊きくことにして、冬とう馬まは先を急いだ。

　やがて自宅が見えてくると、冬馬は「ん？」と眉まゆ根ねを寄せた。

「玄関の前に誰だれかいる……？」

　目がまともに開けられないので詳しくはわからないが、二人いるようだ。

　立ち止まって目を凝こらしていると、相手もこちらに気づいたらしく、駆け寄ってきた。

　二人の顔がはっきりわかると、冬馬は驚おどろいた。

「鷹たか秋あきくんに真ま矢やくんじゃないか!?」

　驚いたのは、鷹秋たちも同じだった。

「どうしたってんだ、その有り様は!?」

　服はボロボロ、しかも父親と少女を抱えているという冬馬の姿に、鷹秋は面喰くらったようだった。

　真矢はキョロキョロすると、

「姉さんはどこだ!?　なんで姉さんがいないんだ!?」

　狼ろう狽ばいした様子で冬馬の胸ぐらにつかみかかってきた。返答次第では許さない。真矢はそんな目で冬馬を睨にらんでいる。なんと説明していいのかわからず黙だまっていると、

「落ち着け」

　鷹秋が真矢のコートの襟えりをつかんで、力づくで冬馬から引き離した。引き剝はがしたといった方が正確かもしれない。

「離せ！」

　襟をつかまれたまま手足をバタバタさせる真矢だったが、鷹秋が「そいつがケガ人と子供を抱えてるのが見えねえのか！」と一いつ喝かつすると、「うーっ」と唸うなりながら、しぶしぶ引き下がった。

「とりあえず話は家の中ということにしてもらえんかな。コート一枚しか羽は織おっていない身なのでね、寒さがこたえる」

　鷹秋と真矢、そして冬馬の顔を順に見て、相そう馬ま。喋しやべると痛むらしく、顔はしかめられていた。

「そうしよう。こんな所にいつまでも立ってたら、由ゆ花かが風邪かぜをひきかねない」

　そんなことになったら、静しず華かにどやされてしまう。

　ひとまず、五人は家の中に入った。




　和室に布団を敷しいて由花を寝かせた冬馬は、由花の目め尻じりに光っていた涙の粒を、起こしてしまわぬようそっと指で拭ぬぐった。

　家に入り、身体からだについた雪を払っている間も、由ゆ花かは目を覚まさなかった。

「辛つらいことを思い出させちゃったな。ゴメンな、由花」

　側そばについていながら、縁ゆかりが由花の心の傷に塩を擦すり込むような真似まねをするのを防いでやれなかったのは、歯は痒がゆい。

　が、より歯痒く、情けないのは、目の前で深み雪ゆきを攫さらわれてしまったことだ。

──真ま矢やくんに殴られる覚悟は、しておかなくちゃな。

　襖ふすまを開けると、鷹たか秋あきと真矢が並んでソファーに腰掛け、その向かいでは、相そう馬まがソファーに深くもたれるようにして目を閉じていた。

　さっきまで素す肌はだの上にコート一枚だった相馬は、冬とう馬まが貸した服に着替えていた。背格好はほぼ同じなのでサイズに不都合はなかった。もちろん冬馬も着替えている。

　相馬が目を閉じているのは、体力を回復させるためだという。瞑めい想そうによって獣じゆう気きを練り、それで治ち癒ゆ力を高めるのだそうだ。修練を積んでいない冬馬にはできないことだ。

　冬馬が隣となりに座ると、相馬の目が開いた。

　父を横目で軽く見てから、冬馬は前を向いた。鷹秋は冷静な目で、真矢は切りつけてきそうな目で、冬馬が口を開くのを待っていた。

　息を一つ吐いてから、深雪と由花の三人で出掛けてからこれまでの経けい緯いを、鷹秋と真矢に説明した。

　御み堂どう巽たつみの息子である御堂縁のこと。彼に深雪を攫われてしまったこと。

「なんで姉さんを守れなかった！」

　深雪が攫われたことを聞くや否や、真矢がテーブルを踏み越えて冬馬につかみかかってきた。

　真矢は冬馬を床に押し倒すと、胸ぐらをつかんだまま馬乗りになって、激しく揺すった。

「僕ぼくは、おまえを信じることにしてたんだぞ！　姉さんが好きになった男だから、信じようとしてたんだ！　なのに……なのになんで姉さんを守れなかった！　守ってくれなかった！」

　白い頰ほおを紅こう潮ちようさせて、真矢は激怒していた。

　返す言葉もない冬馬は、なすがままにされていた。

　真矢が拳こぶしを振りあげると、その腕を鷹秋がつかんだ。

　外の時と同じように、鷹秋は真矢の襟えりをつかんで冬馬から引き離した。よほど強い力で引っ張られたらしく、真矢は尻しり餅もちをついた。

　鷹秋の手は、次に冬馬の胸ぐらに伸びてきた。

　無理やり立たされた冬馬は、鼻っ柱に強烈なパンチをもらって吹っ飛んだ。受け身も取れずに床に倒れ込み、呻うめく。鉄で殴られたような重い一発だった。

「……っ」

　鼻血を拭ぬぐいながら上体を起こすと、鷹秋と目が合った。顔は無表情だが、彼の目には深い怒りが表れていた。

　真ま矢やに殴られることは覚悟していたが、まさか鷹たか秋あきに殴られようとは。

　思わぬ事態に冬とう馬まは呆ぼう然ぜんとなった。

　驚おどろいたのは冬馬だけではないらしく、床に尻しり餅もちをついたまま、真矢は毒気を抜かれたような顔をしていた。相そう馬まは無言で様子を見ている。

　鷹秋はなにも言わなかったが、彼の目と拳こぶしが、彼が深み雪ゆきに対してどんな気持ちを抱いていたのかを冬馬に教えてくれた。
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──そうか……鷹秋くんも、彼女のことを……。

　殴られて当然だな、と思いつつ、冬馬は鼻っ柱を押さえて立ちあがった。

「ゴチャゴチャ文句をたれるつもりはねえ。これからどうするのか、どうすりゃ深雪さんを助けられるのか、それを考えようぜ」

　言って、鷹秋はどかっとソファーに腰を下ろした。

「おまえもそれでいいよな、真矢？」

　真矢は無言で頷うなずき、鷹秋の隣となりに座った。冬馬も座り、ティッシュで鼻血を拭ふいた。

「効いただろう？」

　相馬に笑いかけられた冬馬は、血のついたティッシュを丸めながら頷いた。鷹秋の鉄てつ拳けんは、いろんな意味で痛かった。

「で、その御み堂どう巽たつみの子供ってのはどこにいやがるんだ？」

「わからない。けど、その前に──」

　鷹たか秋あきの問いに首を振って、冬とう馬まは父を見た。

「親父おやじがこの二カ月、どこでなにをしていたのか、それにどうやって変身能力を取り戻したのか、それを説明してくれ」

　冬馬の問いに、少しの間を置いてから、相そう馬まは神妙な顔で頷うなずいた。




　十二年前、宿命の敵であった御み堂どう巽たつみとの闘たたかいで、月つき森もり相馬は変身能力を失った。

　亡き妻に報いるためにも、復ふく讐しゆう者となった巽を食い止め、子供たちを守らなければと思い続けてきたが、闘う力のない相馬にできたことはなに一つなかった。

　巽を倒したのも、冬馬だ。

　巽が死んでから先、相馬は張り詰めていたものがぷっつりと切れてしまったかのように老け込んでいった。

　子供たちは大人になり、巽ももういない。

「私が生きている必要は、もうなくなったな」

　そんな風にさえ思うようになっていた。

　冬馬も変身能力を失い、闘いとは無む縁えんの日々を送ってゆけるだろうと、相馬は安心していた。

　しかし、冬馬は再び闘いに巻き込まれ、その中で変身能力を取り戻した。

「大きな力は、必ず闘いを呼ぶ。それはきっと避さけることも変えることもできない運命なんだろうって、俺おれは思う。大きな力を持つ者が生きてゆこうとすれば、一生闘い続けていかなくちゃいけない。だから俺は、妖よう術じゆつを極めたいなんて思わないんだ。大きな力なんて俺には必要ない。奈な津つ美みを幸せにしてやれるだけの力があれば、それでいいんだ」

　ずっと昔、まだ詩し織おりも奈津美も生きていた頃ころ、巽が相馬に向けて言った言葉だ。

　大きな力を持つ者は、闘いから逃れられない。闘い続けなければ生きてゆけない。

「冬馬も、闘いの運命からは逃れることができないのか？」

　黄おう金ごん狼おおかみとして生まれたばかりに、一生闘い続けていかなければならないのだろうか。

「そんなことは、あってはならない」

　冬馬には、ただの男として生きて欲しかった。平凡な幸せを手にして欲しかった。

　生きる目的を失っていた相馬は、一つの決意をした。

　この先、冬馬に降り注ぐ闘いという名の火の粉を、すべて代わりに被かぶることを。

　それには力がいる。黄金狼としての力が。

　力が決して取り戻せないものではないということは、冬馬が証明している。とはいえ、自然に力が戻るのを待っているわけにはいかない。冬馬と違い、相馬はこの十二年間で力の片へん鱗りんすら戻っていないのだから。

　相馬は、橘たちばな春はる海みの協力を得て、失われた力を取り戻す方法を探した。

　そして見つけたのだ。力を取り戻せる可能性を。

「僕ぼくがまだ修行中の身だった頃ころに先生から聞いた話で、不明な点が多いんですけど……香か久ぐ山に、古こ墳ふんに手を加えて造られた、《悠ゆう久きゆうの室むろ》って呼ばれる場所があるらしいんです」

　寝ね癖ぐせだらけの頭をゴシゴシやりながら、橘たちばなは《悠久の室》について話してくれた。

　話していいものかどうか悩んでいるような口ぶりだった。

　橘によれば、《悠久の室》の内部は異空間に通じていて、そこには死し霊りようがひしめいているという。

　肉体を失った精神がこの世に残ったもの──それが死霊だ。魂とも呼ばれる。

《悠久の室》の死霊は、訪れた者に試練を与える。

「その試練を乗り越えた者は、過去に失くした力……獣じゆう気きや魔ま力りよくを、死霊に補ってもらえるんだそうです」

　試練がいかなるものなのかも、誰だれによって造られた場所なのかも不明だったが、相そう馬まは《悠久の室》に一いち縷るの望みを抱いた。

　橘は、「そんな奇跡みたいな場所が実在するなんて、俄にわかには信じ難いですけど」と首を捻ひねっていたが、可能性が少しでもあるのならば賭かけてみる価値はある。

　藁わらにもすがるような気持ちだった。

　橘に《悠久の室》に入るための鍵かぎを入手してもらうと、相馬は香久山へ赴いた。

　耳みみ成なし山、畝うね傍び山と並ぶ大和やまと三山の一つ、香久山の山腹に、《悠久の室》への入り口はあった。

　入り口が鬱うつ蒼そうとした草木に覆おおわれていたために、発見するまでに丸一日山中をさ迷う羽目になった。

「探検隊になった気分だな」

　草木をかき分けながら、相馬はうんざりとそんな感想を漏らした。

　ようやく発見した《悠久の室》は、横穴式の石室になっており、大おお袈げ裟さな名前にもかかわらず、奥行きもなく狭かった。

　季節は晩秋であったが、石室内は異様に蒸し暑い。

「狭いうえにこうも蒸し暑いと、息苦しくなってくるな」

　滲にじむ脂汗を手の甲で拭ぬぐいながらぼやいた相馬は、石室の中央に置かれた黄土色の石せつ棺かんに手を伸ばし、表面をそっと撫なでた。

　子供が入るのがやっとだろうという小型の石棺で、蓋ふたの真ん中に小さな穴が開いている。

「これが橘くんの言っていた、鍵穴だな」

　呟つぶやくと、相馬は上着のポケットから、藍あい染ぞめの布に包まれた細長い物を取り出した。

　それは桐きりの箱で、中には炭のように黒い金属製の棒が入っていた。長さ二十センチほどと大きな物ではないのだが、その割にずしりと重い。

　橘に『院いん』の宝物殿に侵入するという危険を冒してもらってまで手に入れた、鍵だ。

　蒸し暑さによるものとは別の汗を滲にじませながら、相そう馬まは黒い金属棒を石せつ棺かんの蓋ふたに開いた穴に差し込んだ。

　すると、あたり一面に光が広がり、相馬は眩まぶしさに目を覆おおった。

　数秒後、恐る恐る目を覆っていた腕を下ろすと、景色が一変していた。

　奇怪な光景だった。

　天に太陽が浮かび、空を青く眩まぶしく輝かがやかせている。同時に遥はるか下方では、星々が静かに瞬またたいていた。

　壁かべも床も天井もなく、昼と夜が、相馬が立つ位置を境に真っ二つに分かれて存在しているのだ。

　呆ぼう然ぜんと昼と夜の境目で立ち尽くしていると、複数の声が聞こえてきた。

（来た）

（来たぞ）

（力なき者だ）

（力なき者が、力を求めて来た）

　年ねん齢れいも性別もわからない、奇妙な声だった。

「死し霊りようか！」

　叫ぶと、正面に見知った女が現れ、相馬は心臓を鷲わしづかみにされたような衝しよう撃げきを受けた。

　現れた女は、詩し織おりだった。

　詩織は死んだ時よりも若く、二十代に見えた。

──本物の詩織ではない。あれは死霊が造り出した幻、でなければ死霊そのものだ！

　心の中で相馬が叫ぶと、

「そうだ。我は、この偽りの地に縛しばられし者。おまえたちが死霊と呼ぶ者だ」

　相馬の心を読み取ったのか、詩織の姿をした死霊が胸に手を当てて言った。

　声まで詩織を真似まねており、相馬はぐっと喉のどの奥で呻うめいた。偽物とはいえ、十二年ぶりに聞く妻の声は胸を締しめつける。

「なぜ、詩織の姿をしている!?」

　相馬は死霊を糾きゆう弾だんした。誰だれかに──それも死霊に詩織の姿を真似られるなど、冗談ではない。

　詩織の顔に穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべ、死霊は言った。

「我は、おまえの心の最も深くに棲すまう者の姿を写し取っているにすぎない。こうしなければ、我は生者の前に現れることはできないのだ」

　相馬は押し黙だまった。詩織の姿をした死霊の微笑みは、声と同じように詩織そのものだった。

「死霊よ。私はここに力を得るためにやってきた。失われた力を補われるという話は、本当なのか？」

　詩し織おりの姿を写されたことへの怒りと不快感はあったが、こらえて相そう馬まは問いかけた。

「本当だ。ただし力を求める者は試練を越えねばならない。試練を越えたとしても、さらにある運命を受け入れなければならない」

「ある運命？」

「そうだ──」

　死し霊りようが語った「ある運命」は、相馬の背筋に冷たい汗をかかせた。

「──それでもおまえは、かつての力を取り戻したいと願うか？」

　相馬は迷わず頷うなずいた。「ある運命」に恐怖を感じないといえば[image: 噓]うそになるが、その運命を受け入れることで、息子を守り、妻に報いることができるのであれば、安いものだ。

「私は構わない。運命を受け入れよう。試練を受けさせてくれ」

　詩織の姿をした死霊は、そう言った相馬の目をしばらく無言で見つめていたが、やがて「良かろう」と頷いた。その目はなぜか哀かなしげだった。

「きたれ、我が同胞たち」

　詩織の姿をした死霊が片手を持ちあげる。艶つややかな長い黒髪がふわりと浮かび、数十の蒼あおい火の玉が周囲に現れた。

　そのすべてが死霊なのだと、相馬にはわかった。

　死霊は、大きさや形はどれも一緒だったが、気配や雰囲気といったものは一つ一つ違っていた。死霊から人の意志が漂ってくるのだ。

　相馬に対して怒りを覚えている死霊もいれば、相馬のことを哀れんでいる死霊もいた。様々な想おもいが相馬に向けられている。

「力がために、己を顧かえりみぬ者よ。我らをその身に受け入れよ」

　詩織の姿をした死霊が相馬をスッと指さすと、すべての蒼い火の玉が、まるでガソリンを注ぎ込まれたかのように激しく燃えあがった。

　相馬の視界は隙すき間まなく蒼い炎に染まり、相馬自身も炎に吞のまれた。

　骨のかけらどころか魂すらも残さず焼き尽くしてしまうのでは、と思える熱さに、相馬は苦く悶もんの声もあげられない。

──炎が……死霊たちが、私の中に入り込もうとしているのか！

　中、というのは単純に体内を指しているだけではない。心の中にも蒼い炎は入り込んできた。

　心と身体からだが激しく焼かれるその中で、相馬はこの《悠ゆう久きゆうの室むろ》の死霊たちの正体を理解した。

　この場所を造った男によって滅ぼされたある一族。それが死霊たちの正体だ。女もいれば子供もいる。

　百数十年前に理不尽な死を与えられた彼らは、精神を《悠久の室》に封じられた。

（憎い！）

（あの男が……狼おおかみたちが憎い！）

（生きていたかったのに！）

（なぜ、殺されなければならなかったのだ！）

（貴様はなぜ生きている！）

（狼おおかみのくせに！）

（死んでしまえ！）

（貴様も死んで我々の一部となれ！）

　数え切れない悲痛な叫びが、相そう馬まの心と身体からだを激しくかきまわした。

　それは憎悪であり、怒りであり、絶望であった。

──彼らの思念に耐えなければ……！　引き込まれ、吞のみ込まれたら終わりだ！

　嵐あらしのように渦うず巻く死し霊りようたちの思念に耐え抜くことこそが試練なのだと、相馬は悟った。

　試練に破れれば、命はない。いや、命どころか魂までも砕けてしまうに違いない。

──詩し織おり……っ！

　亡き妻を想おもうことで、相馬は思念のうねりに抗あらがった。

　出会った時の、まだ中学生だった詩織のことを。

　巽たつみと奈な津つ美みと四人で魔ま物ものと闘たたかった時のことを。

　初めてのデートで映画を観みに行った時のことを。

　花嫁衣装に身を包み、はにかむように笑っていた姿を。

　長女の名前をつける時に意見が分かれ、ケンカした時のことを。

　十二年前の永遠の別れを──。

　褪あせることなく記き憶おくに残っている思い出の一つ一つを甦よみがえらせ、抗った。

「私は冬とう馬まを守り、詩織に報いなければならないのだ！　死霊の思念などに負けはしない！」

　黄金の炎が相馬から噴ふき出し、それがあたりを満たしていた蒼あおい炎を打ち消した。

　同時に、相馬を引き込み、吞み込もうとしていた死霊たちの思念が消えた。

　相馬が試練に打ち勝った瞬しゆん間かんだった。

　気づくと、相馬はあの昼と夜が同時に存在する空間ではなく、狭い石室の中にいて、石せつ棺かんを挟はさんだ向こう側に詩織の姿をした死霊がいた。

「おまえは試練を越えた。おまえが過去に失った力、我らが補おう」

　詩織の声で死霊が言った。

　頷うなずく相馬の心には、死霊たちへの同情があった。

　彼らは理不尽な死を与えられたうえに、この世でもなければあの世でもないような空間に縛しばりつけられているのだ。

　生きることも死ぬことも許されない苦しみは、想像を絶していた。死霊たちの思念に触れ、相馬にはそれが痛いほどにわかってしまったのだ。

「もし私がこの場所を破は壊かいしたら、あなたたちは解き放たれるのか？」

　救えるのならば救ってやりたい。そう思った相そう馬まだが、死し霊りようは「無理だ」と答えた。

「我らが封じられているのは、おまえの力も届かぬ世界だ。我らが解き放たれるには、あの男が滅びねばならない」

「『長おさ』か……」

　この《悠ゆう久きゆうの室むろ》を造ったのは、『院いん』の『長』だったのだ。相馬にとっては思いがけない事実であった。

「試練を越えし者よ。ゆめゆめ忘れるな。おまえは力を得るのと引き換えに、決して避さけられぬ運命を背負ったのだということを」

　相馬が頷うなずくと、詩し織おりの姿をした死霊は、最後に微笑ほほえみとも哀かなしみともつかない表情を薄うすく浮かべ、音もなく消えた。

　石せつ棺かんから鍵かぎを引き抜いて、相馬は外に出た。

　ちょうど夜明けで、相馬は眩まぶしい朝日に包まれた。

「寒いな……」

　朝日に目を細めながら、相馬は身み震ぶるいした。息苦しくなるような蒸し暑さから一転、外はかなり冷え込んでいた。

「そういえば、橘たちばなくんは、この中は時の流れが違うと言っていたな……」

　相馬が《悠久の室》を出た時、既に外の世界では二カ月の時が経たっていた。

　入り口を振り返った相馬は、哀れな死霊たちに短い黙もく禱とうを捧げると、白い息を吐きながら下山した。




「《悠久の室》を出たのが今朝けさだ。それで東京に戻ってきた。そしてこの家に向かう途中でおまえが襲おそわれている気配を察知して駆けつけた、というわけだ」

　変身能力を取り戻した経けい緯いについて話し終えた相馬を、冬とう馬まはまじまじと見ていた。

「話は、それで全部なのか？」

　不ふ審しんに思い、冬馬は訊きいた。

「どういう意味だ？」

「いや……別にいいんだ」

　首を振りながら、冬馬は思っていた。

──親父おやじは、なにかを隠してる。

　根拠のない直感だが、間違いないだろう。

　冬馬たちが聞かされたのは、《悠久の室》で相馬が試練を受け、変身能力を取り戻したということだけだ。

　相馬は、力と引き換えに背負うこととなった「ある運命」については話さなかった。

　なにかを隠している、という冬馬の直感は当たっていた。

「なあ親父おやじ。その試練、俺おれも受けられないかな？　『久く遠おんの月つき』を使わないで変身できるようになれば、これ以上病びよう巣そうを悪化させずにすむ」

　期待を込めて訊きいたのだが、相そう馬まの返答は素っ気なかった。

「不可能だな。《悠ゆう久きゆうの室むろ》は、私が出た後に崩ほう壊かいしてしまったよ」

「そうか……」

　あっさりと期待が崩れ、冬とう馬まは顔を曇くもらせた。

《悠久の室》が崩壊したというのは、冬馬に「ある運命」を背負わせたくないと考えた相馬の[image: 噓]うそだが、そんなことは冬馬にはわからない。

「なあ。病巣ってのは、なんのことだ？」

　それまで黙だまって話を聞いていた鷹たか秋あきが、声をかけてきた。真ま矢やはなにも言わないが、鷹秋と同じことを気にしているようだ。

──そうか。二人は俺の身体からだのことは知らないんだったな……。

　話すべきか否か思案した冬馬は、結局、話すことに決めた。

　鷹秋は[image: 噓]やごまかしを嫌きらうタイプだし、真矢は勘が鋭するどいと深み雪ゆきに聞かされたことがある。事実を話すべきだろう。

『久遠の月』という指輪の副作用で全身を病巣に蝕むしばまれたこと、そして『長おさ』を倒そうと考えていることを包み隠さず話すと、鷹秋も真矢も目を見張った。

『長』が敵だと話していたあたりでは、相馬も驚おどろきの表情になっていたのだが、鷹秋たちの方を向いていた冬馬には見えなかった。

「まさか、俺らがいない間にそんなことになってたとはな……」

　なんと言っていいのかわからない。鷹秋はそんな顔をし、真矢は黙っていた。

　が、鷹秋はすぐに表情を引き締しめると、

「削られた命を戻すだなんだっていう小難しいことには付き合えねえが、こいつでカタがつけられることだったら、いくらでも付き合ってやるぜ」

　そう言って拳こぶしを握り、もう片方の手でバシバシ叩たたいてみせた。

「そのために、五ご堂どうのおっさんに、あんなことやらこんなことやらされてきたんだからな。なあ、真矢」

　ニッと歯を見せて鷹秋が真矢の背中を勢いよく叩くと、真矢は「ふん」と鼻を鳴らした。それが彼なりの肯定の返事らしい。

「……ありがとう」

　両りよう膝ひざに手を載せて、冬馬は深々と頭を下げた。

「あんたも深雪さんも、俺からすりゃあ恩人でダチだ。それに相手は御み堂どう巽たつみのガキに『長』だっていうじゃねえか。こんな面おも白しれえケンカに参加しそびれたら、一生後悔しちまうぜ」

「僕ぼくは、御堂巽の子供も『長』もどうでもいい。姉さんを傷つける奴やつは全部殺す。それだけだ。あとはっきり言っておく。もし姉さんに万が一のことがあったら、あんたも必ず殺してやるからな」

　かたや気楽に笑いながら、かたや殺さつ伐ばつとした雰囲気を醸かもし出しながら言った二人に、冬とう馬まは頭を下げたまま、心の中でもう一度「ありがとう」と感かん謝しやの言葉を述べた。

　二人の気持ちが嬉うれしかった。真ま矢やも言葉は物ぶつ騒そうだが、彼なりに励ましてくれているのだと、冬馬にはわかった。

「で、話は最初に戻っちまうが、御み堂どう巽たつみのガキがどこにいるのか全然わかんねえのか？　取っ捕まえてぶっ殺してやる」

　鷹たか秋あきが指をボキボキ鳴らすと、真矢が「同感だ」と言わんばかりに頷うなずいた。

「そのことなんだけど……」

　鼻息を荒くしている二人に、冬馬は真しん摯しな眼まな差ざしを向けて言った。

「彼を……御堂縁ゆかりを、殺さないで欲しいんだ。できるだけ傷つけずにカタをつけたいって、俺おれはそう思ってる」

　鷹秋と真矢は、揃そろって「は？」という顔をし、相そう馬まも軽く目を見張った。

「彼は、子供なんだ」

　縁と対たい峙じして、冬馬が感じたことだ。

　不完全な不老不死の術を施された縁は、わずか四年で肉体も知能も急激に成長した。

　だが心はどうだろう。身体からだや知能に比例して成長するものだろうか。

　経験、他人、時間──人の心を育んでゆくのは、そういったものに他ほかならない。

『鏡かがみ』に封じられていた時間を除けば、縁はまだ四年しか生きていない。それも育ったのは『院いん』の結界区域の中だ。

　ちらり、と冬馬は襖ふすまの方に目をやった。隣となりの和室では由ゆ花かが眠っている。

　由花も、縁と同じように『院』の結界区域で育った子供だ。

　由花は、世話役の里り穂ほ以外の人間とは、ほとんど接する機会なく育った。縁も似たようなものだろう。

　四年という短い時間。結界区域という特殊な環かん境きよう──。

　身体の成長に、心の成長がついてゆくわけがない。

「説得できる自信があるわけじゃないけど……あの子は殺せない」

　冬馬の静かな声には、後悔を源にした決意が込められていた。

　御堂巽と陣じん内ない甲こう牙がに対する後悔だ。

　復ふく讐しゆう者となった御堂巽を、冬馬はその手で殺した。死ぬことで御堂巽は積年の狂気から解き放たれた。だが殺すことが最良の手段だったのだろうか。もっと別のやり方で彼を狂気から解き放つことはできなかったのだろうか。

　陣内甲牙との闘たたかい以来、冬馬はそんな風に考えるようになっていた。

　理由のない闘たたかいを強しいられた陣じん内ない甲こう牙が。冬とう馬まは彼を救いたいと思いながらも救うことができず、逆に救われた。

　御み堂どう巽たつみにしろ、陣内甲牙にしろ、救える術はきっとあったはずだ。ただ冬馬がそれを見つけられなかっただけだ。

──もう、後悔はしたくない。

　もちろん縁ゆかりに対する怒りはある。だが怒りよりも、縁を殺したくないという気持ちの方が強かった。

──そもそも、あの子はなにをしようとしているんだ？

　それがはっきりしていない。

　冬馬たちを殺すことが目的なら、あの場でできたはずだ。

　なんらかの利用価値があったからこそ、深み雪ゆきを攫さらったのだろう。

──だとすれば、深雪さんが殺される可能性は低いってことになるけど……。

　縁は、感情的になるとなにをするかわからないタイプだ。

　深雪が無事でいるという保証はどこにもない。けれど冬馬は、深雪が無事であることをたいして疑ってはいなかった。根拠はなにもないのだが。

「あの子の母親を殺したのは親父おやじで、父親を殺したのは俺おれなんだ。あの子まで殺すわけにはいかない……わかってもらえないかな？」

　決意を口にした冬馬だったが、鷹たか秋あきと真ま矢やにはわかってもらえなかった。

「なにが説得だ！　殺すわけにはいかないだ！　姉さんを攫った奴やつなんか、僕ぼくは絶対に生かしておかないぞ！」

　立ちあがって真矢が怒鳴った。普段は小声だが、怒声は鷹秋以上に大きい。

　真矢の声が響ひびいたらしく、顔をしかめながら鷹秋が言った。

「あんたの言いたいこともわかるけどよ、どっちかっつーと俺は真矢の意見に賛成だな。そんな危なっかしいガキ、野放しにはしておけねえだろ」

「野放しにしておくつもりはないんだ。ただ──」

　言いかけたその時、

「やだな。人を逃げた猛もう獣じゆうみたいに言わないでよ」

　嘲ちよう笑しようを含んだ少年の声がした。

「外だ！」

　反応が最も速かったのは、鷹秋だった。

　彼はソファーの脇わきにあった麻布に包まれた物を手に取ると、カーテンと窓を勢いよく開けて庭に降りた。

　一いつ瞬しゆん遅れて、冬馬、相そう馬ま、真矢もソファーから動き、相馬を残して庭に降りた。

　庭の真ん中に、縁がいた。

「おまえが姉さんを攫さらった奴やつか！」

　飛びかかろうとした真ま矢やを、冬とう馬まが肩をつかんで制した。

「あれは幻術だ。匂においがない」

　相そう馬まが言った。

　真矢は驚おどろいた顔をしたが、鷹たか秋あきは言われるまでもなく幻術であることに気づいていたらしく、驚かなかった。

「なーんだ。気づかずに突っ掛かってきたら、バカにしてやろうと思ってたのに」

　笑う縁ゆかりの身体からだを、雪が擦すり抜けてゆく。

「近くに本体の気配は？」

　人じん狼ろう族にしては鼻の利かない冬馬は、鷹秋に訊きいた。

「匂いも殺気もない。この近くにはいねえな」

「僕ぼくはここにはいないよ。っていうか、この世界にいない、って言った方がいいかな？」

「それはどういう意味なんだ？」

　冬馬が問うと、

「こういう意味だよ」

　縁は笑みを閃ひらめかせて、パチンと指を鳴らした。

　すると縁の周囲と背後に、異様な光景が浮かびあがった。

　真っ赤な氷原のただ中に石碑が建っているという奇妙な光景だ。黒光りするその石碑の前に、縁はいる。

　赤い氷原だけでも驚きよう嘆たんに値するが、冬馬たちの視線は、赤い氷原でも石碑でもない──大きな球状の氷の塊に注がれていた。石碑の隣となりに浮遊している。

　氷原の氷とは違って透き通っており、あろうことか中に人がいた。否、閉じ込められているというべきか。

　氷の中にいた人物。それは──。

「姉さん！」

　真矢の悲痛な叫びが、絶句していた冬馬の耳じ朶だに突き刺さった。

　深み雪ゆきが、氷の中で目を閉じていた。

「深雪さん……」

　虚こ空くうに映し出されたその虚像を、冬馬は凝ぎよう視しした。が、氷の中の深雪の安否は確認できない。穏おだやかに眠っているように見えるが。

　地面に顔を擦すりつけられた際についた頰ほおの傷が、痛々しく見えた。

「心配しなくても、お姉さんは生きてるよ。今のところは、だけどね」

　見透かしたように、縁。

「……そこは、どこなんだ？」

　不安と焦しよう燥そうに心臓が早はや鐘がねのように鳴っていたが、冬とう馬まは努めて冷静に訊きいた。

　鷹たか秋あきは怒気、真ま矢やは殺気に満ちた目で、虚像の縁ゆかりを睨にらんでいる。

　縁の今後の言動次第では、真矢は相手が幻であることも忘れて暴れるかもしれない。

「ここは《蘭らんの封ふう界かい》……術によって造られた異空間だよ。空間隔離の拡大版って言えばわかりやすいかな？　造ったのは僕ぼくじゃないけどね」

「なら、誰だれが造ったんだ？」

「それは、お兄さんがここまできてくれたら教えてあげるよ」

「俺おれが……？」

「そう。実はね、お兄さんに頼みたいことがあるんだ。それをやってくれたら、お姉さんを返してあげるかもしれないし、返してあげないかもしれない」

　人を喰くったような物言いに、真矢が歯を軋きしませ、鷹秋がツバを吐き捨てた。

「そこに来いというのなら行く。聞ける頼みなら聞く。だから今すぐ彼女を返してくれないか？」

　無む駄だとわかっていながら一応言ってみた冬馬だが、案あんの定じよう、鼻で笑われてしまった。

「バカなこと言わないでよ。先に返しちゃったら、人質にならないじゃないか」

「ふざけるな、今すぐ姉さんを返せ！」

　真矢が叫びながら縁の虚像に突進したが、鷹秋が首に腕をまわして止めた。

「離せ、離せ、離せ、離せ！　あいつを殺すんだ！　姉さんを助けるんだ！」

　ヘッドロックをかけられた状態で暴れ馬のようにもがく真矢だが、鷹秋は真矢を離さなかった。と──。

　半狂乱の真矢の叫びが届いたのか、氷の中の深み雪ゆきの瞼まぶたが、静かに開いた。

　真矢は暴れるのも叫ぶのもやめ、冬馬も鷹秋も目を大きくして深雪を見た。

「冬馬さん……」

　か細い声が深雪の口から漏れた。力のない瞳ひとみと声が、彼女がひどく憔しよう悴すいしていることを物語っていた。彼女を閉じ込めている氷が、身体からだに悪あく影えい響きようを与えているのかもしれない。

「わたし……」

「喋しやべらなくていいよ」

　軽く手をあげて制すると、冬馬は微笑ほほえんで言った。

「必ず迎えに行くから、待ってて」

　そのたった一言で、力のなかった深雪の瞳に輝かがやきが戻った。

　深雪は日だまりのように微笑み、

「はい」

　と、心底嬉うれしそうに頷うなずいた。

　凍える夜気を温め、降り積もる雪をも解かしてしまうような、そんな笑顔だった。

[image: ]

　二人が交わした会話はそれだけだった。

　それだけで充分だった。

　鷹たか秋あきが意外なものを見るような目で、二人を交互に見た。真ま矢やも同じだ。相そう馬まは目だけで笑い、縁ゆかりは不愉快そうに口を歪ゆがめた。

「……まあいいや。さっきの公園に、この空間への入り口を開けておいたから、早く来なよ」

　虚像の縁が身を翻ひるがえした。

「ああ、そうだ。そこのおじさんも、頭と目付きの悪いお兄さんも、女みたいな顔したお兄さんも、ついてきて構わないから」

　小バカにするような縁の物言いに、

「ケンカ売ってんのか、てめえ！　確かに目付きは悪わりいかもしれねえが、頭は悪くねえぞ！　英語以外の科目は、平均点以上だってんだ！」

「人のことが言える顔か！」

　鷹秋と真矢は揃そろって激怒した。

　縁本人に怒りをぶつけられない腹いせか、鷹秋は真矢の首をぐいぐい締しめ、真矢は鷹秋の頰ほおに爪つめを喰くい込ませて、思いっきり引っ張っている。

　小学生のケンカのような光景に、冬とう馬まと相馬は啞あ然ぜんとなった。

　縁は呆あきれたようにため息をつくと、

「……じゃあ、待ってるよ」

　波紋が広がるようにその身を揺るがせ、他ほかの虚像とともに消えた。

「……どうする？」

　真ま矢やの首を極きめたままの鷹たか秋あきに、

「もちろん、これからすぐに迎えに行くよ。約束したからね」

　気負いのない自然な表情で冬とう馬まは言った。

「僕ぼくも行くぞ」

　鷹秋の腋わきからずぼっと首を抜いて、真矢。痛めたのか首をさすっている。

「俺おれもだ。あのガキ、一発ぶん殴らねえと気がすまなくなった」

　鷹秋が不敵に笑う。真矢に引っ張られた頰ほおには、爪つめの跡がしっかり残っていた。

　二人に頷うなずき、振り返って相そう馬まを見る。相馬は無言で頷いた。

　縁に対して、父はどんな想おもいを抱いているのだろうか。そんなことを考えながら父の顔を見ていると、リビングの奥で襖ふすまが開いた。

「由ゆ花か」

　起きてきた由花が、小走りに相馬の脇わきを抜けて冬馬に抱き着いてきた。

　由花の目は赤く腫はれていて、手は冬馬の服をぎゅっと握っていた。

「と、冬馬さ……あ、あたし……あた……」

　なんと言っていいのかわからないのだろう。顔をくしゃくしゃにしている由花の声は、震ふるえていた。

「由花……」

　深く傷ついている少女を、冬馬は不ふ憫びんに、そして愛いとおしく思った。

　同じ目の高さに屈かがむと、冬馬は両手を由花の頰に当て、親指で彼女の目め尻じりに光っていた涙を少し荒っぽく拭ぬぐった。

「あの子の言ったことは、全部[image: 噓]うそなんだ。俺は治らない病気になんてかかってないよ」

「本当……？」

　しゃくりあげながら、由花は大きな目で、冬馬の目をのぞき込むように見た。

　由花は聡さとい子だ。目をじっと見られれば、[image: 噓]などすぐに見抜かれてしまう。

　[image: 噓]だと見抜かれる前に、冬馬は次の言葉を紡いだ。

「俺はみんなが認める単純人間だから、[image: 噓]をつくのは苦手なんだ。由花も知ってるだろ？」

「……うん」

　単純人間を肯定された冬馬は、苦笑しながらも由花をそっと抱き締しめた。

「俺は病気なんかじゃない。死んだりしない。だから由花が自分を責めることはないんだ」

　囁ささやくように言うと、由花は冬馬の腕の中で安心したように頷うなずいた。

「俺たちはこれから深み雪ゆきさんを迎えにいかなくちゃいけない。すぐに帰ってくるから、由花はいい子で待ってるんだ。このことは姉様にも話しちゃいけないよ。いいね？」

　由ゆ花かを離した冬とう馬まは、諭さとすような口調で言った。

　由花は口元を引き結んで頷うなずく。なにも訊きかず信じてくれた少女の髪を、冬馬は優しく撫なでた。

　ほんのりと頰ほおを朱に染め、由花は甘える子こ猫ねこのように目を細める。

「……行こう」

　立ちあがった冬馬に、相そう馬ま、鷹たか秋あき、真ま矢やの三人が頷いた。




　縁ゆかりが指定した公園には、人払いの術がかけられていた。

　術を察知したのは鷹秋だ。彼や真矢がどんな修行を積んできたのかはわからないが、気配や匂においを察する能力は、以前に比べると飛ひ躍やく的にあがっているようだった。

──人払いの術は鼻に引っ掛かりにくいって、姉様も言ってたもんな。

　前にいる鷹秋と真矢の背中を見ながら、冬馬は心強さを感じていた。

　危険に巻き込んでしまったという引け目もあるが、やはり一緒に闘たたかえる仲間がいるというのは嬉うれしいものだ。

「なあ、月つき森もり」

　入り口に真矢と並んで立ち、公園内の様子を窺うかがっていた鷹秋が、首だけ巡らせて声をかけてきた。

「え？」

「あんたって、案外女ったらしだったんだな」

「お、女ったらし……？」

　意地悪に笑う鷹秋。冬馬は渋面になった。

　奥手、不器用、甲か斐い性しよなうしとは言われ続けているが、女ったらしと言われたのは人生初だ。

「だってよ、深み雪ゆきさんにしろ由花って子にしろ、あんたの言うこと信じきってたぜ？」

「……」

「男おとこ冥みよう利りに尽きるだろ？」

「べ、別に、そんな……」

「照れるな照れるな。俺おれも真矢もあんたを信じることにしたからよ」

　笑みを収めた鷹秋は、隣となりの真矢と頷き合った。

「あの御み堂どう縁ってガキをどうするかは、あんたに任せる。あんたがあいつを殺したくないっていうんなら、俺たちは従うぜ」

「……ありがとう」

　礼を言った冬馬は、気になっていたことを鷹秋に訊いた。

「その布に包んである物はなんなんだい？」

「ん？　ああ、こいつか」

　古びた麻布に包まれた大きな物を、鷹たか秋あきは肩に担いでいた。

「五ご堂どうのおっさんから貰もらったんだ」

　鷹秋が布を取ると、中から現れたそれが、街灯の明かりを反射してギラッと光った。

「そ、それって……」

　鷹秋の手に握られていたのは、刀だった。それも日本刀ではない。刃の幅が違う。

「ああ、青せい龍りゆう刀とうだ」

　ブンッと鷹秋が青龍刀を横に払うと、夜気に青白い軌跡が描かれた。

　青龍刀の刃には一点の曇くもりもなく、極めて薄うすくではあるが青白く発光していた。暗中でなければ光っていることには気づけないだろう。

「霊れい力りよくを秘めた武器だ」

　真ま矢やが、青龍刀を鬱うつ陶とうしそうに眺ながめながら説明してくれた。

「その青龍刀なら、私にも見覚えがある。五堂くんが若い頃ころに振り回していたな」

　相そう馬まが感慨深げに言った。どうやら鷹秋たちの師匠とは顔なじみらしい。

「魔ま力りよくや霊力を秘めた武器というのは、得てして使い手を激しく消耗させるものだが、平気なのかね？　慣れない者の場合、所持しているだけで消耗するが……」

「ああ、それなら大丈夫だ」

　青龍刀の峰で肩をポンポンと叩たたきながら、鷹秋は胸を張った。

「五堂のおっさんの話じゃあ、俺おれには炎だ雷だを操る素質はねえが、この手の武器を使いこなす素質があるんだとよ。訓練も積んだしな、問題はない！」

「……素質なんか関係ない。単に体力バカなだけだ」

　真矢がボソッと言ったが、幸い鷹秋の耳には入らなかったようだ。

──そんな物を持って、奈良からヒッチハイクしてきたのか……。

　楽しげに笑う鷹秋を見やりながら、冬とう馬まはいささか呆あきれていた。銃刀法違反も甚はなはだしい。

　鷹秋と真矢がヒッチハイクで東京まで帰ってきたことは、道すがらで聞いていた。

　下しも田だで車を拾い、東京に帰り着いた二人は、真っすぐ鷹秋のアパートに向かった。

　帰るや否や、鷹秋は睦むつ美みに正座させられて、散々に叱しかられたのだという。その場に居合わせた真矢も、一緒になって睦美の説教を受けたらしい。その後、

「こんなにおみやげあったって、食べきれないわ。近所の人にはあたしが御お裾すそ分けしておくから、お兄ちゃんたちは冬馬さんの所に届けてきて」

　睦美にそう命じられて、冬馬の家にやってきたのだという。

「一いつ旦たん、家に帰ったんだろ？　なんでその青龍刀を置いてこなかったんだい？」

　こんな事態になることを予測していたわけでもあるまい。不ふ審しんに思ったので訊たずねてみると、

「ああ、こいつを振り回して修行してたせいか、持ち歩く癖くせがついちまったみたいでよ。肌はだ身み離さず持ってないと落ち着かねえんだ」

　かなり物ぶつ騒そうな答えが返ってきた。

「誰だれにでも癖くせはあるものだけど……」

　青せい龍りゆう刀とうを持ち歩く癖を持つのは、鷹たか秋あき一人だろう。冬とう馬まが顔を引きつらせていると、

「おい。いつまでこんな所でボサッとしてるつもりだ」

　真ま矢やがもっともなことを言った。

「真矢くんの言うとおりだ。中に入ろう」

　冬馬が言い終えるより早く、真矢はさっさと歩き出していた。

　彼の足が公園の入り口に一歩踏み込んだ瞬しゆん間かん、驚おどろくべきことが起こった。

　入り口の景色がぐにゃりと歪ゆがみ、真矢がその歪みの中に消えてしまったのだ。

「公園の入り口が、異空間へ通じる扉とびらになっているようだな」

　目と口を丸くした冬馬と鷹秋だったが、相そう馬まは冷静だった。

「へっ。おもしれえじゃねえか」

　真矢に続いて鷹秋も公園に足を踏み入れ、歪みの彼方かなたに消えた。

　乾かん燥そうした唇くちびるを一度なめて湿らせると、冬馬は異空間への扉に足を踏み入れた。

　その後に、相馬が続いた。




　横殴りの雪のただ中に、雪色の髪の青年──香か沙ざ薙なぎ桂けいがいた。

　髪と同色のダウンジャケットを着込み、黒塗りの鞘さやに収められた太刀たちを手にしている。

　マンションの屋上から桂が見つめているのは、公園の入り口から異空間へと消えてゆく冬馬たちの姿だった。

　桂が立つマンションから公園まではかなりの距離があるが、偵てい察さつ用の妖よう魔ま《カラス》を使えば、問題なく様子を窺うかがうことができる。

　桂は、《カラス》を公園近くの民家の屋根に放ち、そこから《カラス》の眼を通じて冬馬たちの動きを見ていたのだ。

　距離を置いたのは、匂においによってこちらの存在を感知されないためである。戦せん闘とう用の妖魔ではない《カラス》なら、人じん狼ろう族の鼻に引っ掛からずにすむ。

　同じように《カラス》を使い、桂はこの二カ月近くの間、冬馬を監視し続けていた。

「縁ゆかりが動いた、か。ようやく好機が巡ってきたな」

　吹雪ふぶきで乱れた前髪を無造作に撫なでつけて、桂は薄うすく笑った。

　黄おう金ごん狼おおかみである冬馬を殺し、心臓を奪う。

　その好機を、桂は待ち続けていた。

　闘たたかって死んだ黄金狼の心臓が変化して生まれるという宝珠『最さい後ごの月つき』を、桂は求めていた。

『涅ね槃はんの月つき』を以てしても解放することができない、悪魔族の力とは別のもう一つの力を解放するためには、どうしても『最後の月』が必要なのだ。

　が、『涅ね槃はんの月つき』の副作用によって魔ま力りよくが低下した桂では、冬とう馬まと正面切って闘たたかい、勝利することは困難だった。暗殺することなら可能だろうが、変身する前に殺してしまっては、心臓が『最さい後ごの月つき』に変化しない可能性がある。

　攻めあぐねたまま、二カ月だ。

「黄おう金ごん狼おおかみが二匹に増えるとは思わなかったが……好都合だ」

　厄やつ介かいなことになったとは思わなかった。相そう馬まの存在は、冬馬から『最後の月』を得られなかった場合の保険になる。

「顔を突き合わせたら、変身する前に殺してしまいかねないからな」

　口元に笑みを、紫の瞳ひとみに殺意を滲にじませた桂は、爪つま先さきだけで跳ちよう躍やくしてフェンスを越えると、着地する前に空間転移を使った。桂の魔力では、一度に移動できる距離はたかが知れている。何度か空間転移を繰くり返し、桂は公園の入り口に移動した。

　雪に覆おおわれた無人の公園が、目の前に見える。

「縁ゆかり……おまえの茶番、便乗させてもらうぞ」

　鞘さやを握り直すと、桂は肉眼に映ることのない扉とびらへと足を踏み入れた。

　目の前の光景が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。




　誰だれもいなくなったリビングは、十歳の少女には広すぎた。

　静寂に耐え切れず、居たたまれなくなった由ゆ花かは、傘かさをさして外に出た。

　外は吹雪ふぶいていて傘もあまり役には立たず、服はすぐに雪まみれになってしまった。

　冷気が見えない刃物のように顔や耳を刺すが、由花は唇くちびるを嚙かみ締しめて玄関の前で冬馬たちの帰りを待っていた。

　なぜ深み雪ゆきが攫さらわれてしまったのか由花にはわからない。が、冬馬が必ず深雪を連れて帰ってくると、由花は信じていた。

「約束、したもんね」

　静しず華かには、「バカ。根性なし。甲か斐い性しよなうし。赤面星人。ゾウリムシ」などと散々な呼ばれ方をされている冬馬だが、由花にとってはヒーローなのだ。

「冬馬さんに、抱き締められちゃった」

　涙を拭ぬぐってくれた冬馬の手の温ぬくもりと抱き締められたことを思い出してはにかんでいると、車のヘッドライトに照らされた。

「きゃあ！」

　びっくりして顔を向けると、見慣れた赤い車が停まっていた。

　冬馬のことを考えていたせいで、車が近づいてくる音に気づけなかった。

　ワイパーを止めないまま、運転手が降りてきた。

「静華さん」

「由ゆ花か……あんたこんなトコでなにやってるんだい？」

　自慢の黒髪を搔かきあげつつ、静しず華かは切れ長の目を大きくした。

　由花が返答に困っていると、静華は怪しむように眉まゆ根ねを寄せ、

「とにかく家に入るよ。こんなトコに突っ立ってたら、風邪かぜひいちまう」

　由花を家の中に押しやろうとした。

「いや！」

　由花が拒絶すると、静華は険しい顔になり、「いいから入るんだ！」、由花の腕をつかんで強引に引っ張っていこうとした。

　だが、由花は頑がんとして動かなかった。

　ここで冬とう馬またちを待つと決めたのだ。だから絶対に動きたくなかった。

「頑固な子だね……」

　静華は呆あきれたようにため息をつくと、

「なにかあったんだね？　聞かせな」

　身を屈かがめ、由花の肩に手を置いた。

──どうしよう……。

　静華の端正な目に見み据すえられ、由花は口を結んだ。

　冬馬には、深み雪ゆきを攫さらわれたことを静華に話してはいけないと言われている。が、静華に[image: 噓]うそはつきたくなかった。

　言えないが、[image: 噓]もつけない。それで黙もく秘ひしていると、

「わかったよ、言いたくないなら言わなくてもいい」

　静華は立ちあがり、塀へいに寄りかかった。

「え？」

　由花は驚おどろいて静華を見あげた。

「あんたは深雪ちゃんに負けず劣らず頑固だからね。無理に口を割らせようとしても疲れるだけだ。だから言わなくていい。その代わり、あんたがここを動かないってんなら、あたしも付き合わさせてもらうよ」

　腕を組み、静華は塀に寄りかかったまま目を閉じた。それきりなにも言わなくなってしまう。

「し、静華さん……」

　傘かさもさしていない静華は、どんどん雪まみれになってゆく。にもかかわらず静華はビクとも動かない。

「静華さん、風邪ひいちゃうよぉ」

　おろおろする由花だが、静華はそれでも動かない。

　まさかこんな行動に出られるとは。

「……ごめんなさい、静華さん。あたし、なにがあったのか話すから……お家うちに入るから……だから……」

　半泣きになって由ゆ花かが折れると、静しず華かは髪を荒っぽく搔かきあげて雪を払い、

「意地の張り合いであたしに勝つのは、十年早いよ」

　不敵に笑った。

　深み雪ゆきよりも由花よりも、静華が一番頑がん固こだった。













　　　　第三章　聖夜（Ⅲ）







　湖の背後に、純白に覆おおわれた山々が連なりそびえている。

　吹雪ふぶいていなければ、美しい光景だと思えたかもしれない。

「寒いー帰りたいー」

　肩を抱いて歯を鳴らしている橘たちばなを横目に、静しず馬まはため息をついた。

「冬なんて、雪なんて、大嫌きらいだぁ！」

　橘春はる海みは、出無精なうえに寒がりで、おまけに愚痴っぽかった。

　静馬と橘は、名な栗ぐり湖の湖畔にいた。

　香か沙ざ薙なぎの里があったとされる名栗村に、『長おさ』の正体や目的に繫つながる手掛かりを求めてやってきたわけだが、雪で車が使えなくなり、旅館に預けて足で巡ることとなった。

「こんな雪の中で、手掛かりもないものを探すなんて無理だよ！　今日はやめにして、温泉に入ってゆっくりしよう！」

　旅館では橘が悲痛な声で訴えたが、静馬は問答無用で却下した。

「私たちは、手掛かりのないものを探しているんじゃありません。手掛かりになるものを探しているんです」

　そうは言ったものの、いたずらに歩き回ってもただの雪中観光になってしまう。

　予定どおり村を一巡しながら、橘たちばなに魔ま力りよくや霊れい力りよくを感じる物、あるいは場所がないかを探ってもらうことにした。

　橘は嫌いやがったが、

「素直に協力してもらえないのであれば仕方ありません。結婚式の前夜、あなたがどこでなにをしていたのかを法のり子こさんに話すしかないですね」

　この一言で、折れた。

「……なんかどんどん僕ぼくが先せん輩ぱいであることを忘れてない？」

　半眼で静しず馬まを睨にらみながら、橘はゴルフボール大の透明な珠たまを取り出した。

　珠は魔力探知機のようなもので、探知圏内に魔力を感知すると、青く発光するという。探知できるのは、半径で三百メートル程度。その珠を手に歩くことしばし、名な栗ぐり湖にさしかかったところで珠が光った。

「半径三百メートルだから……湖の反対側の山はもう範はん囲い外だね。パッと見渡した感じで怪しいのは、あそこの旅館の裏山とか、あっちに見える神社とか……」

「あるいはこの湖の底とか……ですか」

「言っておくけど、絶対に潜もぐらないからね、僕は」

「そこまでやれとは言いませんよ。取り敢えずは、あの神社から調べてみましょう。湖の底は最後です」

　湖に背を向けた静馬は、目に鋭えい利りな光を走らせた。

「どうしたの……うわあ！」

　振り返った橘は、静馬と同じものを目もく撃げきし、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　異形──翼つばさの生えた巨大な蜥蜴とかげのような生き物が、そこにいた。

「り、龍りゆう……？」

　目を白黒させ、橘が言った。

　静馬も口にこそ出さなかったが、異形を見た瞬しゆん間かん、龍という単語が脳裏に浮かんだ。

　四本の脚の先からは大型の鈎かぎ爪づめが生え、青い鱗うろこが翼から長い尻尾しつぽの先までを覆おおっている。

　ぐっと地に伏せているのだが、眼は静馬と変わらない位置にある。四し肢しを伸ばせば、三メートル以上の高さがあるだろう。

「『長おさ』の放った刺し客かく、と考えて間違いないでしょうね」

　刺客が現れたということは、この名栗村に『長』にとって不利になるなにかが隠されているということだ。

　香か沙ざ薙なぎの里の跡地になにかある、という勘が当たったことになるわけだが、刺客が現れたのでは素直には喜べない。

　この時点での静しず馬まと橘たちばなには知る由のないことだが、刺し客かくとして現れた異形は、水を操ることを得え手てとする人じん狼ろう──アクアウルフを母体とする卑ひ龍りゆうである。アクアウルフの体毛が青であるため、卑龍の鱗うろこも青い。故に『長おさ』は、この卑龍を青せい龍りゆうと呼んでいた。

「かなり抑えられてはいますが、底知れない力を秘めているみたいですね」

　対たい峙じしているだけだというのに、静馬の皮ひ膚ふはビリビリと痺しびれていた。

　橘も圧倒されているらしく、腰を抜かしたままあごをガクガクさせていた。

[image: ]

　唐突に現れたことから、空間転移で現れたと考えられる。青龍が空間転移を使えるのか、他ほかの術者に送られてきたのかはわからない。

──気になるのは、匂においですが……。

　青龍から感じる匂いに、静馬は眉まゆをひそめていた。

「ね、ねえ、静馬くん。あの龍みたいな化け物の匂い、知ってる気がするんだけど、僕ぼくの気のせいかな……？」

「私もそう思っていたところです」

　静馬が訝いぶかしんでいたのと同じことを、橘も感じていた。

　間違いない。静馬は、この刺客と過去になんらかの形で出会ったことがあると確信した。

　匂いに覚えがあるのは当然だった。静馬も橘も、青龍がまだ人間──緒お形がた蓮れん司じであった頃ころに何度も顔を合わせているのだから。

　青龍が緒形であるという事実を二人が知るのは、闘たたかいの後のことである。

「じっくり考えれば思い出せるかもしれませんが、どうもそういうわけにもいかないようですね」

　メガネを外してコートの内ポケットにしまうと、静馬はコートを脱いだ。

　構えるように青龍がそれまでたたんでいた翼つばさを広げると、青い鱗が同色の燐りん光こうを発した。

　ゴゴゴッ。青龍の闘とう気きに反応して、大地が微び震しんを始める。背後の湖面にも波が立った。

　吹雪ふぶきの中であるにもかかわらず、静馬の手や額ひたいは緊張でじっとりと汗ばんでいた。静馬にしては珍しいことだ。

「援えん護ごを、お願いします」

　橘に声をかけると、静馬はコートを投げ捨てて駆け出した。

　完治していない右腕がどれだけ戦闘に耐えうるかあやしいところではあるが、橘がいる。攻こう撃げき系統の術こそ苦手な橘だが、サポート能力は極めて高い。

　青龍が首をもたげ、天を裂くような咆ほう哮こうをあげた。すると、湖面にドーンといくつもの巨大な水柱が起こった。水柱は、一本一本が大だい蛇じやのように動き、絡み合いながら、濁だく流りゆうとなって襲おそいかかってきた。

「うわあっ！」

　橘たちばなの悲鳴、変身のためにあげた静しず馬まの狼おおかみの咆ほう哮こうが、吹雪ふぶきの中に響ひびき渡った。




　風もないというのに、砂すな埃ぼこりが舞っている。

　赤い砂さ漠ばくが、地平線の彼方かなたにまで続いていた。

　林立する高層ビル群が、焼けつくような強い日差しを受けて赤い砂漠に巨大な影を落としている。影は砂漠全体に広がっており、赤い砂は影の色に染め変えられていた。

　砂漠にそびえ立つビル群──。

　常識から掛け離れた光景の中に、冬とう馬またち四人はいた。

　公園の入り口に足を踏み入れ──気がつくとここにいた。

「とんでもなく[image: 噓]うそくせえ場所だな」

　青せい龍りゆう刀とうの峰で肩をポンポンと叩たたきながら、鷹たか秋あき。彼は既に上半身を灰色の狼へと転じている。

　鷹秋だけではない。相そう馬まも真ま矢やも、それに冬馬も、それぞれ変身していた。

「夕日で赤く染まった砂漠なら、写真で見たことがあるけど……砂そのものが赤いっていうのは、初めてだよ。あんまり気持ちのいいものじゃないね」

　辟へき易えきしたように冬馬が口を歪ゆがめると、そこから牙きばがのぞいた。

　変身は、冬馬にとっては命を削る行為である。が、ここは敵地だ。不意打ちに備えて戦せん闘とう態勢を取っておく必要がある。

　変身したことで病びよう巣そうが悪化していることは間違いないが、幸いなことに、変身した際にめまいに襲おそわれただけで、今のところ吐血もしていなければ頭痛もない。

　陣じん内ない甲こう牙がに、冬とう馬まは心の中で感かん謝しやした。

「ここは術によって造られた空間らしいからな。風景は創造者の自由自在だ」

「空も砂も赤いなんて、悪趣味だ」

　相そう馬まの解説に、腕組みしていた真ま矢やがぼそっと呟つぶやいた。狼おおかみの頭部になっていても、真矢が仏頂面をしていることははっきりわかる。

「で、どうするよ？　いくら鼻をひくつかせても、だーれの匂においも引っ掛からねえぜ」

　言葉どおり、鼻をひくつかせながら鷹たか秋あき。

　そうなのだ。勇んでこの空間に入り込んだまでは良かったが、困ったことにいくら嗅きゆう覚かくを働かせても、深み雪ゆきはおろか縁ゆかりの匂いすら捉とらえることができないのだ。

　縁が術で匂いを消しているのか、あるいはここから縁や深雪のいる場所まで相当な距離があるのか。恐らくは後者だろう。

「人を呼びつけておいて迎えにも来ねえってのはどういう了見だ。あのガキ……」

「ここで待ってても、あの子からのリアクションはなさそうだね」

　グルグル唸うなっている鷹秋の隣となりで、冬馬は困ったように息をついた。

「危険だけど、二手に分かれて探すしかないか……」

　深雪の憔しよう悴すいした顔が思い出される。のんびりはしていられない。

「二手に分かれるとして、どういう組み合わせにする？　戦力を均等に分けるなら、私と冬馬は分かれた方がいいということになるが……」

「ちょっと待った」

　相馬を制して、鷹秋が真矢の頭にポンと手を載せた。

「この無愛想の国の王子様と二人で行動する自信が、あんたらにあるかい？」

　問われた冬馬と相馬は、しばらく思案した後、揃そろって首を横に振った。

　──真矢くんとペアで行動……親父おやじはまだいいだろうけど、俺おれは胃が痛くなるだろうな……。

　一緒に行動している間中ずっと睨にらまれ、話しかけても無視されるであろうことが容易に想像でき、冬馬は腹の中で唸った。

「っつーわけで、こいつとは俺が組むぜ。そっちは父子で組んでくれ」

　鷹秋がポンポンと真矢の頭を叩たたくと、真矢はその手を払いのけ、ふんと鼻を鳴らした。

「わかった。じゃあ俺と親父が北、鷹秋くんと真矢くんは南の方の捜索を頼むよ」

「どっちが北だ？」

　相馬に問われて、冬馬ははたと気づく。こんなあやふやな異空間に、方角などあるのだろうか。

「えーっと……多分、あっち」

「適当に指をさすな」

「そんなこと言われたって……」

　相そう馬まにツッコまれ、冬とう馬まは渋面になった。

「どっちだっていい。あんたらがそっちに行くなら、俺おれと真ま矢やは逆に行くぜ」

「そうしてくれ。一時間後、またここで落ち合おう……時計は持っているかね？」

「ああ」

　鷹たか秋あきが、ジーンズのポケットをゴソゴソやって腕時計を取り出した。冬馬もやはりポケットから時計を出し、四人は現在の時間を確認した。

「罠わなが仕掛けられているかもしれないから、充分に気をつけて」

　腕時計をポケットに戻した冬馬と鷹秋は、拳こぶしをコツンとぶつけ合った。

「そっちもな」

　ニッと歯を見せると、鷹秋は南（？）に向かって駆け出した。

「ま、真矢くんも」

　一応、真矢にも拳を差し出してみたのだが、見事に無視された。真矢は黙だまって鷹秋の後に続く。

「……」

「気に病むな。人と人が理解し合うには、時間がかかるものだ」

　励まされるように相馬に背中を叩たたかれ、冬馬はげんなりした。

「我々も行くぞ」

「ああ」

　鷹秋たちとは逆方向に、冬馬と相馬は駆け出した。




　冬馬たちと分かれた鷹秋と真矢は、嗅きゆう覚かくを全開にしながらとりあえず真っすぐに進んだ。

　五分ほど走ってビル群を抜け、さらに五分ほど走ると赤い砂さ漠ばくが途切れた。

　砂漠に次いで二人の目の前に広がったのは、赤い草原だった。

　風もないというのに、草が揺れている。

　草が赤いといっても、それは紅葉の赤とは全くの別物であり、なんとも不快な光景だった。

「うざってえ場所だぜ……ったく」

　走りながら鷹秋は吐き捨てた。横にはぴったり真矢がついてきている。

　鼻に引っ掛かる匂においはないし、敵が襲おそってくるわけでもない。距離が離れて、冬馬と相馬の匂いもしなくなっている。

「俺はマラソンしにきたわけじゃねえんだ。いっそ敵の一匹でも出てきてくれりゃあいいんだけどな……」

　鷹たか秋あきが口にした不ふ謹きん慎しんな願いは、次の瞬しゆん間かんに叶かなうことになる。

　ひゅっ。後ろで鋭するどい風の音がした。

「ん？」

　不ふ審しんに思って振り返った鷹秋を、見えない刃やいばが襲おそった。

「ぐわっ！」

　ごうっ。耳じ朶だを凄すさまじい風音が叩たたき、左肩と左の脇わき腹ばらに衝しよう撃げきが走った。

　赤い草と鮮せん血けつが宙に舞う。

「南なん原ばら！」

　異変に気づいた真ま矢やが立ち止まった。

「……っくしょうっ！」

　脇腹の傷をぐっと押さえて顔をあげた鷹秋は、そこにいた異形を激しく睨にらんだ。

　今、鷹秋と真矢が通過したばかりの場所に、その異形は浮遊していた。

　接近してくる気配はまるで感じなかったから、いきなりそこに現れたのだろう。

　全身が[image: 翠]みどりの鱗うろこに覆おおわれた、龍りゆうに似た異形だった。

　立ちあがったような姿勢で浮遊しており、前脚がない。前脚の代わりに鳥のような翼つばさが生えているのだ。尻尾しつぽを含めなければ、背の高さは鷹秋とそう大差はない。

「……風で攻めてきやがった」

　まるでエメラルドウルフだな、と鷹秋は内心でつけ加えた。

　[image: 翠]の卑龍──[image: 翠]すい龍りゆうが、元は『院いん』に所属するエメラルドウルフであったなどという事実は、鷹秋にも真矢にも知る由はない。[image: 翠]龍の母体となった人じん狼ろう族は、獣じゆう聖せいでこそなかったものの、風の使い手としてはそれなりに名のある男だった。

　[image: 翠]龍は、牙きばを剝むいて鷹秋たちを凝ぎよう視ししていた。眼は真っ白で、ひどく無機質に見える。

　[image: 翠]龍の周囲では、ひゅんひゅんと風が躍おどっており、斬きられた赤い草が舞っていた。

「……大丈夫か？」

「どうってことねえよ。かすり傷だ」

　珍しく気遣ってくれた真矢に、鷹秋は余裕の口調で答えた。

──獣気を身に纏まとってなかったら、やばかったかもな。

　奈良での修行で、鷹秋たちは獣気を身に纏うという一流の戦士にしかできない防御法を修得していた。おかげで軽傷ですんだ。獣気で防御していなければ、肩と胴をばっさり斬られて即死していたかもしれない。

　[image: 翠]龍が放った風の刃には、それほどの威力があった。鋼鉄でも紙のように斬り裂くことだろう。

「御み堂どう巽たつみのガキがこんなバケモン用意してくれてるとはな……ちったあ気が利くじゃねえか」

　鷹秋が嬉うれしそうに言うと、真矢は小さくため息をついた。

　[image: 翠]すい龍りゆうは桜さくらが送り込んだ刺し客かくであり、縁ゆかりのものではないのだが、鷹たか秋あきたちはそんなことは知らない。

「油断するんじゃねえぞ。並のバケモンじゃねえ」

　一流の戦士になれば、睨にらみ合っただけで相手の力が計れるようになってくる。

　[image: 翠]龍が以前に闘たたかった香か沙ざ薙なぎ桂けいの妖よう魔まを凌りよう駕がする敵であることを、鷹秋は肌はだで感じていた。

「先手必勝！　喰くらってぶっ飛びやがれ！」

　大きなモーションで青龍刀を振りかぶった鷹秋は、力いっぱいにそれを薙なぎ払った。

　刀身から、透明に近い水色の光を帯びた力が放たれ、獣けものの咆ほう哮こうのような音を響ひびかせながら迸ほとばしった。

　撃うち出した際に獣の咆哮に似た音がすることから、青龍刀のかつての持ち主であった五ご堂どう恭きよう市いちは、この技を獣じゆう鳴めい斬ざんと呼んでいた。

　大木の二十本や三十本、軽く薙ぎ倒す威力を秘めている獣鳴斬だが──。

　光が命中するギリギリ手前で、[image: 翠]龍の姿がフッと消えた。

　標的を見失った獣鳴斬は、そのまま彼方かなたへと飛んでゆく。

「後ろだ！」

　真ま矢やが叫んだ。振り返った鷹秋は、[image: 翠]みどり色の稲いな妻ずまを目もく撃げきした。

　[image: 翠]の稲妻は、鷹秋と真矢のちょうど中間を駆け抜けた。直後にごおっという音がして、鷹秋と真矢は衝しよう撃げき波に吹っ飛ばされた。

　背後にまわり込んだ[image: 翠]龍が、超音速で二人の間を駆け抜けたのだ。その姿が、鷹秋の目には[image: 翠]の稲妻のように見えたのである。

　咄とつ嗟さに身を撚ひねり、片手をついて鷹秋は倒れ込むことを防いだ。真矢も同じようにしている。

「瞬しゆん間かん移動ができて、風で攻撃できて、おまけにアホみてえに速く動けます、ってか？　反則だぜ」

　愚痴のような台詞せりふだが、鷹秋の口調は変わらず楽しげだ。

　十メートルほど離れた位置でゆっくり翼つばさをはためかせている[image: 翠]龍に向き直り、鷹秋は舌なめずりをした。

　そんな鷹秋を呆あきれたような眼まな差ざしで一いち瞥べつすると、真矢はゆっくりと両腕を広げた。

　あたりの気温が急激に下がり、真矢の周囲にダイヤモンドダストが発生した。

　ダイヤモンドダストは、真矢の胸や肩、広げた両腕に寄り集まると、ある物の形を成した。

　それは真矢の上半身にゆったりと絡みつくと、じゃらっと金属音を立てた。

　鎖くさりだ。真矢は冷気を結晶化させ、冷たい輝かがやきを放つ鎖を生み出したのだ。数は、四本。

　真矢がフリージングチェーンと名づけたその鎖は、先端が鏃やじりのようになっており、伸しん縮しゆくは自在。強度も普通の鎖の比ではない。

──あいつも本気でぶちかます気だな。

　突き刺すか絡めるかした相手を瞬時に凍りつかせるという能力を秘めるフリージングチェーンは、正しよう真しん正しよう銘めい、真ま矢やの必殺技だ。

　[image: 翠]すい龍りゆうが吠ほえた。突風が吹きつける。

「上等だ。四カ月の血と汗と涙の成果、とくと見せてやるぜ。お代は見てのお帰りだ」

「帰したりなんかしない。姉さんを助ける邪じや魔まをする奴やつは、片っ端から殺してやる」

　風に体毛を撫なでつけられながら、鷹たか秋あきは青龍刀の切っ先を[image: 翠]龍に向け、真矢はフリージングチェーンをふわりと浮かせた。




　一面のススキが冬とう馬まと相そう馬まを取り囲み、風に揺れていた。

　これが本物のススキであるなら、感嘆の息を漏らすこともできたのだろうが、不自然極まりない赤いススキではなんの感動もない。

「ここは、風が吹いてるんだな」

　首をもたげて深み雪ゆきの匂においを探しながら、冬馬は呟つぶやいた。

　かなり走って砂さ漠ばくを抜けたが、鼻に引っ掛かってくる匂いは皆無だった。鷹秋、真矢の匂いもしなくなった。

「さらに二手に分かれてみるか？」

　相馬の提案に、冬馬は「うーん」と唸うなった。縁ゆかりからのリアクションがなにもないのは、冬馬たちを分断させるためかもしれない、と考えたのだ。

──俺おれになにかをさせるって、言ってたんだよな……。

　必要な冬馬だけを残して、他ほかの三人は分断して仕留めようと縁が企たくらんでいる可能性がある。とすれば、相馬とまで分かれてしまうのは危険だ。

「うーん……」

　邪推し始めるときりがないとはわかっているのだが、どうしても邪推してしまう。

　がさがさっ。不意に手前でススキが不自然に揺れ、黒いものが現れた。

「……犬？」

　ススキの向こうから現れたのは、狼おおかみや犬に似た不気味な黒い塊であった。

　全身が真っ黒で目も鼻もない。口はあるのだが、やけに白い歯が並んでいて不気味さに拍車をかけていた。それが「ハッ、ハッ」と犬のような呼吸をしながら、ふさふさした尻尾しつぽを愛あい想そよく振っている。

「な、なんだ？」

　あまりの不気味さに、冬馬は後ずさった。

「匂いがない……生き物じゃないのか？」

「影えい獣じゆうだな。シャドウウルフが闇やみを具現化した、使い魔のようなものだ」

　たじろいでいる冬馬とは違い、相馬は冷静に相手を観察していた。

「つまらんなぁ……おっちゃんはびっくりしてくれへんのか」

　影えい獣じゆうが喋しやべった。それも関西弁を。

「ひ、響ひびきさん……？」

　冬とう馬まは、いささか間抜けな声をあげた。

　シャドウウルフで関西弁とくれば、冬馬の脳裏に浮かぶ人物は一人しかいない。

「せや。久しぶりやなぁ、冬馬っち。こうやって顔合わすんは、何年振りになるんかなぁ……って、影獣越しやから顔合わせたことにはならんか……」

　冬馬も相そう馬まも、響とは面識がある。

　冬馬は、静しず馬まが奈良で暮らしていた頃ころに何度か会っただけだが、相馬は『院いん』でも顔を合わせたことがあるはずだ。

「なんで響さんがこんなところに……？」

「『長おさ』の命令を受けているのだろう。彼は『長』直属の密みつ偵ていだからな」

　相馬の言葉に、冬馬の目は丸くなった。響が獣聖であることは知っていたが、『長』直属の密偵であることは知らなかった。

『長』直属であるならば、敵てきということになる。冬馬はぐっと目と口元を引き締しめた。すると、影獣はごろんと引っ繰くり返って腹を見せた。冬馬の目が点になる。

「敵意はない、ということらしいな……」

　相馬が呟つぶやくと、影獣の尻尾しつぽが、「そのとおり」と言わんばかりに揺れた。

「影獣に戦せん闘とう能力はあらへん。いじめんといてあげてや」

「闘たたかうつもりがないなら、なんのために俺おれたちの前に現れたんです？」

　冬馬は声を低くして、睨にらむような眼まな差ざしで影獣を見た。油断はできない。

「冬馬っちも変わったなぁ。昔はもっとのほほーんとしとったのに」

　軽い口調の響に、冬馬は返事をしなかった。

　肩を竦すくめるような動きをすると、影獣はくるっと起きあがり、お座りをした。

「忠告しにきたんや」

　響の声が、どことなく鋭するどくなった。

「忠告？」

「せや。この《蘭らんの封ふう界かい》には、卑ひ龍りゆうっちゅう厄やつ介かいな魔ま物ものが何匹か放たれとる」

「ひりゅう？」

「卑しい龍、で卑龍や。『長』の自主製作でな、白髪くんの妖よう魔まよりもタチが悪いで」

　響によれば、この《蘭の封界》は『長』が創成した空間であり、『長』は無断でここに侵入した縁ゆかりを抹まつ殺さつするために卑龍を放ったのだという。

「卑龍は、《蘭の封界》内で出くわした奴やつは、片っ端から襲おそうよう命じられとる。せやからオレも影獣を使うとるっちゅうわけや」

「『長おさ』が、あの子を……」

『長』の介入によって、《蘭らんの封ふう界かい》は三つ巴どもえの戦場になってしまった。

「なぜ、君がそんなことを我々に教えるのだ？　『長』の命令なのか？」

　相そう馬まの問いに、影えい獣じゆうはふるふると首を振った。

「オレは卑ひ龍りゆうを造るのを手伝わされただけで、今回はなんも命じられてない。わざわざ忠告しに来たんは、あんたらに卑龍に殺やられて欲しくないからや」

「どういう意味だ？」

　訊きく相馬の声には、濃こい不信感があった。

「卑龍がいくら強いっちゅうても、所しよ詮せん、頭ん中は獣けものと一緒や。殺った相手を死体も残らんよう喰くってしまうかもしれん。あんたらに死体も残らんような死に方されると、困る奴やつがちらほらおるんや」

　冬とう馬まと相馬は、眉み間けんに皺しわを寄せるようにして視線を交差させた。

「卑龍と出くわしたら、先手を取って一発で決めるこっちゃ。とまあ、以上が響ひびきちゃんからのインフォメーションや。いろいろ大変や思うけど、頑がん張ばってや」

　笑うように白い歯を剝むくと、影獣はススキの中に飛び込んだ。

「あっ……ちょっ……」

　慌ててガサガサとススキをかき分けたが、影獣の姿は影も形もなくなっていた。

「なんだったんだ、あの人は……？」

　死体も残らないような死に方は困る、とはどういう意味なのだろうか。

「彼の言ったこと……どこまで信じられるのかな……？」

「都合の悪いことは初めから口に出さないタイプだからな、彼は。口に出して言ったことに[image: 噓]うそはないと考えていいのかもしれないが……」

　腕組みをして、相馬が首を捻ひねる。

「『長』が、あの子を狙ねらってる……か」

　そこでふと、冬馬はあることに気づいて肝を冷やした。生身だったら、間違いなく顔が真っ青になっていただろう。

「卑龍って魔ま物ものが本当にいるんだとして、そいつがこの空間内の人間を見境なく襲おそうっていうんなら、深み雪ゆきさんが襲われることもあるってことじゃないか！」

「まあ、そういうことになるな」

　腕組みしている相馬は、いたって冷静だった。

「そっ、そんな落ち着き払わないでくれよっ！」

「焦ってどうなるものでもあるまい？」

「そりゃそうだけど……」

　相馬の手が、冬馬の頭をぐしゃっと押さえた。

「焦ることと急ぐことは別物だ。深呼吸して落ち着け」

　頷うなずくと、相そう馬まの手は頭から離れた。冬とう馬まは言われたとおりに深呼吸をした。

「……急ぐぞ」

　冬馬が何度か深呼吸するのを見届けると、相馬は駆け出した。口元を引き締しめ、冬馬も続く。

　三分ほど進むと、また赤い砂さ漠ばくに出た。ビル群は見えないから、スタート地点に戻ったというわけではなさそうだ。

　彼方かなたに連なる赤い氷山が見える。

　出し抜けに、三種類の匂においが鼻孔に飛び込んできた。

「深み雪ゆきさんとあの子の匂いだ！」

「……もう一つの匂いは、卑ひ龍りゆうという魔ま物もののものか……」

　足を止めて顔を見合わせた父子は、より状況を詳しく知るべく首をもたげた。

「あの子と卑龍が、移動してる……？」

　深雪、縁ゆかり、卑龍の匂いがするのは、六キロほど先──ちょうど連なる氷山のあたりだ。

　そこから、縁と卑龍がかなりの速さで西の方向に（冬馬たちが進んでいる方向を北とした場合）遠ざかっているのがわかる。動いていないのは深雪だけだ。

　縁が敵に追われているようだった。

　くっ、と冬馬は歯は嚙がみした。

　卑龍が深雪から離れてくれたのは幸いだが、縁が卑龍と遭遇することは阻止できなかった。

　縁は力のある妖よう術じゆつ士だ。並の相手に敗れはしないだろうが、卑龍は縁を始末するために送られた魔物だという。『長おさ』が縁よりも力の劣る魔物を刺し客かくとして送るとは考えにくい。

　冬馬がこの《蘭らんの封ふう界かい》にやってきた目的は、深雪を助けることだけではない。

　敵対をやめるよう縁を説得することも、果たすべき大事な目的なのだ。

　縁が死んでしまっては、元も子もない。彼を死なせるわけにはいかない。

　相馬に向かい、冬馬はある提案をしようと口を開いた。が、相馬が先を取った。

「二手に分かれるぞ」

　相馬の言葉は、冬馬が言おうとしていた言葉と同じだった。冬馬は頷うなずいた。

「俺おれは、このまま真っすぐ深雪さんを助けに行く」

「私はあの子の援えん護ごに向かおう」

　冬馬と相馬の目には、果たすべき明確な「目的」を持った者にしか宿らない光があった。

「深雪さんを助けたら、すぐに親父おやじの方に駆けつけるよ」

「こっちが先に駆けつけてやるさ」

　笑むように牙きばを見せた相馬は、

「惚ほれた女を守れないような男にだけは、なってくれるなよ」

　そう言い残すと、縁と卑龍の匂いを追って砂を蹴けった。

　ぐんぐん遠ざかってゆく父の背中を、冬とう馬まはじっと見送った。

「親父おやじ……」

　縁ゆかりに関して、相そう馬まはほとんどなにも口にしてこなかったが、縁を死なせたくないという気持ちは冬馬よりもずっと強いはずだ。

　相馬からすれば、御み堂どう縁という存在は、過去に犯した罪に対する罰が人の形となって現れたものと言えるかもしれない。

　縁と対たい峙じするだけでも、相馬の心は斬きり刻まれるような痛みを覚えるはずだ。

　父の背中が見えなくなってから、冬馬は駆け出した。

　縁は必ず父がなんとかしてくれる。

　冬馬は、今、自分が果たすべきこと──必ず迎えにゆくという深み雪ゆきとの約束を守るために、氷山を目指して全力で走った。




　時間はわずかに溯さかのぼる。

　石碑からいくらか離れた位置で、御堂縁が胸の前で左の掌てのひらに右の拳こぶしを当てて、術を行使するための精神集中を行っていた。

　ぼうっ。縁の正面の赤い氷に、半径二メートルほどの法陣が浮かびあがった。

　法陣の中にはいくつもの複雑な紋様が組み合わされていて、全体が青く輝かがやいている。

　法陣が完成すると、縁は視線をあげた。

　法陣の直上に球状の氷が浮遊しており、中には深雪がいた。膝ひざを抱えた姿勢で、じっと目を閉じている。

「案外しぶといよね、このお姉さん」

　縁が術によって造り出した氷の檻おりは、閉じ込めた者の体力を奪う。

　並の獣じゆう人じんならとっくに死んでいておかしくないだけの時間が経過しているのだが、深雪はまだ生きていた。

　ヒーリングの究極である死の奇跡を生まれながらに使用でき、また修得困難とされる天使の鉄てつ槌ついを短期間で修得したような女だ。本人は全く意識していないようだが、戦士としての素質は計り知れない。しぶといのも当然といえば当然か。

　生きたまま深雪を返すつもりなど、縁には毛頭なかった。やってきた冬馬に、深雪が死んだことを伏せたままで石碑を破は壊かいさせ、その後に深雪の死体を見せつけて、絶望を味わわせてやろうと考えていたのだ。ところが、

「お姉さんはなかなか死なないし、邪じや魔まは入るし……」

　忌ま忌ましげに縁は呟つぶやく。

『長おさ』の刺し客かくが、自分を狙ねらってこの空間に現れたことを縁は察知していた。空間内の随所に放しておいた偵てい察さつ用の蟲むしが知らせてきたのだ。

「かなり厄やつ介かいそうな魔ま物ものだ……とうとう『あの男』も、僕ぼくを本気で殺す気になったってことだね……」

《蘭らんの封ふう界かい》に入り込んだことで、縁ゆかりは、『長おさ』──桜さくらの逆げき鱗りんに触れた。

　卑ひ龍りゆうの侵入を察知した時から、縁は小刻みにだが震ふるえていた。武者震いではない、純粋な恐怖による震えだ。

　敵対してはいるが、縁は桜を倒せるなどとは思っていない。誰だれがどう闘たたかったところで、桜に勝てる者などいはしないのだ。

　だが、せめてあの綺き麗れいな顔を、苦痛でも屈辱でもいいから一度歪ゆがめてやらないことには、気がすまなかった。

　手をぎゅっと握り、唇くちびるを嚙かむと、縁は浮遊する氷を降下させた。

　ゆっくりゆっくりと、氷は法陣の中へと沈んでゆく。

　卑龍に襲しゆう撃げきされた際に深み雪ゆきを殺されないための処置として、目の届かないところに隠そうというのだ。

　冬馬を利用してから絶望させるためには、深雪の死体が綺麗なまま残っていなければならない。卑龍にやられて死体がぐちゃぐちゃにされてしまっては、元も子もない。

　深雪を封じた氷が法陣の中に半分ほど沈んだ時、生なま温ぬるかったあたりの気温が、いきなり炎天の砂さ漠ばくのように熱くなった。顔をしかめた縁は、背後に気配を感じて振り返った。

　揺らぐ陽かげ炎ろうの向こうに、三つ首の龍がいた。

　全身を覆おおう鱗うろこは赤く、三つの首はそれぞれ長い。後ろ脚だけで立っており、首をもたげた体長は優に七、八メートルはある。白い牙きばの並ぶ口からは、火の粉が漏れていた。

　名うてのレッドウルフを母体として造られた卑龍──赤せき龍りゆうだ。

「来たね」

　縁はもう震えてはいなかった。縁が恐怖を感じているのは、あくまでも桜だ。その刺し客かくなど怖くはない。

　縁は、音もなく宙に浮いた。

「場所を変えて闘おうよ。ここはちょっと都合が悪いんだ」

　深雪を封じた氷は、まだ法陣の中に沈みきっていない。

　縁の言葉の意味などわからなかったのだろう。赤龍は三つの首を不思議そうに傾かしげた。

「ついてきなよ」

　縁が空中で身を翻ひるがえすと、赤龍は広い翼つばさをはためかせた。

　飛ひ翔しようの術で空を渡る縁の速さは、放たれた矢にも匹ひつ敵てきするが、赤龍はまったく遅れることなくついてきた。

「あんな魔物に、殺されたりなんかするものか。返り討ちにして、『あの男』を悔しがらせてやる……！」

　あごの下に流れた汗を手の甲で拭ぬぐいながら、縁ゆかりは独白した。

（おまえは要らぬ物だ。消えろ）

　不意に桜さくらの声が耳の奥に甦よみがえり、縁は切れるほどに強く下した唇くちびるを嚙かんだ。

（おまえは要らぬ物だ。消えろ）

　その言葉が頭の中で繰くり返される。耳を塞ふさいでも消えず、縁はいつの間にか涙ぐんでいた。




『院いん』の結界区域で縁を育てたのは、桜と数名の世話役たちだった。

　不完全な不老不死の術の影えい響きようにより、異常な早さで成長してゆく縁は、世話役たちの目には化け物としか映らなかった。

　彼らにとって縁の世話をすることは、「子供を育てる」ではなく、「化け物を飼育する」と同義だったのだ。

　口に出して縁を「化け物」呼ばわりする者はいなかったが、子供は敏感だ。大人たちの態度や表情で、縁は自分が忌み嫌きらわれていることを悟るようになった。

　そんな中、桜だけが優しく接してくれた。

　身体からだの成長に伴って魔ま力りよくを強めてゆく縁に、桜は妖よう術じゆつを教えた。

　術を一つ覚える度に、桜は喜び、頭を撫なでてくれた。

　桜の綺き麗れいな手で撫でられることが、縁は大好きだった。

　桜に褒ほめてもらいたい一心で、縁はどんどん術を修得していった。

　縁にとっては、桜こそが親だったのだ。

　同じように結界区域で育った由ゆ花かと縁の決定的な差は、由花を育てた里り穂ほの愛情は「本物」だったが、桜の愛情は「偽り」であったということだ。

　術を修得してゆくうちに結界すら自由に通り抜けられるようになった縁は、世話役たちの目を盗んでは度々外へ出るようになった。

　その日も、縁は結界を抜け出し、外を散策していた。

　梅の花が咲き始めた三月──今から十カ月ほど前のことだ。

　その日は休日で、街には親子連れの姿が多く見られた。両親に抱かれたり、手を引かれたりしている子供たちを見ているうちに桜が恋しくなった縁は、『院』に戻ることにした。

　その帰路で、縁は一人の青年と出会う。白髪に褐かつ色しよくの肌はだ、紫の瞳ひとみの青年──香か沙ざ薙なぎ桂けいだ。

「『あの男』を……桜を親と慕したっているのか？」

　青年は、いきなりそう問いかけてきた。

──なんだ、こいつ？

　訝いぶかしみながら縁が頷うなずくと、青年は大声で笑った。バカにされたと思い、縁はムッとした。

「おまえは、自分の出生も、なんの目的で飼われているのかも、なにも知らないのか？」

「……？」

「教えてやるよ。おまえの出生を……桜さくらがおまえになにを求めているのかをな」

　青年は、縁ゆかりに語って聞かせた。

　縁が桜によって母親の死体から引きずり出されたことや、二十六年もの間『鏡かがみ』に封じられていたこと。そして桜の望みのために不老不死の術を施されたことを。

　愕がく然ぜんとなった縁を、青年の紫の瞳ひとみが冷たく見下す。

「[image: 噓]うそだ！　桜様がそんなことするもんか！」

「[image: 噓]だと思うのなら、直接奴やつに問いただしてみるんだな。そして決めろ。このまま奴の道具で終わるか、奴を倒して新たな道を切り開くか……二つに一つだ」

　言い残し、青年は忽こつ然ぜんと姿を消した。

「……[image: 噓]だ！」

『院いん』へ急ぎ戻った縁は、桜に詰め寄った。

「あいつの言ったことは、全部[image: 噓]だよね!?　桜様が僕ぼくを道具にしようとしてるなんて、全部[image: 噓]だよね!?」

　すがりついた縁の手を、桜は冷たく払って穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「[image: 噓]ではない、と言ったら？」

「信じないよ！　だって桜様は僕の……僕は桜様を……」

　桜の手が縁の髪を撫なでる。泣く子をなだめる母親のような口調で、彼は言った。

「縁ゆかりよ。おまえは余の物にすぎぬ。物を子として愛する者などいはしない。物が親の愛など求めるな」

　縁は目を見開いた。縁の心に、パキッと乾いた音をたててヒビが入った。

[image: ]

「が、おまえには物としての価値もなくなった。燐りんが余に告げたのだ。おまえに施した術はやはり失敗だった、とな」

「え……？」

「おまえの肉体は、急激な成長を遂げた影えい響きようで、近い将来に崩ほう壊かいを始める」

　桜さくらの言葉は、縁をくずおれさせた。

　急激な成長と異常な再生能力を縁に与えた不完全な不老不死の術は、同時に短命という宿命をも与えていたのだ。

「余が求めているのは、老いることのない……永遠を生きることのできる肉体だ。短命のおまえは、要らぬ」

　縁の瞳ひとみから、ポロポロと大粒の涙が零こぼれた。

　これまで信じてきたもののすべてが、音をたてて崩れ去った。

「僕ぼくはずっと桜様だけを慕したってた！　誰だれも僕に優しくしてくれなかったけど、桜様だけは優しくしてくれたから……僕は……！」

「おまえは要らぬ物だ。消えよ」

　その言葉は突き放すような声ではなく、優しい声で紡がれた。

　縁は、泣き叫びながら『院いん』を飛び出した。

　桜は自身で追ってくることもなければ、追っ手を差し向けることもしなかった。

　追われないことが「不要」の証明のように思えて、縁の胸はさらに痛んだ。

　どれだけさ迷ったか──泣き疲れ、虚うつろな目で空を仰いでいた縁の前に、二人の男が現れた。香か沙ざ薙なぎ桂けいと、陣じん内ない甲こう牙がだ。

　香沙薙は復ふく讐しゆうと異母妹を取り戻すために、陣内は絶対的な強さの証明を得るために、桜に挑もうとしていた。

　この時、縁の心に残っていたのは、桜への憎悪と「愛情」への反発心だけであった。

　縁が、この世で唯一信じてきた「桜の愛情」は、偽りだったのだから。

　縁は、香沙薙たちと手を組み、桜と敵対することを決めた。

　といっても、どちらも仲間と呼べるような存在ではない。

　香沙薙にしろ陣内にしろ、信じているのは自分だけ、というような男だったし、縁に人を信じる心など残ってはいなかった。

　縁は、香沙薙から本物の両親についての話を聞かされた。

　母を殺したのは月つき森もり相そう馬まという男だった。父は復讐者となり、月森相馬の息子──冬とう馬まに返り討ちに遭い、死んだ。

　実の両親に執着などなく、縁ゆかりが相そう馬まや冬とう馬まを親の仇かたきと憎むことはなかったが、冬馬は敵視の対象になった。敵意の正体が羨せん望ぼうや嫉しつ妬とであることに縁は気づいていたが、意識して「気づいていない」と思い込もうとした。

　愛情を幻だと否定するのは、一種の自己暗示のようなものなのだ。

　縁が敵意を抱いているのは、冬馬だけではない。深み雪ゆきや由ゆ花か──愛情に恵まれ、幸せそうな顔をしている人間は、みんな許せなかった。




　唇くちびるを嚙かみ、涙ぐんでいた縁は、耳を塞ふさぐのをやめて袖そでで乱暴に目を拭ぬぐった。

　赤らんだ瞳ひとみには、激しい怒りの炎が渦うずを巻いていた。

　眼下に開けた氷原を発見した縁は、飛ひ翔しようの術を解いて降り立った。

　広さは、石碑が建っていた場所とそう変わらない。

　縁を追い続けてきた赤せき龍りゆうが、縁の正面に思いのほか静かに舞い降りた。とたん、あたりに熱気が広がり陽かげ炎ろうが昇った。

「僕ぼくはあの男の物なんかじゃない……刃向かうことだってできるんだってことを、見せつけてやる……！」

　数百、いや、千に及ぶ膨ぼう大だいな数の光る蝶ちようが、縁の周囲に浮かびあがった。




　赤い草原で死し闘とうが繰くり広げられていた。

　追い込まれているのは、鷹たか秋あきと真ま矢やの方だった。

　鷹秋の灰色の体毛も、真ま矢やの白い体毛も、血で汚れきっている。が、[image: 翠]すい龍りゆうの鱗うろこには傷の一つすらついてはいなかった。

「くそったれがあっ！」

　鷹秋が、がなって青龍刀を振るう。直線上の草を刈り取りながら、獣じゆう鳴めい斬ざんが迸ほとばしる。が、[image: 翠]龍は音を超える速さで容易たやすくそれを避よけた。

　背後に殺気が走る。振り返ろうとした鷹秋だが、[image: 翠]龍の攻こう撃げきの方が速かった。

　[image: 翠]龍を中心に風が渦うずを巻く。鋼こう鉄てつをも裂く風の刃やいばを放つつもりだ。が、風が刃となって鷹秋を襲おそうギリギリ手前、

「凍れ！」

　真矢の腕から、四本のフリージングチェーンが空を裂いて[image: 翠]龍に伸びた。フリージングチェーンの軌道上にあった赤い草が、鎖くさりが放つ冷気に当てられて瞬しゆん時じに凍る。

　目にも留まらぬような高速攻撃だが、空間転移で避けられてしまった。

　上空に転移した[image: 翠]龍は、見えざる風の刃を撃うち放ってきた。

　かわせず身を刻まれ、鷹秋と真矢は鮮せん血けつを散らして膝ひざをついた。

「野郎……」

　出血の多さと、獣じゆう鳴めい斬ざんを連発したことによる疲労で、鷹たか秋あきの目はかすみ始めていた。

「一発当てりゃあ、こっちの勝ちだってのに……」

　鷹秋の獣鳴斬も真ま矢やのフリージングチェーンも一いち撃げき必殺の技だが、いくら威力があっても当たらなければ意味がない。

「……どうする？」

　肩を上下させ、鎖くさりを構え直しながら真矢。

「どうするって訊きかれたってよ……俺おれは頭使って闘たたかうのは得意じゃねえんだ」

　ぶっきらぼうに鷹秋が返すと、真矢はふんと鼻を鳴らした。

「そんなんだからダブるんだ」

「まだ、それを言いやがるか」

　チッ、と鷹秋は舌打ちした。いつもならば、「しつこいっ！　俺がダブったのは出席日数が足りなかったせいだ！」と怒鳴るところだが、今は、そんな無む駄だなことに体力を使っている場合ではない。

「おまえこそ、なんか他ほかに気の利いた技とかねえのかよ」

「あるけど、ない」

「なんだ、そりゃ？」

「冷気の技なら、他にいくつかある。けど最速の技はフリージングチェーンだ。これが当たらない以上、他の技じゃ絶対に当たらない」

「……心強い返事だぜ」

　超音速と空間転移。この二つの能力を合わせ持つ[image: 翠]すい龍りゆうを捉とらえることは、限りなく困難だった。

　[image: 翠]龍が消えた。

「来やがるぞ！」

　鷹秋が叫び終わらないうちに[image: 翠]みどりの稲いな妻ずまが迸ほとばしり、隣となりにいたはずの真矢がいなくなった。

　絶句しつつ視線を走らせると、五十メートル以上離れた場所に、真矢が仰あお向むけに倒れていた。

　鷹秋には、なにが起きたのかまるで視認できなかった。

「真──」

　相棒の安否を気遣う間もなく、鷹秋の視界の隅に[image: 翠]が閃ひらめいた。次の瞬しゆん間かん、鷹秋は身体からだ中の骨がバラバラになりそうな衝しよう撃げきを受けて宙高くに吹っ飛ばされた。[image: 翠]龍が体当たりを仕掛けてきたのだ。

　地面に受け身も取れずに叩たたきつけられ、鷹秋は喀かつ血けつした。

「……今のは、効いたぜ……」

　身体中が痺しびれ、息もまともに吸えない。それでもなんとか立ったのだが、風の刃やいばに背中と胸を斬きられた。

　倒れかかった鷹秋だが、吹っ飛ばされても手放さなかった青龍刀を地面に突き刺し、杖つえ代わりにしてこらえた。

　気力で耐えたわけだが、それをあざ笑うかのように、[image: 翠]すい龍りゆうは再び超音速の体当たりを仕掛けてきた。

　痛烈な一いち撃げきを今度は背中に浴び、鷹たか秋あきは前方に吹っ飛ばされた。青龍刀が手から離れて持ち主とは反対方向に飛んでいった。

　顔面から落ち、鷹秋は声にならない呻うめきを漏らした。

　かすんでいた視界が、完全に真っ白になった。

　それでも意識を失わなかったのは、奈良での修行と生来の頑がん強きようさの賜たま物ものだろう。

　ひゅーひゅーと笛の音のような呼吸を繰くり返しながら、鷹秋は思考を巡らせた。

　といっても思考は統一されておらず、てんでバラバラなことしか考えられなかったが。

（真ま矢やはくたばってねえだろうな？）

（みやげ渡したらすぐに帰るって言ったからな……また睦むつ美みに怒られちまうな）

（あんなスピード反則だぜ、畜生……）

（同どう棲せい生活ってのは、楽しいのかな……？）

（あの攻撃をどうやってかわす？　どうすればこっちの攻撃を当てられる？）

（やべえ、睦美に怒られる……）

（月つき森もりの野郎、毎日深み雪ゆきさんの手料理食ってんだろうな……前に食わせてもらったクリームシチュー、美味うまかったよな……）

（睦美に怒られる……）

（あんだけ修行したってのに、結局やられ役かよ……）

（睦美に怒られる）

（冗談じゃねえぞ。ザコキャラで終わるなんざ、まっぴらだ！）

（睦美に怒られる）

（睦美に──）

（睦美──）

「睦美……」

　バラバラだった思考が、「睦美」を中心にようやくまとまってきた。

　鷹秋はカッと目を開き、大きく息を吐いた。

　脳天から爪つま先さきに至るまで身体からだは痺しびれきっていたが、呼吸もできたし、目もかすんではいるが見えた。

「こんなところでくたばっちまったら、睦美にどやされちまう」

　ここに妹がいたら、なんと言うだろうか。

（お兄ちゃん、大丈夫？）

　などと、優しく気遣ってはくれないだろう。

（あたしを天涯孤独にしたら、ぜーったいに許さないからね！　男なら、ビシッと勝ちなさい。でないと晩ごはん抜きよ！）

　そんな風に叱しつ咤たするに違いない。

　口の端をわずかにあげ、鷹たか秋あきは立った。

　余裕の羽は繕づくろいをしていた[image: 翠]すい龍りゆうの首が鷹秋に向き、不思議そうに傾いた。

「悪わりいな。生あい憎にく、頑がん丈じようと根性が俺おれの売りなんでね」

　笑むように牙きばを剝むいた鷹秋は、

「真ま矢や、いつまでも寝てんじゃねえ！　その程度でくたばるほど、てめえは可愛かわいげのある奴やつじゃねえだろうが！」

　ダウンしたままの相棒を怒鳴りつけた。すると真矢は立ちあがった。

　多少足がふらついてはいるが、致命傷は受けていないようだ。

「あいつ、身体からだに巻きつけた鎖くさりで、体当たりの衝しよう撃げきを殺そぎやがったな」

　身体的な頑強さは、真矢は鷹秋に劣る。が、鷹秋にはない冷気を操るという能力を、真矢は巧うまく防御にも生かしていた。

　[image: 翠]龍は、真矢と鷹秋を交互に見た。鷹秋と真矢の間にはかなりの距離がある。

　二人が無事であることに驚おどろいているのか、あるいはどちらを先に仕留めるかを思案しているのか。

「真矢！」

　叫び、鷹秋は胸の前でガツンと拳こぶしをかち合わせた。真矢への合図だ。

　[image: 翠]龍がとどめを刺すべき最初の目標と定めたのは、叫んだ鷹秋の方だった。

　殺意に満ちた[image: 翠]龍の目が、鷹秋を捉とらえる。

　対する鷹秋は、深くゆっくり息を吐き出しながら、腰を落として地面に拳こぶしをついた。力士のような構えだ。

　目を大きく開き、腹の底から息を絞り出し、鷹秋は獣じゆう気きを練った。

（深く息を吐きながら、今この瞬しゆん間かんに自分が生きてるってことを強く認識しろ。病は気からって言うだろ？　人間、自分が病気だと強く思い込めば、本当に病気になっちまう。逆に、俺は強い、俺は死なないとバカみたいに強く思えば、身体はそれに応こたえてくれる。どんな時も、自分が最強だと、無敵だと信じろ。戦場じゃあ、負けたと思った奴から死んでいくんだ。要するに、諦あきらめない奴が勝つってことさ）

　生と勝利への執着が獣気を練るのだと、五ご堂どうは言っていた。

　[image: 翠]龍が、首をぐっと下げて翼つばさをはためかせ始めた。体当たりをしてくるつもりだ。それも勢いをつけて。

「それでいい」

　舌なめずりした鷹秋は、練った獣気を全身に巡らせてゆく。それに従い、痺しびれきっていた身体が徐々に感覚を取り戻してゆく。

──まだ、闘やれるな？

　心の中で、鷹たか秋あきは自分の身体からだに問いかけた。

　身体は、Ｙｅｓと答えた。

「……上等」

　鷹秋は静かに目を閉じ、言った。

「──来いよ」

　[image: 翠]すい龍りゆうが消えた。

　空間転移ではない。音速を超えて一直線に迫ってくる。

　鷹秋に視認できたのは、[image: 翠]みどりが閃ひらめいた、ということだけだが、それで充分だった。

　あの身体がバラバラになりそうな衝しよう撃げきが鷹秋を襲おそった。

　身体と意識が彼方かなたに吹っ飛びかけたが、身体が吹っ飛ぶことは踏ん張ることで耐え、意識が吹っ飛ぶことは気合で耐えた。

　砕けるほどに牙きばを嚙かみ締しめ、鷹秋は両腕を[image: 翠]龍の首にまわした。

　[image: 翠]龍が仰天する気配が伝わってきた。

　肉を斬きらせて骨を断つ。それが鷹秋が選んだ戦法だった。この場合は、ぶつけさせて捕まえる、か。

　見切れないなら見なければいい。

　避さけられないなら避けなければいい。

　風ならばともかく、体当たりのような接触攻撃なら、命中の瞬しゆん間かん、相手には必ず隙すきができる。

「うおおおおおおっ！」

　雄お叫たけびをあげて身を撚ひねった鷹秋は、[image: 翠]龍を空に向かって放り投げた。

「真ま矢やあっ！」

　鷹秋が叫ぶよりも速く、真矢は動いていた。先程の鷹秋の合図は、しっかり真矢に伝わっていたのだ。

　俺おれが奴やつの動きを止める。おまえがとどめを刺せ。

　あの合図には、そんな意味が込められていた。

　あらかじめサインを決めていたわけではない。アイコンタクトのようなものだ。ともに苦行を乗り越えてきた二人だからこそできた──これも立派な技である。

「凍って──」

　真矢の腕から、フリージングチェーンが[image: 翠]龍めがけて走った。

　真っすぐに、あるいは複雑に軌道を変えて、空を縦じゆう横おう無む尽じんに裂いた四本のフリージングチェーンは、一本足りとも外すことなく[image: 翠]龍に突き刺さった。刹せつ那な、[image: 翠]龍は氷の彫像と化す。

「──砕けろ！」

　フリージングチェーンはそのまま止まることなく突き進み、かつて[image: 翠]すい龍りゆうであった氷の彫像を粉々に砕き、ただの氷のかけらにした。

「ふん」

　真ま矢やが鼻を鳴らすと、フリージングチェーンはダイヤモンドダストに還かえった。

「ざまあみやがれってんだ」

　地面にあぐらをかき、鷹たか秋あきは両方のももをバシッと叩たたいた。とたん、クラッときた。

　当然だろう。獣じゆう鳴めい斬ざんの連発による消耗、出血、それに超音速の体当たりが三発。いかに鷹秋が頑がん丈じようでも、これで起きていられるはずがない。

　視線は強制的に空に移され、鷹秋の意識は遠のいていった。

「南なん原ばら！」

　意識が闇やみに落ちる間際、真矢の声が「お兄ちゃん！」という睦むつ美みの声に聞こえ、鷹秋は「ううっ」と呻うめいた。




　月つき森もり家のリビングは、静まり返っていた。

　沈ちん黙もくの中、煙を吐く静しず華かの息の音が、由ゆ花かにはやけにはっきり聞こえた。

　深み雪ゆきが攫さらわれ、それを冬とう馬またちが助けに向かったという話を聞いても、静華は取り乱したりはしなかった。

　話を聞いている間も、沈黙している今も、平然とタバコをくゆらせている。

　一方の由花は、「姉様にも話しちゃいけない」という冬馬との約束を破ってしまったことを気に病み、しょげていた。

「で、あいつらが具体的にどこに深雪ちゃんを助けに行ったのかは、知らないんだね？」

　沈ちん黙もくを破り、タバコをもみ消しながら言うと、静華は由花が答えるよりも先にソファーを立った。

「うん……」

　由花が頷うなずくと、静華が窓をガラッと勢いよく開けた。

「きゃっ！」

　びゅう。風と雪がリビングに飛び込んできて、由花はびっくりした。

　しばらく、静華は窓を開けたまま険しい顔をしていたが、

「ダメだね。鼻にはなにも引っ掛かりゃしない」

　ぴしゃりと窓を閉めた。

「お手上げだ。援えん護ごには行けそうにない。どうやらあたしは今回、お休みだ」

　ソファーに戻ると、静華は肩を竦すくめた。

「静華さんは、どうしてここにきたの？　あっくんとみーちゃんは？」

「ああ。夏なつ彦ひこが帰ってきたからね。チビどもは押しつけてきた。この雪だろ？　早めにあんたを迎えに行っとかないと、帰れなくなるだろうと思ってね。東京の電車は雪に弱いんだ」

　静しず華かの話によると、夏なつ彦ひこは由ゆ花かと入れ替わるように帰ってきたらしい。

「どういうわけか満まん身しん創そう痍いで帰ってきたよ。額ひたいに包帯巻いてるわ、腕は骨折してるわ……日本海でなにをやってきたんだか」

「海に飛び込んだのかな？」

「詳しくは聞いてないけど、あいつならやりかねないね」

　呆あきれ顔で腕組みする静華。

　くすっと笑った由花は、表情を引き締しめ、ある決意を口にした。

「静華さん。あたし、やっぱり冬とう馬まさんをお外で待ってたい」

　決めたのだ。外で待つと。一度決めた以上は曲げたくない。外が吹雪ふぶきであったとしてもだ。

「惚ほれた男の帰りを吹雪の中で待つ……か。頑がん固こなところもそうだけど、情熱的なところまで深み雪ゆきちゃんに似てきたね」

　苦笑する静華。由花は笑って首を振った。

「静華さんに似てきたんだよ、きっと。だって母娘おやこだもん」

　ほんの一いつ瞬しゆん、静華は切れ長の目を大きくしたが、すぐに元に戻って「そうだね」と頷うなずいた。

「意地でも外で待つつもりかい？」

「うん」

「しょうがないね……この子は……」

　立った静華は、ポケットから車のキーを取り出してクルッと指で回した。由花が以前に水族館でおみやげに買ったイルカのキーホルダーが付いている。

「外で待つ条件は二つ。一つは、車の中で待つ。もう一つは、あたしも一緒に待つ。いいね？」

「うんっ！」

　異存はない。由花は元気よく頷き、ソファーからピョンと飛び降りた。




　冬馬は当惑していた。

　深雪の匂においをたどってたどり着いたのは、だだっ広い山間の氷原だった。

　そのほぼ中央に、黒曜石でできたような背の高い石碑が建っているのだが、深雪の姿はどこにも見えない。

「匂いはするのに……！」

　それが冬馬が当惑している理由だった。姿はないが、深雪の匂いはするのだ。すぐ近く──どんなに遠いとしても、この氷原のどこかに深雪はいるはずなのだ。なのにいくらあたりを見まわしても、石碑以外にはなにも見えない。

「術でどこかに隠されているのか……」

　深み雪ゆきの匂においそのものが、術によって造られた偽物ということも考えられる。

　いずれにせよ、術者ではない冬とう馬まに深雪を発見することは困難だった。

　氷原の氷を破は壊かいして探すという手段もあるが、それで深雪を巻き込んでしまったら洒落しやれにもならない。

「くそっ」

　当惑は苛いら立だちに変わり、冬馬は側そばに建っていた石碑をドンと叩たたいた。その瞬しゆん間かん、

（──てください）

　どこからか女の声がした。

「……？」

　はっきり聞き取れたわけではないが、深雪の声ではなかった。

「どこから聞こえたんだ……？」

　石碑に手をついたまま首を捻ひねっていると、また女の声がした。

（──を破壊してください）

　どこから声が聞こえてきたのか、今度はわかった。頭の中に直接響ひびいてきたのだ。

「まさか、この石碑が話しかけてきた……のか？」

　まじまじと石碑を見つめていると、目の端に青い閃せん光こうが映り、直後に雷が間近に落ちたような凄すごい音がした。否、実際に雷が落ちたのだ。

　その落雷とともに、銀の鱗うろこに覆おおわれた異形が現れた。

　それが響ひびきが卑ひ龍りゆうと呼んでいた魔ま物ものだと、すぐにわかった。

　二本の脚で立ってはいるが、翼つばさも頭部も龍そのものだ。

　身体からだは冬とう馬まよりも二回りほど大きく、前脚の先からは剣のような長い爪つめが伸びていた。前脚というよりは、腕と表現した方がいいだろうか。

　母体となったのは、静しず馬まと同種──銀ぎん狼ろうの男だ。一流の戦士ではあるが、獣じゆう聖せいではない。

　銀狼を母体とした卑龍──銀龍の鱗うろこからは、バチッ、バチッ、と青白い雷光の火花が散っている。

「……響さんの言ったとおり、かなり手て強ごわそうだ」

　銀龍の脚がふわりと氷の大地から離れた。一度翼をはためかせ、凄すさまじい勢いで真っすぐに突っ込んでくる。赤い陽光を照り返し、剣のような爪がうんざりするぐらい鮮あざやかに光った。

　受けにまわらず冬馬も地を蹴けった。銀龍の速さは並ではないが、冬馬の速さはそのさらに上をゆく。氷原を超音速で駆け抜けた黄金の影は、銀龍の懐ふところに飛び込むと、光に包んだ渾こん身しんの拳こぶしをその胸に叩き込んだ。

　貫くどころかバラバラに吹っ飛ばしてもおかしくないだけの威力が冬馬の拳にはあった。が、冬馬の拳は銀龍の胸を貫くどころか、傷つけることさえできなかった。

　逆に、硬い物が砕ける音が響ひびいた。

「──っ！」

　砕けたのは、冬とう馬まの拳こぶしだった。拳だけではない。左腕の骨は肘ひじのあたりまで粉々に砕けてしまった。上腕骨にもヒビが入っている。

　目を剝むいた冬馬を引き裂くべく、銀ぎん龍りゆうの爪つめが走った。横っ跳びでそれをかわした冬馬は、咆ほう哮こう衝しよう撃げき波を放って銀龍を吹っ飛ばした。ダメージにはならなかったが、間合いを稼かせぐことはできた。

「なんて硬い鱗うろこだ……」

　目を見開いたまま、冬馬は左腕をつかんだ。鋼鉄も金剛石ダイヤモンドも比較にならない硬度だ。

　すぐさま起きあがった銀龍は、やけに長い舌でベロリと舌なめずりをすると、口こう腔こうをカッと開いた。青白い雷光が、その口内に満ちてゆく。

　カッ。発射された雷光が、冬馬めがけて迸ほとばしった。

　跳ちよう躍やくして冬馬はそれを避よける。防御力はともかく速さでは冬馬の方が数段勝る。爪の攻撃にしろ雷光にしろ、見切ってかわすことは難しくない。

　雷光は冬馬の背後にあった石碑にぶつかり、拡散した。

「壊こわれない……あの石碑も随分硬いな」

　宙空で呟つぶやいた冬馬は、踵かかとの下に小さな獣じゆう気きの塊を生み出すと、それを強く蹴けって上空から銀龍に仕掛けた。

　右手に意識を集中し、刃渡り一メートル半ほどの剣を、光を具現化して造る。

　弾丸のように銀龍に肉にく薄はくした冬馬は、裂光の剣を銀龍の首に見舞った。が、刃やいばはガツッと鱗に阻はばまれてしまった。

　銀龍が首をもたげて雷光を放つ。

　銀龍の頭を蹴って雷光をあさっての方向にそらした冬馬は、背後に着地し、続けざま背中に回し蹴りを加えて銀龍を弾はじき飛ばした。冬馬自身も後方に跳び退のく。

「やっぱり、こいつでもダメか……」

　首を刎はねるどころか、裂光の剣の方がボロボロになってしまった。

「どう、攻める？」

　先程の拳けん打だは、スピードの乗った最高の一撃だった。裂光の剣にも必殺と呼べるだけの威力がある。それが効かないのだから、中途半端な攻撃は無意味だ。

　剣から前方に視線を移す。十メートルほど離れた位置に銀龍が、その少し後ろには石碑が見える。

　冬馬は小さな舌打ちをした。

　鱗に覆おおわれていない部分を狙ねらおうと考えたのだが、鱗は銀龍の全身をくまなく覆っている。

「ありったけの力を放出して吹き飛ばすか……けど、そんなことをしたら……」

　いかに鱗うろこが硬いといっても、冬とう馬まが全力を収束して撃うてば倒すこともできるだろう。しかし、そんなことをすれば余波が深み雪ゆきを傷つけてしまう恐れがある。この氷原のどこかに、彼女が閉じ込められているかもしれないのだ。

　三度雷光を吐くべく、銀ぎん龍りゆうが口こう腔こうを開く。

　冬馬は、鱗に覆おおわれていない部分を見つけた。

──あそこを狙ねらえば……！

　裂光の剣を消すと、冬馬は雷光が発射されるよりも速く駆け出した。

　一気に間合いを詰められれば良かったのだが、そううまくはいかなかった。

　肉にく薄はくまであとわずかというところで撃うち出された雷光を、冬馬は右の掌てのひらで受け止めた。衝しよう撃げきが腕を伝って全身を揺さぶったが、冬馬は構わず突き進んだ。

　激しい火花を散らして、雷光は冬馬の掌で拡散してゆく。

　銀龍の眼前まできた冬馬は、握った拳こぶしを銀龍の口に無理やり突っ込んだ。

　喉のどの奥まで突き入れると、拳を開いて力を放つ。

　瞬しゆん時じに銀龍の体内を黄金の光が満たし、無敵の鱗に覆われた異形は、身体からだの内側から爆ばく発はつした。無敵の鱗も、体内にまで張り巡らされてはいなかった。

　閃せん光こうが広がる。銀龍を吹き飛ばした冬馬の力は、そのまま真っすぐ迸ほとばしり、銀龍の後方にあった石碑を直撃した。

　思いがけない二次爆発が起き、石碑が粉々に砕け散った。

　飛んできた破片を手で弾はじくと、冬馬はふうっと息を吐いた。

「あの雷光の威力がたいしたことなくて良かったな……」

　でなければ、あれだけの至近距離で受け止めて無事でいられるはずがない。右腕は痺しびれきっているから、まるっきり無事というわけではないが。

「それにしても、あの石碑はなんだったんだろう……？」

　さもいわくありげに建っていたうえに、女の声まで聞こえてきた。

『長おさ』に関係していることは間違いないのだろうが。

　気にはなるが、まずはとにかく深雪だ。

　再度、彼女の匂においを確認するべく首をもたげようとした冬馬は、意志とは無関係に両りよう膝ひざをついた。

「え……？」

　いきなり、両足から力が抜けたのだ。さらに激しく咳せき込み、冬馬は膝だけでなく右腕を氷の上についた。が、痺しびれていた腕で身体を支えることはできず、そのまま突っ伏すはめになった。

　戦せん闘とうによるダメージではない。『久く遠おんの月つき』の副作用だ。

「深雪さんがすぐ近くにいるかもしれないっていうのに……！」

　呻うめきながら顔をあげた冬とう馬まは、そこに一人の女が立っていることに気づいた。

「深み雪ゆきさん……？」

　いや、違う。

「母様……？」

　かすんだ冬馬の目に、その女は詩し織おりのように見えた。

　身を屈かがめた女の手が、そっと冬馬の顔に触れる。

　女が優しく微笑ほほえんだと思うと、冬馬の意識は遠のいていった。













　　　　第四章　聖夜（Ⅳ）







　目を開けた冬とう馬まは、自分が意識を取り戻していないことをその瞬しゆん間かんに悟った。

　赤い氷原の上に、冬馬は人の姿で立っている。それは先程までとなんら変わらない光景だったが、実は決定的に違っているということを、冬馬は誰だれに教えられることもなく理解していた。

　夢の世界なのだ。ここは。

　冬馬は夢を見ている──否、見させられているのだ。

　目の前の女によって。

　母に似ていると感じたが、女の容よう貌ぼうは母とは似ても似つかなかった。

　髪と瞳ひとみが真紅の、美しい女だ。裾すそと袖そでのゆったりした和服に似た衣い裳しように身を包み、肌はだの白さは処女雪を思わせる。清流のように流された真紅の髪が肌の白さを際立たせ、彼女の端正な顔をより美しく映えさせている。

　彼女が、意識を失った冬馬を夢の世界へと連れ込んだのだ。

　まるで魅み了りようの術に捉とらえられたかのように、冬馬は女を警けい戒かいしなかった。

　容よう貌ぼうは詩し織おりに似ていないというのに、それでも女と詩織が似ているように感じられた。身に纏まとっている空気とでも言うのだろうか──それがよく似ているのだ。

　女が微笑ほほえむ。冬とう馬まは少しだけ頰ほほを赤くした。ここに深み雪ゆきがいたら、白い頰をぷうっ膨ふくらませていたかもしれない。あれで結構なやきもち焼きなのだ。

「石碑に触った時、俺おれに話しかけてきたのは、あなたなんですね？」

　微笑んだまま、女は頷うなずく。

「私の名は、蘭らん。『長おさ』と呼ばれる者によって、石碑に精神を封じられていた者です」

　女──蘭の声は、容貌に劣らず美しかった。

「蘭……」

　女の名を聞き、冬馬は広大な異空間が《蘭らんの封ふう界かい》と呼ばれていた理由を知った。蘭を封じた世界──すなわち、《蘭の封界》。

「精神体であるために、私は夢の中でしかあなたと面と向かうことはできません。非礼を許してください」

「あなたは、一体……？」

「私は、龍りゆう人じんです」

「龍人？」

　聞き覚えのないその単語を、冬馬はおうむ返しにした。

　蘭がゆっくりと歩み寄ってくる。白い両手が冬馬の頰に触れた。精神体であるにもかかわらず、蘭の指には温ぬくもりがあった。

「現世を見つめ続けながら、あなたを……あなたのような人を、ずっと待っていました。運命が導みちびいた縁えにしと信じ、どうか真実を受け取ってください……」

　頰に触れる手で冬馬の顔を少しだけ下げさせると、蘭は冬馬の額ひたいに自らの額を重ねてきた。

　見開かれた冬馬の目に、過去が映った。




　遠い昔──まだ森しん羅ら万ばん象しように精せい霊れいが宿ると信じられていた時代──ある姉弟がいた。

　龍に身を転じる力を持った姉弟は、龍人と呼ばれていた。

　姉の名は、蘭。弟の名は、桜さくら。髪と瞳ひとみが真紅の、美しい姉弟だった。

　天を焦がし、大地や海をも裂く強大な力の持ち主であった二人は、自分たちの力が人に仇あだを為さないよう、人との関かかわりを絶って暮らしていた。

　人の時代が大名たちが国の覇は権けんをかけて争う戦国乱世を迎えた頃ころ、獣けものに身を転じる力を持った人々──獣じゆう人じんが、その力を振るって人に仇を為すことが増えた。ある者は武士として、またある者は凶賊として。

　それに眉まゆをひそめた蘭は、獣人たちが人に仇を為さないよう、彼らを束ねるための組織を桜とともに作った。それが『院いん』だ。

　蘭らんと桜さくらは、獣じゆう人じんを統すべる『長おさ』となった。

　それから数百年、徳とく川がわの世も後期を迎えた頃ころ、蘭と桜の身に異変が起こった。

　それまで若さを保ち続けていた肉体に、老化が始まったのだ。いかに強大な力、長い寿命を持っていたとしても、龍りゆう人じんも生物だ。その命はいつかは朽ちる。蘭はこれも運命だと老いを受け入れたが、桜は違った。

「老いなど……朽ちて死ぬことなど、受け入れられるものか！」

　桜は老いを拒絶した。彼は、自分たち龍人こそがすべての生物の頂点に立つ神だと思い込んでいたのだ。

　老いも初めはささやかなものだった。力がわずかに衰え、髪が一房白くなっただけだったのだが、それが生来強かった桜の自己愛を暴走させた。

「龍人が……神が老いることなどあっていいはずがない！　永遠を手に入れるのだ……！」

　桜は、躍やつ起きになって不老となる手段を見つけようとした。様々な術を編み出しては、無む辜この人々を実験台として犠ぎ牲せいにした。

　が、成果が実ることはなく、苛いら立だちを晴らすはけ口として人々を虐殺することさえあった。

　蘭は何度となく説得を試みたが、桜は聞き入れようとはしなかった。やがて蘭は、『院いん』の『長』として、自らの手で弟を討つことを心に決める。

「桜……我々龍人は、神などではないのです。力があるというだけで、他ほかの生き物となんら変わらないのです。我らも人も、その命は等しいもの……人を殺あやめることをやめなさい」

　それは最後の説得だった。が、桜が応じることはなかった。

「龍人が他の生き物と同じ!?　気でも触れられたというのですか、姉上？　我らこそが神……神には、無限の力と永遠の命が必要なのです。愚かで脆ぜい弱じやくな人間など、我らの贄にえでしかないのですよ！」

　そう言って、桜は笑った。彼の強烈な自己愛は、もはや狂気と化していた。

「やむをえません……『院』の『長』として、あなたを討ちます」

「姉上がこうも愚かとは……もはやあなたを姉とは思わぬ！」

　蘭と桜。龍人の姉弟は、壮絶な闘たたかいを繰くり広げた。

　敗れたのは、弟を殺したくないという気持ちを捨てきれなかった蘭だった。

　蘭は深手を負って『院』を追われ、『院』は桜一人のものとなった。

　獣人や術者を手足の如ごとく扱える『院』は、桜にとっては都合のいい組織であった。

　傷ついた蘭は、桜の手を逃れるために、ある隠れ里に逃げ延びた。

　その里こそが、白髪に褐かつ色しよくの肌はだ、蒼あおい瞳ひとみを持つ一族の里──香か沙ざ薙なぎの里だった。

　香沙薙の一族に匿かくまわれた蘭は、傷を癒いやすうちに里の男と情を交わすようになり、やがて男との間に一人の子供をもうけた。

　紫の瞳を持って産まれたその男の子は、桂けいと名づけられる。

　桜さくらと二人で人と関かかわらぬように生き、『長おさ』となってからは獣じゆう人じんを束ねることに心を砕いてきた蘭らんは、この里で初めて幸せを知った。

　桜のことを忘れ、このまま夫や息子とともに里で暮らしていたいと、桂けいに乳を含ませながら切に願う蘭だったが、その願いが叶かなうことはなかった。

　未来を視みる力を持っていた夫が、蘭に告げたのだ。

　近いか遠いかは定かではないが、将来、桜が自らの精神を桂の肉体に移そうとするだろう、と。

　獣じゆう人じんと香か沙ざ薙なぎの一族。混ざり合った二つの血が、望まぬ奇跡を起こした。

　永遠の若さと、龍人をも凌りよう駕がするほどに強大な潜在的な力。

　その二つを、桂は紫の瞳ひとみとともに生まれ持ってしまったのだ。

　老いることのない肉体と絶対的な力。どちらも桜が固執していたものだ。

　蘭は愕がく然ぜんとなった。

「未来視は絶対のものではない……絶対に、変えてみせる！」

『院いん』の『長』としてではなく、子を守ろうとする一人の母親として、蘭は再び桜に挑いどむ決意をする。

　桜に挑む前に、蘭は秘術を用い、五つの武具を造った。

　魔ま剣けん・絶ぜつ。狼ろう魂ごんの槍やり。迦か陵りよう頻びん伽が。朱雀すざく扇せん。龍りゆう魂ごんの剣。

　これらの武具は、蘭が自らのために造った物ではない。自分が桜に敗れた場合を考えて造った物だ。

　いずれ現れるだろう、桜を討とうとする誰だれかのために。

　桂が身を守るために使ってくれれば、という気持ちもある。

　蘭自身がそれらを扱えればいいのだが、術によって造られた武具は造り手本人には扱うことができない。

　魔剣・絶だけを夫に預け、他ほかの四つを桜の目に触れぬよう隠した蘭は、桜との二度目の対決を迎える。が、獣人の精せい鋭えいを擁ようする桜の前に、蘭はその命を散らした。

　死後、蘭は精神を石碑に封じられる。

「蘭……あなたに死の安らぎは与えぬ。この地に縛しばられたまま現世を見続け、己の愚かさを呪のろうがいい」

　斬きり落とした蘭の首を手に提げ、桜は石碑の前で高笑った。




　過去を映していた冬とう馬まの瞳ひとみに、目の前の蘭が映った。

「これが私の過去……弟の凶行を食い止めることも、息子の側そばにいることもできなかった愚かな女の過去です……」

　重ねていた額ひたいを離し、蘭は微笑ほほえんだ。間近で見ると、彼女の微笑みには深い哀かなしみが含まれていることがわかった。

「あなたが『長おさ』の姉で、香か沙ざ薙なぎ桂けいの母親……」

　複雑な想おもいが、冬とう馬まの心を締しめつけた。母に似ている、と感じた目の前の女は、『長』と香沙薙桂の肉親だったのだ。

「私が、憎いですか？」

　蘭らんの問いに、冬馬は答えられない。

　敵意や憎悪はないが、彼女が桜さくらや桂の肉親だと思うと、どうしても嫌けん悪お感を感じてしまう。にもかかわらず、蘭に母を感じる気持ちは消えていなかった。

　それは、蘭が息子を案じながら死んだ母親であるからだろう。詩し織おりと同じだ。

「これから見せる過去は、あの子の……桂のもの……」

　蘭が哀かなしそうに、本当に哀しそうに目を伏せる。

　再び、二人は額ひたいを重ねた。

　冬馬の目に、紫の瞳ひとみの青年が映った。




　夏の日差しが、湖面を宝石のように輝かがやかせている。

　一人の青年が、湖畔の木に寄りかかって太刀を磨みがいていた。桂だ。

　刀身を陽光にかざし、満足げに頷うなずくと、桂は湖に目をやった。

　少女が気持ち良さそうに泳いでいる。真白い髪に、蒼あおい瞳をした少女だ。

　桂の視線に気づいた少女は、泳ぐのをやめると、桂に向かって屈託のない笑顔で大きく手を振った。幼さを残した褐かつ色しよくの肢し体たいが、湖面に負けじと輝く。

　少女の名は、燐りん。蘭が香沙薙の里を去った数年後、桂の父親が里の女との間にもうけた娘だ。桂とは異母兄妹になる。

「刀なんか磨みがいてないで、兄さんも泳ぎましょうよ！　とっても気持ちいいんだから！」

「俺おれはいいよ。ここの水はまだ冷たいだろ？　燐も早くあがらないと風邪かぜひくぞ」

　燐の誘いを桂が素っ気なく断ると、燐は口を尖とがらせて湖畔にあがった。

「だーめ、兄さんも一緒に泳ぐの！」

　燐が、桂の腕をつかんで無理やり引っ張った。

「こっ、こら」

　いきなり引っ張られた桂は、太刀を取り落としてしまう。拾おうと身を屈かがめると、燐は悪戯いたずらっぽく笑って桂の後ろにまわり込み、「えいっ！」と彼の背中を押した。

「うわっ！」

　ざぶんと湖に落ちた桂は、すぐさま顔をあげて犬のようにぶるぶると振った。

　くすっと笑って、燐も湖に飛び込む。

「燐！」

　濡ぬれた髪を撫なでつけながら桂けいが怒鳴ると、

「素直に泳ごうとしない兄さんが悪いんだからねっ！」

　燐りんはべーっと舌を出して、逃げるように泳ぎ始めた。

「待て！」

　上に着ていた服だけを脱いで湖畔に投げると、桂は燐を追った。燐はすぐに捕まった。

　つかんだ燐の腕を桂が引っ張ると、燐は自分からも桂に身を預け、彼の胸に顔を埋うずめた。

「悪い子だ。お仕置きしてやらないとな」

「どうするの？」

「……こうする」

「ふふっ……やだ、くすぐったい」

　目を細め、燐が甘えた声を出す。

「なら、もっとやってやる」

「じゃあ、お返し」

　じゃれ合うように、二人は唇くちびると肌はだを重ねた。




　時が止まったかのような隠れ里で生まれ育った二人は、この幸せな時がいつまでも続くと信じて疑わなかった。

[image: ]

　だが、二人が引き離される時は──運命の夜は、もうすぐそこまで迫っていた。




　香か沙ざ薙なぎ桂けいにとっての運命の夜は、ただ冬とう馬まの目に映し出されるだけではなかった。

　その夜に桂が見たこと、感じたことのすべてが、実感となって冬馬に伝わってきた。




　夜明け前だった。

「桂、燐りんを連れて逃げろ！」

　父の叫びに桂は振り返った。だが、焼け落ちた梁はりが邪じや魔まになって、父と義母ははの姿を確認することはできなかった。やむなく桂は、燐だけを連れて家を飛び出した。

　家は炎に吞のまれ、今にも焼け崩れそうになっていた。

「父さんと母さんが！」

「二人は後で俺おれが探して助ける。とにかく、ここを離れるんだ！」

　腰が抜けそうになっていた燐を叱しつ咤たすると、桂は強引に彼女の手を引き、炎をかい潜くぐった。

　香沙薙の里は、突然の襲しゆう撃げき者しやたちによって焼き打ちされた。

　闇やみと静寂の最も深い夜明け前を狙ねらって、奴やつらは現れた。

　奴らは、まず里の周囲に火を放った。深い森に四方を囲まれている里が火の海になるまで、時間はそれほどかからなかった。

「こっちだ！」

　火の海をかきわけ、桂は燐を連れて走った。

　肌はだがジリジリと焼け、吹き出す汗によって服や髪がへばりつく。

　もうもうと立ち込める煙を吸ってしまったらしく、燐がうずくまって咳せき込んだ。

「燐！」

「大丈夫」

　かなり苦しいのだろうが、燐は気丈に笑ってみせた。

「みんなは、無事なのかな……」

「心配するな。香沙薙の一族が、人じん狼ろう族なんかにやられるものか」

「そうだよね。みんな強いものね」

「ああ！」

　燐を安心させるために力強く頷うなずきはしたが、桂に不安がないわけではない。

　香沙薙の一族には優れた術者が多い。だが敵は、『院いん』の人狼だ。闘たたかい慣れている。いかに術の扱いに長たけていようと、実戦経験のない里の者にどれだけ闘えるかは疑問だった。

──なぜ、人狼族が俺たちを襲おそうんだ？　理由がないぞ！

　香沙薙の一族は、俗世との関かかわりを絶つために、この深い森に囲まれて里でひっそりと暮らしてきた。『院』に目をつけられるいわれなどない。

「燐りん、行くぞ」

　疲れ切っている燐を走らせるのは忍びなかったが、やむをえない。

「きゃっ」

　走りだしたとたん、燐がなにかにつまずいた。

　燐がつまずいたのは、幼女の骸むくろだった。背中と喉のどを鈎かぎ爪づめで裂かれている。

　燐が息を吞のんでよろめき、桂けいは咄とつ嗟さに腕を伸ばして支えた。

　桂と燐が、妹のように可愛かわいがっていた子供だった。この小さな里では皆が家族なのだ。

　燐は震ふるえていた。桂も震えていた。

　桂の胸にすがり、燐が喉が張り裂けそうな悲鳴をあげた。

　崩れそうな燐を強く抱き締しめ、桂は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうになった。と、

「いたぞ。瞳ひとみが紫の男だ」

「間違っても殺すんじゃねえぞ。動けない程度に痛めつけるだけでいいんだ」

　後ろから粗野な声がした。振り返ると、そこには二人の人じん狼ろうがいた。

　体毛は[image: 翠]みどりと白だが、どちらも血に染まっている。返り血──里の者の血だ。

　桂は無意識のうちに太刀を引き抜き、躍おどりかかっていた。

　白い人狼はたじろいだが、[image: 翠]の人狼は素早く反応した。[image: 翠]の人狼が放った風が、刃やいばとなって桂の褐かつ色しよくの肌はだを裂く。鋭するどい痛みが走ったが、桂は構わず突っ込み、人狼の喉を太刀で串くし刺ざしにした。

　胸をぐっと押して太刀を引き抜くと、返す刀を白い人狼の脳天に見舞った。

　紙を斬きるように、桂の太刀は白い人狼を真っ二つにした。

　魔ま剣けん・絶ぜつは、魔力や霊れい的存在をも含めたあらゆる物を斬る。父から譲ゆずり受けたこの太刀が実母の遺い品ひんであることを、桂は知らなかった。実母に関して、桂はなにも知らされていない。

　血を噴ふいて人狼たちが倒れる。返り血と自分の血にまみれた桂は、興奮に呼吸を乱した。

「みんな、みんな殺されちゃったんだわ！　父さんも母さんも、みんな！」

　抱き着いてきた燐が、火がついたように泣きじゃくった。

　みんな無事に決まってる。

　そう言ってやることは、桂にはもうできなかった。代わりに桂はこう言った。

「仇かたきは討つ。敵は一人残らず殺す！」

「ほう。凄すさまじい怒気だな。火よりも熱い」

　応こたえるように声がした。艶つやっぽいが男の声だ。

「誰だれだ！」

　誰すい何かの声を正面に広がる炎の壁かべに叩たたきつけると、炎の向こうから三つの人影が平然と歩み出てきた。

　両りよう脇わきは、黄金の体毛に身を包んだ人狼。

　中央にいたのは、炎よりも赤い髪と瞳ひとみをした美しい男だった。

　男と桂けいの紫の瞳が合った瞬しゆん間かん、桂は心臓に氷柱を突き刺されたような感覚に襲おそわれた。喉のどが干あがり、身体からだが強こわばった。

「桂よ。汝なんじを貰もらいにきた」

　男──桜さくらが婉えん然ぜんと微笑ほほえむと、両りよう脇わきに控えていた黄おう金ごん狼おおかみの一人が忽こつ然ぜんと消えた。

　危険を察知して太刀を構えようとしたが、遅かった。

　両手両足に衝しよう撃げきが走り、桂は太刀を落として前のめりに倒れた。

　傍らに立っている黄金狼が、冷然と桂を見下ろす。

　黄金狼が圧倒的な速さで動き、桂の四し肢しの骨を砕いたのだが、桂には我が身になにが起きたのか全くわからなかった。

「兄さん！」

　燐りんが駆け寄ろうとしたが、黄金狼に腕をつかまれてしまった。

「いやっ、離して！」

　髪を振り乱して振りほどこうとする燐だが、黄金狼の腕はビクともしない。

　桂は必死に腕を伸ばして太刀をつかもうとした。が、柄つかまであとわずかというところで太刀がふわりと浮いた。そのまま宙を移動し、桜の手に収まる。

「これもあの女が造った物か。このような物をいくつも遺のこしているとは、抜け目のない女よ……つくづく忌ま忌ましい」

　眉まゆをひそめ、桜が太刀の峰を指で撫なでる。

「まあよい。これも余が貰っておこう」

「貴様の望みはなんだ!?　なんのために里を襲おそった！」

「余の望みは力と永遠……そのために汝の肉体が欲しいのだ。余の精神を移す器うつわとしてな」

「器……だと!?」

「そう。香か沙ざ薙なぎと龍りゆう人じんの血が、汝に力と永遠を生きる肉体を与えたのだ。力はまだ眠っているが──」

「ふざけないで、なにが器よ！」

　腕をつかまれたままの燐が、蒼あおい瞳で桜を睨ねめつけた。

「この娘、いかがいたしましょう？」

「要らぬ。殺せ」

　桜が指示を下す。黄金狼の鈎かぎ爪づめが燐の喉に押し当てられた。

「やめろ！」

「いやあっ！」

　桂と燐の叫びが重なり、刹せつ那な、もう一つの叫びがあがった。

　全身から蒼い炎を噴ふきあがらせた、黄金狼の絶叫だった。

「ぐわああっ！　あああっ！」

　黄おう金ごん狼おおかみは燐りんの腕から手を離すと、頭を抱えてのたうちまわった。

　桂けいも、燐も、もう一人の黄金狼も、そして桜さくらも、目を見開いた。

　もがきながら、黄金狼は桜の方に近づいてゆく。

「お、『長おさ』……お助け……を……」

「見苦しい。近寄るな」

　まるで蠅はえでも追い払うように桜は手を振った。すると黄金狼を包む蒼あおい炎が真紅の炎に変わり、燃え盛った。瞬またたく間に黄金狼は灰になった。

「娘、汝なんじがやったのか？」

　放心している燐に桜が問いかける。燐は肩を抱いてぶるぶると首を振った。

「燐……」

　燐は怯おびえていた。

　否定したが、黄金狼を蒼い炎に包んだのは、間違いなく燐だ。燐には一族の中でも群を抜いた魔ま力りよくが秘められていると、父から聞いたことがある。

　燐自身も幼い頃ころからそのことに気づいていたらしく、いくら父に術を教えられても、真ま面じ目めに修得しようとはしなかった。

　人を傷つけてしまう力など要らないと、そう考えてしまう娘なのだ。

　嬉うれしそうに目を細め、桜は軽く太刀を払った。刀身が火を照り返し、光る。

　その光が目をかすめ、肩を抱いて震ふるえていた燐がハッとなった。

　桜が踏み出す。燐は意を決した表情で、桂と桜の間に立った。

「余を阻はばむのか、娘よ？」

　阻まれたことに憤いきどおるどころか、桜は笑っていた。まるで宝箱を見つけたかのような、喜びと期待に満ちた笑みだ。

　燐が両腕を広げる。人を傷つけることを嫌きらい、自らの力を忌み嫌ってきた娘が、桂を守るために闘たたかおうとしていた。

「大切な人だから……ずっと側そばにいるって決めた人だから……あなたなんかに兄さんは渡さない」

　振り返り、燐は微笑ほほえんだ。

「心配しないで、兄さん。あんな奴やつに、兄さんを渡したりなんかしない。あたしが守ってあげる」

　いつもと変わらぬ微笑みだった。屈託のないこの笑顔を、里の誰だれもが愛していた。

「健けな気げな娘だ……余は汝が欲しくなった」

　燐が向き直らぬうちに、桜の姿が消えた。

　刹せつ那な、瞳ひとみに飛び込んできた光景に、桂の血は凍った。

　桜さくらが燐りんを抱き寄せていた。

　桜の右手は燐の腰にまわされ、左手は太刀の柄つかを握っている。刀身は燐の胸を貫いていた。

　太刀が引き抜かれ、燐の胸が血を噴ふく。

　がくっと力が抜けて仰あお向むけに倒れかかった燐を、桜がさらに深く抱き寄せた。

「あ……ああ……」

　弱々しい声を漏らした桂けいに、桜は言った。

「案ずるな。死なせはせぬ。ただ心と身体からだを余の物に造り変えるだけ……」

　燐の頰ほおを桜の舌がはう。

　狂ったように、桂は叫んだ。




　氷の大地が燃えていた。

　三つ首の赤せき龍りゆうが吐き出した炎が、今もあちこちでくすぶっているのだ。

　氷の大地に立ち、周囲を炎に囲まれ、御み堂どう縁ゆかりは激しく肩を上下させていた。

　縁の目の前には、身体の半分を吹き飛ばされた赤龍の骸むくろが転がっている。

　想像以上の敵だった。全身を覆おおう鱗うろこは魔ま力りよくを弾はじき、三つの首から吐き出される炎には、縁が張った防ぼう御ぎよ壁へきを溶かすほどの威力があった。

　ありったけの魔力をぶつけて爆ばく破はしてやったが、その時既に、縁は幾度かの炎を浴びていた。

　炎は皮ひ膚ふを溶かし、肉を焼いた。左腕は炭化して今にももげ落ちそうになっているし、喰くらいつかれた右の脇わき腹ばらはぐしゃぐしゃだ。

「まいったな……全然、再生しないや……」

　疲れ切ったため息が、縁の口から漏れる。

　全魔力を放出したために、再生能力が失われてしまったのだ。魔力が回復しない限り、傷が癒いえることはない。

「……誰だれかの精気を吸えれば……」

　魔力を回復させる一番手っ取り早い方法は、人間から精気を吸収することだが、この《蘭らんの封ふう界かい》にいる人間など、冬とう馬またちぐらいなものだ。出会ったところで、こんな状態では勝てるはずがない。

「な、なんか、もうダメっぽいや……」

　赤龍の骸に背を向け、のろのろと歩きながら、縁は自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「まあ、しょうがないか……」

　冬馬のような人間に殺されるよりは、このまま野垂れ死にした方がマシだ。どのみち長く生きられる身体からだではないのだ。

　母胎から引きずり出され、出来損ないの不老不死の術など施されたような命など、生きていてはいけないということなのだろう。

　虚うつろな瞳ひとみで縁ゆかりは空を仰ぐ。右の瞳は焼けただれていて、空は左の瞳にしか映らない。

　真紅の空が見える。雲も太陽もない、偽物の空。真紅は、あの男の──桜さくらの色。

「なんで生まれてきちゃったんだろう……僕ぼく……」

　左の瞳に涙が溢あふれてきた。

　母は、縁を産む前に死んだ。

　父は、縁の存在すら知らないまま死んだ。

　世話役たちは、縁を化け物扱いした。

　桜を親と慕ったが、縁が信じた桜の愛情は、偽物だった。

　誰だれも、なにも与えてはくれなかった。

　母が憎い。父が憎い。化け物と罵ののしった連中が憎い。桜が憎い。縁が与えられなかったものをたくさん持っている冬とう馬またちが憎い。

　桜に刃向かい、冬馬や深み雪ゆきを踏みにじってやろうとしたが、それもできなかった。

「……嫌いやだな、この空……」

　ここで──桜が造った世界で死ぬのかと思うと、胸が張り裂けそうになった。

　桜によって引きずり出され、縁はこの世に産まれた。そして死に場所は、桜が造った世界。

　最初も最後も、桜。

「嫌だよ……死にたくないよ……」

　うつむいて唇くちびるを嚙かむと、焼けただれた頰ほおを涙が伝った。

　ぽつっと涙が氷に落ちた瞬しゆん間かん、縁は首に凄すさまじい衝しよう撃げきを受けた。

「がっ……！」

　焼け残った左の瞳が、我が身になにが起きたのかを映す。

　赤せき龍りゆうの三つ首の一本が伸び、背後から縁の首に喰くらいついていた。

　身体からだの半分を爆ばく破はしてやったにもかかわらず、赤龍はまだ生きていたのだ。

　太く鋭するどい牙きばが喉のどを破って喰くい込み、縁は苦く悶もんした。

　十数本のナイフを首に刺されたうえに、縄なわで締しめられているようなものだ。

──こいつに殺されるのだって、あの男に殺されるのと一緒じゃないか……！　そんなの……そんなの嫌だ！

　縁は心の中で泣き叫んだ。赤龍の牙はさらに喰い込んでくる。このまま縁の首を嚙み潰つぶすつもりなのだ。

　背後で強烈な閃せん光こうが起こったのは、縁の意識に霞かすみがかかった時だった。

　不意に、赤龍が縁の首から離れた。

　血まみれの喉を押さえて振り返ると、赤龍が眩まぶしい黄金の炎に包まれていた。

　炎の前には人じん狼ろうがいた。炎と同じ、眩まばゆい黄金の人狼が。

「……黄おう金ごん狼おおかみ……？」

　問いかけるように呟つぶやいたところで、縁ゆかりの意識は闇やみに落ちた。

　前のめりに倒れた縁を、黄金の体毛に覆おおわれた腕が抱き止めた。




「間に合った……とは言い難いな……」

　凄せい惨さんな縁の姿に、相そう馬まは目を伏せた。

　片腕が炭化するような大火傷やけどを負っているうえに、腹も首もズタズタだ。

　どういうわけか、あの異常な再生能力は働いていないようだ。命の匂においが消えかかっているのがわかる。このままでは間違いなく死ぬだろう。この場に深み雪ゆきがいたとして、ヒーリングを施したとしても、間に合わないかもしれない。

「ん……？」

　両腕で縁を抱きあげた相馬は、縁の目め尻じりに涙を見つけた。

　傷の痛みが流させた涙ではない。心の痛みが流させた涙であると、相馬にはわかった。

　寂しい、悔しいと、縁の匂いが訴えている。

　この四年、縁が『院いん』でどのように育ったのかが、わかった気がした。

「この子を苦しめているのは、他ほかの誰だれでもない……私だな……」

　相馬が奈な津つ美みを殺したことで、縁は人生そのものに深い傷を負った。

　縁だけではない。相馬が奈津美を殺さなければ、巽たつみが狂うこともなかった。詩し織おりが死ぬこともなかった。冬とう馬まが母親殺しになることもなかった。

　相馬が犯した罪が、多くの人生を傷つけたのだ。

　なに一つ取り返しはきかないが、今在る命を守るために闘たたかうことは、できる。

　そのための力を、相馬は「ある運命」を受け入れることと引き換えに、取り戻してきたのだから。

「君を死なせるわけにはいかない……これ以上、巽や奈津美さんを哀かなしませるわけにはいかないからな……」

　二人だけではない。縁を死なせたら、詩織も怒るに違いない。

　怒った詩織の姿を脳裏に浮かべ、相馬は目で苦笑した。

　詩織の怒り方は、決まって沈ちん黙もくだった。いくら謝あやまっても、こちらが誠心誠意反省しない限り、決して口を利いてくれないのだ。十三年間の夫婦生活で、何度土下座をしたことか。いくらラグナウルフが最強の人じん狼ろうであっても、やはり女房には勝てないのだ。

「詩織ほど巧うまくは治せないだろうが……」

　その場に屈かがんだ相馬は、深く息を吸いながら縁の額に手を当てた。その手が、そして縁の額が、純白の光を帯びる。

　縁の身体からだがピクッと震ふるえた。人の体温と同じぐらいの熱を持った光が、ゆっくりと縁の全身を包んでゆく。

　獣じゆう気きを治ち癒ゆの力に変え、縁ゆかりに送り込んでいるのだ。

　治癒は本来ホワイトウルフの能力であり、ラグナウルフの得意とするところではない。不得手な能力を無理に使っているわけだから、消耗は激しい。命を削って分け与えるようなものだ。実際、治癒を行い始めて間もないというのに、強い脱力感がある。

　縁の傷が癒いええるのが先か、相そう馬まの体力が尽きるのが先か。いくら治癒を施しても間に合わないかもしれないが、相馬は縁の生命力を信じた。

「この子は、死なせない」

　そして自分も、まだここで死ぬわけにはいかない。

《悠ゆう久きゆうの室むろ》の死し霊りようが言った「ある運命」を迎えるには、早すぎる。

（我らより失われた力を補われた者は、遠くない未来に死を迎える。それは穏おだやかな死などではない。骸むくろが形を留めぬような無残な死だ。それでもおまえは力を求めるか？）

　死体が原型を留めないような無残な死──それが「ある運命」だ。

　一種の呪のろいといえるだろう。この呪いにより、《悠久の室》を造った張本人である『長おさ』は、力を死霊たちに補わせることを諦あきらめたのだ。無論、この呪いは死霊たちの『長』への憎悪が生み出したものである。

　冬とう馬まが『久く遠おんの月つき』で命を削って変身するのと同じように、相馬も闘たたかうために命を引き換えにしていたのだ。

──似なくていいところばかり似てしまう……タチの悪い親子だ。

　相馬は、心の中で苦笑する。

　自らの腹を痛めて産み、そのうえ子供と臍へその緒おなどというもので繫つながっている母親に比べ、父親はどうしても子供との絆きずなを希き薄はくに感じてしまうものだ。

　だが、相馬が冬馬に感じる絆の強さは、詩し織おりよりもずっと強いかもしれない。

　縁に治癒の力を送りながら、相馬は子供たちが幼かった頃ころのことを思い出した。




　瞳ひとみに映っていた過去が消え、蘭らんが額ひたいを離すと、冬馬は眉み間けんを指で押さえて頭を振った。

　ここは蘭に呼び込まれた夢の世界であるから、冬馬も精神体ということになる。精神体であっても痛みは感じるらしく、ひどい頭痛がした。

　断片的とはいえ、膨ぼう大だいな過去を駆け足で見たのだから、頭ぐらい痛くなるのは当然か。過去の桂けいと意識が同調した影えい響きようも大きい。

　蘭の手が冬馬の額に伸びてきて、労いたわるように淡く撫なでてくれた。

　恥ずかしさはあったが、蘭の手の感触が心地よかったので、冬馬は振り払わなかった。

　頭痛はすぐに和らいできたのだが、胸の痛みは一向に和らがなかった。

　見せられた過去が、脳裏に鮮せん明めいに焼きついている。

　香か沙ざ薙なぎの里は、夜明けを迎えることなく全滅した。

　女も子供も、生きている者は誰だれもいなかった。

　無残な死を遂げた香か沙ざ薙なぎの一族を、桜さくらはさらに踏みにじる。

　利用する目的で一族の骸むくろから精神を抜き、『鏡かがみ』に封印したのだ。彼らの精神は、この後、《悠ゆう久きゆうの室むろ》の礎いしずえとなる。

　そして桂けいも、別の『鏡』に封印された。

　封じられた『鏡』の中で、桂は喉のどが潰つぶれるまで叫び続けた。

　彼と意識が同調していた冬とう馬まは、桂が叫び続けたために味わった喉の痛みさえも自分の痛みとして感じることになった。無論、喉の痛みなど比較にならない心の痛みも。

　桂を封じた桜は、新たな肉体の候補として、この十数年後に陣じん内ない甲こう牙がを同じように『鏡』に封じる。

　桜がすぐに桂や陣内の肉体に精神を移さなかったのは、まだ自分の寿命が残っていたためだ。自己愛の塊のような男である桜は、いよいよ肉体が老いて朽ちるまでは、自分の肉体を捨てたくないと考えているのだ。

　妖よう術じゆつの才能を買われた縁ゆかりも、新たな肉体の候補の一人だった。不老不死の術が完全なものであったなら、桜は縁を新たな肉体に選んだかもしれない。が、長い年月をかけて桜が研究し続けた不老不死の術は、結局、完成することはなかった。

　その術のために縁が短命になってしまったことを知り、冬馬の桜に対する怒りはより強く激しいものになった。

　桜は、己が永遠に生きるために、数え切れないほどの命と心を踏みにじってきたのだ。

「『最さい後ごの月つき』……」

　冬馬の額ひたいから手を離し、蘭らんがポツリと言った。冬馬を見つめる蘭は、まるで許しを請こうような表情をしていた。

「あなたには、『最後の月』についても知ってもらわなければなりません」

　蘭は、『最後の月』について語った。

『最後の月』──闘たたかって死んだラグナウルフの心臓が変化して生まれるという宝珠。

　それには、『久く遠おんの月つき』や『涅ね槃はんの月つき』をも超える、力の覚かく醒せい・解放の能力があり、二つの指輪は、この宝珠より削り出され、造られたという。

──響ひびきさんが、俺おれや親父おやじに、死体が残らないような死に方をされると困る奴やつがいるって言ったのは、『最後の月』を求めてる奴がいるって意味だったんだ。

　謎なぞだった響の言葉の意味はわかったが、彼がわざわざそんなことを言いにきた目的までは、わからない。推測はいくらでもできるのだが。

「……桂はこの先、『最後の月』を求めてあなたに闘いを挑いどむでしょう。その時がきたら……あなたの手で……あなたの手で、桂を……」

　そこまで言って、蘭は冬馬から顔を背けた。瞼まぶたは閉じられており、睫まつげが震ふるえていた。

　彼女が言おうとしていることを悟った冬とう馬まは、彼女が続きを言うよりも先に、首を横に振った。

「どんなことがあっても、母親がそんなことを言っちゃいけない」

　蘭らんは驚おどろいたように瞼まぶたを開き、胸の前できゅっと手を握った。顔は背けられたままだ。

「……桂けいは……あの子は、燐りんを取り戻すためとはいえ、多くの者を傷つけてきました。目的のために手段を選ばず、他ほかの者を犠ぎ牲せいにする……それは桜さくらがやってきたことと同じ……あの子は、咎とが人にんなのです……」

「あなたの言うとおりです。けど俺おれは、香か沙ざ薙なぎ桂を殺しません」

　気負いなく、しかしきっぱりと冬馬は言った。

「彼が多くの人を傷つけてきたことは事実です。由ゆ花かだって、彼に両親や育ての親を殺されました……けど、彼と桜には大きな違いがあります」

　蘭がかすかに首を傾かしげる。冬馬の言葉は、蘭にとっては意外なものだったのだろう。

「彼には、死を哀かなしんでくれる人がいます。そんな相手を殺すなんて、俺は絶対にしたくない」

　桂が死ぬと、二人の女性が哀しむ。

　蘭と燐が。

　桜の傀儡くぐつとなっている燐だが、桜を倒せば傀儡の術も解けるはずだ。その時、桂が生きていなかったら、彼女は深い哀しみと絶望を味わうことになるだろう。

「彼が燐さんを大切に想おもっていたように、俺にも大切にしたい女性がいるんです。彼と俺には、共通する気持ちがある……必ず、解わかり合えるはずです」

　由花のことを考えると、やはり桂を許すことはできない。だが真に倒さなければならない、生かしておいてはいけない相手はただ一人──桜だ。

　桂を殺したところで、誰だれも報われはしない。

　蘭の瞳ひとみから、ポロポロと大粒の涙がこぼれた。両手で顔を覆おおい、肩を震ふるわせて彼女は泣いた。

「あっ……その、えーっと……」

　首の後ろに手をやって、冬馬は狼ろう狽ばいした。目の前で女性に泣かれてそれに対処できるほど、冬馬は器用ではない。

「私を解き放ってくれたのがあなたで、本当に良かった……あなたが古き月の力を宿している理由が、わかった気がします」

　涙を拭ぬぐい、蘭が微笑ほほえむ。

「……古き月の力？」

　聞き覚えのない言葉だ。蘭が見せてくれた過去にも、そんな言葉は出てこなかった。

「遠い昔……私や桜が生まれるずっと昔に、月と心を重ねることのできる者たちが、月より与えられていた力……それが古き月の力です」

　時の流れとともに、人は月と心を重ねることができなくなり、古き月の力は失われていったのだという。

　その説明を受けても、冬とう馬まには全然ピンとこなかった。御お伽とぎ噺ばなしを聞かされたような気分だ。

「……なんかよくわからないんですけど、その力が俺おれにあるんですか？」

　月と心を重ねる方法など、冬馬は知らない。

「あなたは、過去にも幾度か古き月の力を使ったことがあります」

　言われた冬馬は、頰ほおをかいて「うーん」と唸うなった。

「……言われてみれば、ラグナウルフの能力じゃできないはずのことをやったことがあるんだよな……俺……」

　深み雪ゆきを甦よみがえらせたことが、それだ。

　いくらラグナウルフの力が強かろうと、それだけで死者が甦るはずはないと、相そう馬まや静しず馬まが首を捻ひねっていた覚えがある。冬馬自身は、全く気にしていなかったが。

「人の身を通じて放たれた古き月の力は、極彩色の光となります。攻めの力として放ったことがあるでしょう？」

「極彩色の光……？」

　反はん芻すうした冬馬は、「あ」と口を丸くした。

　陣じん内ない甲こう牙がとの闘たたかいの最中、一度だけだが極彩色の光を放ったことがある。無我夢中で放ったものであり、今の今まですっかり忘れていた。自分の力に無む頓とん着ちやくすぎるといえるだろう。

「『久く遠おんの月つき』にヒビが入るぐらいに力が増したのも、その古き月の力が関係してるのかな……？」

　眉まゆを八の字に、口をへの字に曲げた冬馬の顔を見て、蘭らんが小さく笑う。

「どうすれば、その古き月の力を自在に扱えるようになるんですか？　深雪さんを生き返らせた時も、陣内甲牙と闘った時も、無我夢中だったから、どうやって月と心を重ねたかなんて、全然覚えてなくて……」

　古き月の力が思いどおりに振るえれば、これからの闘いにとって大きな力になる。期待を込めて訊きいたのだが、

「月と心を重ねることができるのは、選ばれた者のみ……選ばれた者ではない私に、あなたの問いに答えることはできません」

　あっさり首を振られてしまい、冬馬はがっかりした。抜きたい時に抜けない刀に意味はない。

──あんまり当てにできる力じゃない……今ある力を尽くして闘うしかないな。

　桜さくらは、天を焦がし、海や大地を裂くほどの力を持つという龍りゆう人じんだ。こちらの力がどこまで通じるかはわからないが、老化によって桜の力は衰えている。勝機はあるはずだ。

　ぎゅっと拳こぶしを握り締しめると、そこに蘭の柔らかな手が重ねられた。

「桜を……桂けいを、お願いします」

「あ……」

　蘭らんの異変に、冬とう馬まは驚おどろきの声を漏らした。

　蘭の身体からだの端々が、塵ちりになり始めていたのだ。紅玉石ルビーよりも綺き麗れいな塵に。

　蘭だけではない。足元の氷も塵になり、天に昇っている。

　蘭に導みちびかれたこの夢の世界そのものが、消滅しようとしているのだ。

「蘭……さん……」

　冬馬は悟った。石碑が破は壊かいされ、封印から解き放たれたことで、蘭の精神はこの世に存在していることができなくなったのだ。

　蘭が微笑ほほえんでいる。哀かなしみを含んだ彼女の微笑みは、それでもどこか幸せそうだった。

　冬馬の胸に哀しみが湧わく。

　崩れてゆく蘭の手が、冬馬の髪を愛いとおしむように撫なでた。

　冬馬が蘭に詩し織おりを重ねていたように、蘭もまた冬馬に桂けいを重ねていたのだと、この時気づいた。

「あなたが優しい子であることを、私はちゃんと知っています……どうか、人を傷つけない生き方を取り戻して……」

　それは、冬馬ではなく桂に向けられた言葉だった。

　蘭は一度目を伏せると、真紅の瞳ひとみで冬馬を見つめ直し、言った。

「……ありがとう……」

　その言葉は、正しよう真しん正しよう銘めい、冬馬に向けられたものだ。

　頷うなずくと、蘭は塵となって消えた。

　夢の世界も塵となり、冬馬は現実へと戻った。




　瞼まぶたを開くと、赤い氷の大地が目の前に広がった。もうそこに蘭はいない。

　ここは現実の世界なのだ。現実といっても、造られた空間の中ではあるが。

　胸から憂いを追いやるように、冬馬は大きく息を吐いた。

「良かった……変身は解けてない」

　氷原の中央に立つ冬馬は、幸い人じん狼ろうの姿を保っていた。

　冬馬は変身する度に命を削られる身だ。深み雪ゆきや縁ゆかりを助けて、相そう馬またちとこの空間から脱出するまで、変身が解けるのは困る。

「あれ、腕が治ってる……？」

　砕けたはずの左腕を持ちあげ、冬馬は怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「『久く遠おんの月つき』の治ち癒ゆ効果は、変身している間は働かないはずだけど……」

　人狼族の回復力は、普通の人間とは比べものにならないほどに高いが、粉砕骨折ほどのケガが完治するには丸一日はかかる。

「なんで治ってるのかわからないけど……まあ、治ってるんだからいいか」

　頭を搔かきながらそんなことを言っていると、いきなり足元が光った。

「な、なんだ!?」

　跳び退のくと、氷の上に法陣が浮かびあがり、さらにその法陣──つまりは氷の中から、球状の氷がゆっくりとあがってきた。

　やがて球状の氷が全ぜん貌ぼうを現すと、冬とう馬まは思わず歓喜の声をあげた。

「深み雪ゆきさん！」

　栗くり色の髪にリボン、あどけない寝顔が、たまらなく懐なつかしく感じられた。

　膝ひざを抱えて瞼まぶたを閉じてはいるが、深雪は生きている。

「……俺おれの足の下にいたのか」

　気づけなかった自分を心の中で叱しつ責せきしながらも、冬馬は安あん堵どの息をついた。

「でも、どうして急に……？」

　その時、かすかな女の声が聞こえた。

「……蘭らんさん？」

　なんと言ったのかはわからない。だがその声は、間違いなく蘭のものだった。

　深雪を浮上させてくれたのは蘭に違いないと、冬馬は思った。

　もしかしたら、腕を治してくれたのも蘭だったのかもしれない。

　心の中で蘭に礼を言った冬馬は、深雪の許もとへ歩み寄った。

　片手で氷の表面に触れる。不思議なことに冷たさはなく、逆に生なま温あたたかかった。

「力で壊こわせればいいんだけど……」

　氷から手を離して拳こぶしを握る。その時、視界の隅に人の姿が引っ掛かった。女だ。

　それまで誰だれもいなかった場所に忽こつ然ぜんと現れたその女は、白髪に褐かつ色しよくの肌はだ、蒼あおい瞳ひとみをしていた。




　周囲でくすぶっていた炎は消えたが、相そう馬まの懸けん命めいな治ち療りようは続いていた。

　相馬に、そして縁ゆかりにとって幸いだったことは、相馬が送り込んだ治ち癒ゆの力を、縁が無意識のうちに精気として吸収していたことだ。

　相馬の獣じゆう気きは治癒の力に、治癒の力は精気に、精気は縁の魔ま力りよくとなり、その魔力が縁の再生能力を徐々にだが甦よみがえらせていった。

　一気に完治するようなことはなかったが、炭化していた左腕と、牙きばにやられた脇わき腹ばらと喉のど以外の部分の傷は、あらかた治った。

「私の治癒も、なかなかどうしてたいしたものだな」

　治療を続けながら自画自賛した相馬だが、消耗は激しかった。呼吸は不規則に乱れていたし、目がかすむようにもなっていた。

──冬馬は、深雪さんを助けられただろうか……鷹たか秋あきくんと真ま矢やくんも、卑ひ龍りゆうと遭遇していなければいいが……。

　案じていると、縁ゆかりの瞼まぶたが動いた。

　目を開けた縁は、相そう馬まと目が合うや否や身をよじろうとした。が、

「──っ！」

　声にならない声をあげて、激痛に顔を歪ゆがめた。

　喉のどと腹の傷は、皮ひ膚ふが再生されて表面上は治ったように見えるが、中は完治にはほど遠い状態だ。

　縁が喋しやべったり動いたりできるようになるまでは、もうしばらくの治ち療りようが必要だ。

「じっとしてるんだ」

「……！」

　聞き入れず、縁は手足をじたばたさせた。

　苦痛と恐怖、それに屈辱が混ざった縁の表情は、ぐちゃぐちゃだった。

「動くんじゃない！」

　相馬が怒鳴ると、縁はビクッと身を強こわばらせて暴れるのをやめた。

「暴れるのは傷が治ってからだ。私を攻こう撃げきしたいなら、その時受ける。だから今は、じっとしていてくれ……君に万が一のことがあったら、巽たつみや奈な津つ美みさんに合わせる顔がなくなってしまうよ」

　言った相馬の目を、戸惑いに満ちた縁の金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみが見つめた。

「初めて君が巽と奈津美さんの子供だと名乗った時、正直、信じられなかった。信じたくなかったのかもしれないが……けどこうやって間近で君を見ていると、君が間違いなく二人の子供だということがよくわかるよ」

　縁の額ひたいをゆっくり撫なでながら、相馬は言葉を続ける。

「髪や瞳の色は奈津美さん譲ゆずりだし、目鼻立ちは巽によく似ている」

　奈津美は純粋の日本人だが、幼い頃ころに受けた術の影えい響きようで、髪と瞳の色が金褐色に変化していた。縁はそれを受け継いでいた。

「奈津美さんは、君と同じで肌はだが白くて綺き麗れいな女性だったよ。密ひそかに憧あこがれていたんだが……私の方が年下だったからな。いつも弟扱いされて、男としては見てもらえなかった。あの頃はそれが悔しくてな……」

　相馬は、巽や奈津美──縁の両親との思い出を語った。

　縁は戸惑いの表情のまま、黙だまってその話を聞いていた。

「巽と奈津美さんが付き合っていると知った時は、ショックだったな。ショックのあまり詩し織おりを口説いてしまったわけなんだが……こんな話を静しず華かにでも聞かれたら、なにを言われるかわからんな」

「……」

「巽たつみは生き真ま面じ目めで融通の利かない男でな……細かいことにうるさいんだ。何度か金を借りたが、一度も踏み倒させてくれなかったよ」

「……」

　性格や癖くせ、印象的な出来事から日常のささいな思い出まで、相そう馬まは二人について色々なことを話した。

　両親のことを、縁ゆかりに一つでも多く知って欲しかった。

　彼らがいかに素晴らしい人物だったのかを、知って欲しかった。

　自分が心から愛し合った両親の間にできた子であるということを、知って欲しかった。

　縁に両親のことを語ってやれるのは、もう相馬しかいない。

　縁は険しい表情を崩さず、笑ったりすることは決してなかったが、それでも両親の話をじっと聞いてくれた。

　腕や腹、喉のどの傷が治ったところで、相馬は話に一区切りをつけた。そして縁の額ひたいから手を離し、言った。

「……すまなかった」

　唇くちびるをぎゅっと嚙かんで、縁は顔を背けた。

　もう喋しやべれるようになっているはずだが、縁はなにも言わなかった。

「私は、君からたくさんのものを奪ってしまった……詫わびて許されることではないが、詫びさせて欲しい……本当にすまなかった」

「詫びて許されぬとわかっていながら詫びるのか？　不毛なことをする男よ」

　不意に正面から声がした。艶つやっぽい男の声が。

　顔をあげることもせずに、相馬は反射的に跳び退のいた。間合いを取って正面を見る。

　美び貌ぼうの男が、そこにいた。

　火よりも血よりも赤い髪と瞳ひとみ。処女雪を思わせる肌はだ。身に纏まとう和服に似た装しよう束ぞくは、髪や瞳と同じ色をしていながらも、刻々と色を変える不思議な光沢を放っていた。

　男を見た瞬しゆん間かんから、相馬は意志とは関係なく牙きばを剝むき、唸うなっていた。

　熟練の戦士としての勘が、黄おう金ごん狼おおかみの本能が、美貌の男が異質で危険な存在であることを告げていた。

「久しいな、縁よ」

　美貌の男が妖なまめかしい微笑をたたえると、縁が目を剝いて瘧おこりのように震ふるえ始めた。

「さ、桜さくら……様……」

　恐怖が、縁の心を握り潰つぶそうとしていた。

　倒すことはできなくても、なんとかその美貌を苦痛か屈辱に歪ゆがめてやりたいと思い、桜に敵対した縁だったが、いざ桜を目の前にすると恐怖を感じずにはいられなかった。

　桜から妖よう術じゆつを学んだ縁は、桜の力を肌で感じて知っている。

　縁ゆかりが異常なまでに怯おびえていることに気づいた相そう馬まは、縁をそっと後ろに下ろした。

　縁はぺたんと尻しり餅もちをついた。腰が抜けているようだ。

「あなたは、『長おさ』か？」

　問いではなく、確認のつもりで相馬は訊たずねた。

　返事の代わりに、桜さくらは目を細めた。
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──こんな形で、『長』の素顔を知ることになるとは思わなかったな……。

『院いん』に所属するようになって三十年以上になるが、相馬が『長』の姿を目まの当たりにするのはこれが初めてだった。獣じゆう聖せいや上層部の中にも、『長』の素顔を知る者は数えるほどもいない。

『長』と顔を合わせたことに、感慨などなかった。あるのは吐き気がするような嫌けん悪お感かんだけだ。

　容よう貌ぼうは美しいが、内面はヘドロのような男だと感じ、相馬は内心で唾だ棄きした。

「貰もらうぞ」

　桜が言った。

「なにをだ？」

　くれてやるものなどなにもない。

「縁の命と汝なんじの心臓だ」

「……！」

　相馬は絶句した。後ろでは、縁がぎこちなく首を横に振っている。

「心臓……だと……？」

「汝なんじは、《悠ゆう久きゆうの室むろ》に断りもなく立ち入ったのだ。代だい償しようは払ってもらわねばならぬ」

《悠久の室》に入られたことは腹立たしいが、相そう馬まが変身能力を取り戻したことは、桜さくらにとっては好都合であった。

　桂けいが眠る力を解放するためには、『最さい後ごの月つき』が必要だ。そのためには冬とう馬まの心臓を取り出さなければならない。だがその冬馬にも、桂に劣らぬ力が眠っているという。

　力があるだけでは新たな肉体にしても意味はないが、もし冬馬に眠る力が古き月の力だとしたら、冬馬が不老になる可能性もある。伝説によれば、古き月の力は永遠の若さをも与えてくれるという。

　桜からすれば、冬馬も殺したくない存在なのだ。

　相馬から心臓を奪えば、桂も冬馬も殺さずにすむ。

「月つき森もり相馬よ。『長おさ』として命ずる。汝の手で縁ゆかりの首を刎はね、自らの胸から心臓を抜き、余に捧げよ」

「そんなふざけた命令を、私が聞き入れると思っているのか？」

「汝らは、物であり贄にえだ。余の命を拒こばむ権利などありはしない」

　さも当然のように言い放つ桜に、相馬は目も眩くらむような怒りを覚えた。怒りはそのまま目に表れた。

「贄が余を睨にらむか。とんだ身の程知らずよ」

「まるで自分を神だと思っているような口ぶりだな」

「余は、神だ」

　相馬は鼻で笑った。非の打ち所のないような桜の柳りゆう眉びがわずかに吊つりあがる。

「……余を笑うのか？」

「笑わせるようなことを言うから笑ったまでだ」

　相馬が嘲ちよう笑しようするように口の端をあげると、ざあっと不自然な風が氷原を吹き抜け、桜の髪がなびいた。美び貌ぼうを覆おおう髪の隙すき間まからのぞく真紅の瞳ひとみには、明確な殺意があった。

「下げ賤せんが……余を笑った罪、死だけで贖あがなえると思うな」

「自分を神だと言って喜んでいる男の方が、よほど下賤だよ」

「貴様！」

　桜が叫ぶ。刹せつ那な、ドンと重い物が叩たたきつけられるような音とともに、相馬の周囲の氷が陥没した。

「──ぐっ!?」

　相馬を中心とした半径一メートルほどの範はん囲い内を、通常の数十倍の重力が襲おそったのだ。

　骨が、筋肉が、内臓がギシギシと軋きしむ。くいしばった牙きばも砕けてしまいそうだ。

　ギリギリ重力の範囲外にいた縁は、重力に抗あらがう相馬の姿を怯おびえた目で見ている。

　重力はどんどん強さを増してゆき、氷の陥没も深くなってゆく。これが水面に張った氷であったなら、とっくに相そう馬まは水の中に沈められていたことだろう。

　苦く悶もんする相馬を眺ながめながら、桜さくらは恍こう惚こつとした表情で笑った。

　軋きしむ首を巡らせ、相馬は視線で縁ゆかりに「逃げろ」と訴えかけた。が、縁は震ふるえながら首を横に振った。

　腰が抜けて逃げられないという意味なのか、逃げても無む駄だだと思っているのか。

　相馬は、縁が首を振った理由はそのどちらかだろうと思っていたが、違った。

　縁は、本人も気づいていないことだが──逃げたくないと思っていた。一人で逃げてはだめだと、無意識のうちにではあるが、そう思っていたのだ。

　闘たたかわなくては、とも思っていたが、それは身体からだが竦すくんでできなかった。

　縁から桜に視線を戻し、相馬は目を閉じた。

　相馬を押し潰つぶそうと攻めたてる重力は、既に耐えられる限界に達していた。

　限界を超えた合図のように左の肩が脱だつ臼きゆうすると、相馬は牙きばを剝むき出しにした。

　それは会心の笑みだった。限界が訪れる瞬しゆん間かんを、相馬は待っていたのだ。

──冬とう馬まは闘わせん。『長おさ』は、私の手で討つ！

　目をカッと開くと、相馬は漲みなぎらせていた全身の力を抜いた。

　抵抗を失った超重力が、一気に相馬を押し潰す──ことはなかった。

「──がっ!?」

　その悲鳴をあげたのは、桜だ。

　自らの術が生んだ超重力を浴びて、美び貌ぼうが驚きよう愕がくと苦悶に歪ゆがんだ。

　敵から受けた攻こう撃げきを倍の威力にして跳ね返す、相そう馬ま独自の技──鏡きよう反はん照しようが決まったのだ。

　限界まで耐えてから返してやったのだ。桜を襲おそった重力は想像を絶する。

　相馬が限界と感じた二倍の重力を不意打ち同然に喰くらったというのに、桜は潰れも倒れもしなかった。わずかにつんのめっただけだ。

──化け物か、この男は!?

　相馬は内心で唾だ棄きしながら、外れた左肩を荒っぽくはめた。そしてすぐさま地を蹴ける。

　鏡反照が決定打になることはなかったが、隙すきを作ることはできた。

　このまま接近戦に持ち込み、一気に決着をつけるのみだ。桜は術者。接近戦ならば相馬に分がある。

　重力は桜の術であるから、解除されてしまえばそれまでだ。好機は一瞬しかないが、ラグナウルフである相馬には、一瞬は充分な時間だった。

「……下げ賤せんが……っ！」

　術を解き、重力から解放された桜が、憎々しげに相馬を睨にらむ。この時既に、相馬は桜の懐ふところに飛び込んでいた。

「はっ！」

　渾こん身しんの掌しよう底ていを、鋭するどい呼気とともに桜さくらの顔面に放つ。

　力を込めた相そう馬まの掌底には、大岩を砂さ塵じんに変えてしまうほどの威力がある。その威力は鈎かぎ爪づめの比ではない。

　絶好の一いち撃げきだった。しかしその掌底が捉とらえたのは、桜の美び貌ぼうではなく、目にも留まらぬような速さで持ちあげられて袖そでから露あらわになった、桜の左腕だった。

　タイヤが破裂するような音がして、五本の指が宙に舞った。

　破裂音の正体は、掌底を放った相馬の手がバラバラに吹き飛ぶ音だった。

　飛び散った血が、相馬の体毛と桜の美貌に染みを作る。

　掌底を受けた細い桜の腕は、多少赤らんだだけで傷一つついてはいない。

　相馬は目を剝むいて跳び退のき、桜は凄せい艶えんな笑みを閃ひらめかせた。

「くっ……！」

　血の滴る右手首を強く握り、相馬は呻うめいた。と、目が眩くらんだ。

──あの子の治ち癒ゆに、獣じゆう気きを使いすぎたか……！

　くずおれそうになったが、なんとかこらえた。

　鏡きよう反はん照しようも、跳ね返す力が大きければ大きいほどに消耗が増す技だ。

　治癒と鏡反照により、相馬の獣気はほとんどからっぽになっていた。

　大きく肩で息をしながら、しかし相馬はさらに力強い闘とう気きを漲みなぎらせた。

「こい、下げ賤せん。余がこの手で解体してやる」

　桜が指を振って相馬を招く。

「あまり自うぬ惚ぼれるなよ、『長おさ』。子供の命が懸かかった親は、手負いの獣けものよりもタチが悪いということを教えてやろう！」

　吠ほえて、相馬は地を蹴けった。

　獣気がからっぽになり、もう鏡反照は使えない。光を撃うってもたいした威力は出せないだろう。となれば、後は肉弾戦しかない。

　半はん瞬しゆんで桜に肉にく薄はくした相馬は、桜の首を狙ねらって手刀を放った。光を帯びたその手刀は、虚こ空くうに金色の軌跡を描いて桜を襲おそう。が、首まであと紙一重というところで、桜の手が相馬の手首をつかんだ。

　筋肉がはちきれるぐらいに腕に力を込めて振りほどこうとしたが、桜の手はビクともしない。

「非ひ力りきだな、下賤。黄おう金ごん狼おおかみの名が泣くぞ？」

　斬きりあげられた桜の手刀が、虚空に赤い軌跡を描いた。

　腕に力を込めていた相馬は、力を入れる先を失い、たたらを踏んだ。

　二の腕のちょうど真ん中から切断した相馬の腕を、桜がせせら笑って放り投げる。

　傷口から噴ふん水すいさながらに血が噴ふき出し、相馬は唸うなった。

──まだだ……！

　右手を吹き飛ばされ、左腕を切断されたにもかかわらず、相そう馬まの闘とう気きは衰えない。

「おおおおおっ！」

　気迫の蹴けりを放つ。桜さくらは避さけようとも防ごうともせず、相馬の蹴りはまともに桜の側頭部に入った。が、桜は身じろぎの一つもしない。

「ならば、ここならどうだ！」

　素早く蹴り足を引き戻すと、今度は喉のどに突き刺すような蹴りを喰くらわせた。

　並の獣じゆう人じんなら首が吹っ飛ぶような威力がその蹴りにはあったが、桜には微み塵じんも効きはしなかった。微笑を崩すこともできない。

「無む駄だだ」

　赤い閃せん光こうが虚こ空くうに軌跡を描き、桜の喉のどに入ったままの相馬の足が、膝ひざの上から切断された。

　足が無造作に氷の上に落ちると同時に、相馬の身体からだはぐらりと前に傾いた。そこに桜の手が伸びてきて、相馬は首根っこを鷲わしづかみにされた。

　細腕にそぐわない力が相馬を高く持ちあげる。刹せつ那な、桜の手刀が閃ひらめき、残っていた相馬の右足と右腕が切断された。

　相馬は、四し肢しを失った。

「ダルマになった気分はどうだ？　首も刎はねてやりたいところだが、それでは心臓を奪われる恐怖を味わうことができないからな……自らの心臓を引きずり出される様を見ながら、死ぬがいい」

　桜は、もったいつけるように指を蠢うごめかせた。

　多量の出血が、相馬の意識と闘気を薄うすれさせてゆく。

──『長おさ』が、これほどの化け物だったとは……。

　縁ゆかりが怯おびえるのも無理はない。最強の人じん狼ろうと謳うたわれる黄おう金ごん狼おおかみが、まるっきり子供扱いされているのだ。『院いん』を統すべる男の力は、次元を超えていた。

　意識は残っていたが、暗幕が下りたようになにも見えなくなった。消耗と出血、そして諦あきらめが、視力を奪ったのだ。

　不意に、どこか遠くから赤ん坊の泣き声が聞こえてきた。聞き覚えのある泣き声だ。

──幻聴か……。

（もしもこの子が黄金狼の血を継いでいたとしたら、苦しむことになるかもしれないな）

　赤ん坊の声と一緒に、今度は男の声がした。相馬自身の声だった。

（そんなことないわ）

　幻聴の相馬の声に、女の声が応こたえた。詩し織おりの声だ。

（たとえ黄金狼の血を継いでいたとしても、この子はきっと幸せになれるわ。母親の勘だから、絶対よ）

　視力を失った闇やみの中に、懐なつかしい光景が甦よみがえった。

　産うぶ着ぎに包まれた小さな冬とう馬まを抱いて、詩し織おりが穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

「詩織……冬馬……」

　小さな冬馬の寝顔が、詩織の笑顔が、失われかけていた相そう馬まの意識と闘とう気きを甦よみがえらせた。かすかにではあるが視力も戻った。

──ここで私が倒れれば、『長おさ』はあの子を殺す。そして次に『長』と闘たたかうことになるのは冬馬だ……こんな化け物と冬馬を闘わせるわけにはいかん！

　握り締しめる手も、地を踏み締める足も、奪われてしまった。獣じゆう人じんの戦士の力の源である獣気も尽きた。だが、まだ残されている武器はある。

　その最後の武器の名は──命。

　命と引き換えにして奇跡を起こせる能力を持つのは、深み雪ゆきだけではない。

　相馬にも、命と引き換えにして起こせる奇跡がある。

　命を破は壊かいの光に変えて放つ──それが相馬が命と引き換えに起こせる奇跡だ。

　肉体は、命と精神を宿す器うつわ。

　命のすべてを破壊の光にして放つためには、その器を壊こわさなければならない。

　いわば自じ爆ばくだ。

──ある運命を、受け入れる時がきたようだな。

　骸むくろすら残らないような無残な死を遂げることになると、《悠ゆう久きゆうの室むろ》の死し霊りようは言った。

　呪のろいにも似たその「ある運命」は、現実のものになろうとしている。

　が、《悠久の室》の死霊たちを恨む気持ちなど、相馬には微み塵じんもなかった。「ある運命」を背負ったことも、自爆を決めたことも、すべて自分で納得して決めたことだ。

　死は怖くない。死ねば詩織に逢あえるのだから。

　巽たつみや奈な津つ美みは、笑って迎えてくれるだろうか。

「私は……幸せだったよ……」

　掠かすれきった声で相馬が言うと、桜さくらが訝いぶかしむように眉まゆを動かした。

「『長』よ……私の心臓が欲しいと言ったな……？」

　相馬の身体からだから、黄金の蒸気が昇った。

　相馬がなにをしようとしているかを悟った桜が、恐怖に顔を引きつらせた。

「欲しければくれてやる……とっておきのおまけつきでな！」

　桜を見下し、相馬は口の端をいっぱいに吊つりあげた。

「下げ賤せんがあああああああああっ！」

「おじさん！」

　桜の絶叫と縁ゆかりの悲痛な叫びが、氷の大地に響ひびき渡る。

　命と引き換えにして体内に呼び起こされた純粋で強大な破壊の光が、相馬の肉体を消滅させて噴ふきあがった。

　巨大で眩まぶしい光の柱が、天を貫いた。




　燐りん。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいと恋仲にあった、彼の異母妹。

　桜さくらの傀儡くぐつとなり、老いを遅らせる術を施された彼女は、元より香沙薙の一族が長命であることと相あい俟まって、少女の姿を保ったまま桜の側近として彼の寵ちよう愛あいを受け続けてきた。

　袖そでと裾すそのゆったりした不思議な光沢の衣装に褐かつ色しよくの肌はだを包み、その上に透き通るような虹にじ色の羽衣を羽は織おっている。

　冬とう馬まの前に忽こつ然ぜんと現れた燐は、なにも言わず、また冬馬になにも言わせず仕掛けてきた。

　燐が地を蹴けって腕を突き出す。虹色の羽衣が彼女の腕を伝って真っすぐに伸びてきた。それも冬馬が目を剝むくほどの速さで。

　速く、鋭く、まるで矢か槍やりのように迫る虹色の布を、冬馬は横っ跳びで避さけた。無論、深み雪ゆきとは逆方向に。が、それで避けきれたわけではなかった。羽衣が軌道を変えて追ってきたのだ。

　心中で舌打ちして跳ちよう躍やくすると、燐もまた跳躍した。彼女は空間転移のような術を使うことなく冬馬との距離を詰めていた。術者とは思えない速さと身のこなしだ。

　空中で対たい峙じする黄金の人じん狼ろうと悪あく魔ま族の娘。

　冬馬の瞳ひとみと燐の瞳が、互いを映し合う。

　寒気がするほどに澄すんだ、無気質な蒼あおい瞳ひとみ。

　憂いが冬馬の胸を締しめつけた。過去の燐が、誰だれからも愛されるような朗らかな笑顔の持ち主であったことを、冬馬は知っている。

　光を撃うとうと反射的に持ちあげた手を、冬馬はきつく握った。一族を皆殺しにされ、愛する義兄あにと引き離され、傀儡にされた娘を、どうして撃てよう。

　一方の燐に、迷いはなかった。

　高らかに腕を振りあげて羽衣を引き戻すと、燐はその腕を袈け裟さ掛がけに振り下ろした。

　鞭むちのようにしなった虹色の羽衣が、冬馬の左肩を裂いた。冬馬はそのまま氷の大地に叩たたきつけられた。

　右腕で受け身を取って、頭や背中を強打することはなんとか防いだ。

　すぐに起きあがって左肩の傷を押さえる。肉がざっくり裂けているが、幸い骨まで達してはいなかった。

　空を仰ぐと燐が冷然とこちらを見下ろしていた。虹色の羽衣が、まるでそれ自体が意志を持っているかのように動き、彼女を取り巻いている。

「あの羽衣は、蘭らんさんが造った武具の一つだよな……」

　確か、迦か陵りよう頻びん伽がという名前だ。極楽に住むとされる女の顔を持つ鳥の名を冠したその虹色の羽衣は、伸しん縮しゆく自在で、武器になるだけではなく、敵の攻こう撃げきから主あるじを守る盾にもなる。

　桜さくらを討とうとする者のために造られた武具が、桜の側近の手によって扱われているのだから、皮肉な話だ。

「……まいったな」

　冬とう馬まはうなだれたくなった。

　超一流の術者である燐りんが、狼ろう魂ごんの槍やりにも劣らないような武具を所持しているのだ。いくら冬馬でも全力で応戦しなければ命が危ない。が、全力で闘たたかって燐を傷つけずにいられるだろうか。

　ちらりと横目で深み雪ゆきを見やる。ここで派手な闘いをしたら、彼女を巻き込むことにもなる。まさに八方塞ふさがりだ。

「なぜ、反撃してこないのです？」

　燐が口を開いた。初めて直じかに聞く彼女の声は、瞳ひとみと同じように無機質だった。

「君とは闘えない」

　バカ正直に言うと、燐の眉まゆがピクッと動いた。

「なら、この状況をどう打破するつもりです？」

「それを考えてるんだけど……なにも思いつかなくて困ってるんだ。君が退ひいてくれるとありがたいんだけど……無理かな？」

　冬馬は、またバカ正直に言った。ここに静しず華かや静しず馬まがいたら、ため息をついたことだろう。

「私には、『長おさ』より受けた命があります。それを果たすことなく退くことはできません」

　燐は断言した。台詞せりふの最中、彼女の視線がほんの一いつ瞬しゆんだが深雪に向けられたことに、冬馬は違和感を覚えた。

「私と闘いなさい、月つき森もり冬馬」

「できない」

　きっぱりと言って、冬馬は首を振った。

　燐はなにかを諦あきらめたように目を閉じると、

「やむをえませんね……卑ひ龍りゆう！」

　閉じたその目を開き、声を響ひびかせた。

「卑龍!?」

　その名に、冬馬は反射的に身構えた。すると正面の空間が歪ゆがみ、巨大な金色の壁かべが現れて冬馬の視界を塞いだ。

　否、それは壁などではない。冬馬の身長の倍はあろうかという、二本脚に三つの首を持った異形だった。

　異形が現れたとたん、あたりの空気が変わった。強い静電気が発生したかのように、空気がビリビリ震ふるえ始めたのだ。

　震えているのは空気だけではない。冬馬の身体からだも意志とは無関係に震えていた。

　実際に静電気が発生したわけではない。異形が放つ凄すさまじい闘とう気きが、空気と冬とう馬まを震ふるえさせたのだ。

　跳び退のいて、冬馬は異形の全ぜん貌ぼうを見た。

　全身を覆おおっているのは、鱗うろこではなく金色の体毛だった。腕や脚、胸板の筋肉量は半端ではない。膨ふくらんだ両肩からは龍りゆうの首が生え、本来首があるべき位置には虎とらの首があった。尻尾しつぽは五、六メートルと長く、ゆっくりと左右に揺れていた。

「こいつも卑ひ龍りゆうなのか……？　さっき闘たたかったのとは、外見も闘気の強さも全然違う……」

　変身した人じん狼ろう族は汗などかかないが、冬馬は背中から冷や汗が吹き出すような感覚を覚えていた。

　虎と龍の首を持つこの卑龍の母体となったのは、獣じゆう聖せい十じゆう士しの一人。腕力ならば獣聖最強と言われていた虎こ人じんだ。

「私と闘えないというのであれば、その卑龍と闘ってもらいます」

　浮遊したまま、燐りん。

──妙な言い回しだな……俺おれを闘わせることに、なにか意味があるのか……？

　桜さくらに敵対しているから殺す、という目的で襲おそってきているわけではないのか。

──俺をバテさせて、攫さらうつもりなのかもしれないな。

　陣じん内ないと縁ゆかりが言っていた。桜が冬馬に目をつけるかもしれないと。無論それは、新たな肉体の候補として、という意味だ。

──不老でない俺を乗っ取ったって、意味はないはずなのに……。

　訝いぶかしんでいると、虎人を母体とした卑龍──虎龍の三つの首が、赤い空に向かって吠ほえた。どの首も、耳が痛くなるぐらいに声が大きい。とんだ三重奏に、それまでピンと立っていた冬馬の耳が竦すくんだ。

「……来る！」

　虎龍が両腕を振りあげて跳ちよう躍やくした。冬馬の真上に跳ぶと、急降下して両腕をハンマーのように振り下ろしてきた。

　半身翻ひるがえって避よけると、標的を失った二つのハンマーが氷の大地を大きく揺らした。

　腕が落ちた箇所は陥没し、そこを中心に亀裂が一面に伸びていった。

「怪力にもほどがあるぞ！」

　驚おどろきと怒りと呆あきれを同じ比率で感じながら、冬馬は反はん撃げきに転じた。

　どんなに強くても、燐と違って「闘える」相手だ。冬馬の攻めには迷いも加減もなかった。

　深み雪ゆきを巻き込まないためにも、長引かせることはできない。

　虎龍の腋わきの下に潜もぐり込んで掌てのひらを突きつけると、

──この一撃で決める！

　鋭するどく息を吸って光を撃った。

　わずかに空いた冬とう馬まの掌てのひらと虎こ龍りゆうの脇わき腹ばらの隙すき間まから、閃せん光こうが噴ふき出す。

　が、その閃光が虎龍の腹を貫くことはなかった。

　絶句するような出来事が起こった。なんと冬馬が放った光が、虎龍の脇腹に吸収されてしまったのだ。

　龍の首が、ニヤリと笑った。

　本能が危険信号を点滅させる。反射的に交差させた両腕を、すくいあげるような虎龍の拳こぶしが捉とらえた。信じられない怪力に、冬馬は紙くずのように吹っ飛ばされた。

　虎龍の拳と冬馬の腕がぶつかった際に、極彩色の火花が散ったのだが、冬馬は気づかなかった。無論、上空から冬馬と虎龍の対決を傍観していた燐りんが、蒼あおい瞳ひとみに鋭えい利りな光を走らせたことにも。

　冬馬が飛ばされた距離は、五十メートルを優に超える。

　身を撚ひねって着地した冬馬がまず最初にやったことは、両腕の状態を確認することだった。

「大丈夫……みたいだな」

　多少の痺しびれはあるが、両腕はしっかりついているし、砕けても折れてもいない。

　腕が無事であることが不思議だった。潰つぶれていてもおかしくない一いち撃げきだった。

　虎龍が吠ほえながら突進してきた。その速さは冬馬にも劣らない。

　半はん瞬しゆんもかからずに肉にく薄はくしてきた虎龍は、組んだ両手をまたもハンマーのように撃うち下ろしてきた。どうしても冬馬を頭から潰したいらしい。

　横っ跳びで避さけると、氷原全体が揺れた。

　避よけるや否や垂直に跳んでいた冬馬は、氷の陥没と亀裂の規模の大きさに、内心で舌を巻いた。そしてふと思う。

　──腕力がさっきより増してる……？

　拳のハンマーが大地を叩たたいた時の音も揺れも、先程より大きくなっていた。

　嫌いやな感じがしたが、攻めないわけにはいかない。

　冬馬は裂光の剣を生み出すと、見えない獣じゆう気きの塊を蹴けって弾丸のように降下し、頭上から斬ざん撃げきを見舞った。

　三つ首の中央──虎とらの首の脳天に裂光の剣が炸さく裂れつする。が、なんの手て応ごたえもなかった。それもそのはず。裂光の剣は、脇腹を撃うった光と同様に吸収されてしまったのだから。

　龍と虎、合わせて六つの眼が、悦に浸るかのように細まる。

「光で攻撃しても無む駄だなら、殴るまでだ！」

　着地することなく冬馬は攻める。獣気の塊を蹴って跳ぶと、虎の首をつかんで背中側にまわり込み、そのまま虎の首を両腕で極きめた。

　殴ると叫んだものの、殴ったり蹴ったりしたところでたいして効きはしないだろう。

　首をへし折ってやるのが一番だ。

　腕に渾こん身しんの力を込める。と、ビュッという空を裂く音がして、冬とう馬まの背中を意識が真っ白になるような衝しよう撃げきが襲おそった。

「……尻尾しつぽ……か……」

　正解、とでも言わんばかりに、虎こ龍りゆうの長い尻尾がぺちんと氷を叩たたいた。

　腕から力が抜けて、虎とらの首を離してしまった冬馬は、虎龍の背中を蹴って跳び退のいた。

　背中への一発は効いた。両手両りよう膝ひざをついて呼吸を乱す。

　悠ゆう然ぜんと振り返った虎龍が、やはり悠然と近づいてくる。

　上目遣いに巨体を睨にらみ、冬馬はグルグルと唸うなった。

　虎龍は、腕力も速さも、かつて闘たたかった陣じん内ない甲こう牙がを凌りよう駕がしている。そのうえ光による攻撃は吸収されてしまう。

──それもただ吸収してるだけじゃない。自分の力に変えてるんだ。

　攻撃を吸収する度に、虎龍の闘とう気きが確実に強さを増しているのがその証拠だ。

「手て強ごわいけど……勝てない相手じゃないはずだ……！」

　冬馬の脳裏には、陣内甲牙の姿が甦よみがえっていた。

　確かに、虎龍の腕力と速さは陣内甲牙より上だ。闘気も近くにいるだけで身体からだが勝手に怯おびえるほどに強い。だが陣内甲牙から感じたプレッシャーは、こんなものではなかった。

　虎龍の闘気に震ふるえながらも、冬馬は立ちあがった。

[image: ]

　身体からだは怯おびえているが、心に怯えはない。

　心が怯えてしまわない限り、勝機が失われることは絶対にない。

「俺おれが本当に倒さなくちゃいけない敵の力は、この程度じゃないはずだ。こんなザコに、負けているヒマはないんだ！」

　悠ゆう然ぜんと近づいてくる虎こ龍りゆうに向け、冬とう馬まは両手を伸ばした。掌てのひらの前に、ポツポツと光の点が浮かびあがってゆく。

　足を止める虎龍。三つの首が嬉うれしそうに舌なめずりをした。

　光の点は、数十、数百と増え続け、千に及ぶ膨ぼう大だいな数となった。

「俺の光がそんなに美味うまいなら、腹いっぱいに御ご馳ち走そうしてやる！」

　千に及ぶ光の点が、極細の矢となって一いつ斉せいに迸ほとばしった。




　燐りんは、月つき森もり冬馬を奇妙な青年だと思った。

　何故なぜ、自分と闘たたかうことを拒んだのだろう。燐にはその理由がわからない。虎龍とは全力で闘っているというのに。

　自分と闘うことと虎龍と闘うことに、なにか違いがあるとでもいうのだろうか。

　燐にはわからない。

　光が迸った。

　千に及ぶ光の矢は、次々に虎龍の巨体に突き刺さり、そして吸収されてゆく。

　最初に放った矢がすべて吸収されると、冬馬は新たに光の矢を生んでそれを放った。やはり矢は虎龍に吸収される。

　その光景を、燐は浮遊する球状の氷の傍らから見つめていた。

　燐が深み雪ゆきの傍らに降りたのは、闘いの余波から深雪を守るためだ。

　冬馬を追い込み、眠っている力をできる限り引き出すこと。そして深雪を攫さらうこと。それが桜さくらから受けた使命だった。

　冬馬に黄おう金ごん狼おおかみとは別の力が眠っていると桜に告げたのは、燐だ。

　燐の未来視の能力では、冬馬の力の正体まではわからなかったが、桜は古き月の力だろうと推測していた。

　同時に、桜は深雪にも目をつけていた。

　死の奇跡を生まれながらにして身につけ、天使の鉄てつ槌ついを短期間で修得した深雪の戦士としての才能を、桜は高く評価した。

「あの女に潜せん在ざいする力は、獣じゆう聖せいをも凌りよう駕がしている。傀儡くぐつにしてやれば、燐とともに余の右腕となるだろう」

　桜がそう言った時、燐の胸はちくりと痛んだ。

　傀儡。

　燐りんの胸に痛みを与えたのは、その言葉だ。

　傀儡くぐつ。他人の意のままに操られる人形──。

「目を覚ますんだ、燐！　おまえはあの男の傀儡にされている……思い出してくれ、俺おれや里のことを……」

　紫の瞳ひとみを哀かなしみでいっぱいにして、香か沙ざ薙なぎ桂けいがそう訴えかけてきたことが何度かある。その度に、燐は胸の痛みを覚えてきた。

「傀儡……香沙薙桂……」

　目を伏せるようにして呟つぶやいた燐は、耳に飛び込んできた野太い苦く悶もんの声に我に返った。

　冬とう馬まと虎こ龍りゆうの闘たたかいに異変が起きていた。冬馬の攻こう撃げきを浴び続けた虎龍が、うずくまって悶もだえ始めたのだ。冬馬は手を緩ゆるめることなく光を撃うち続けている。

「力を吸収しすぎた……!?」

　燐の口から、驚おどろきに満ちた独白がこぼれた。

　虎龍には、獣じゆう気きや魔ま力りよくによる攻撃を吸収し、自らの力に変えてしまう能力がある。

　あらかじめ相当量の魔力を与えられており、虎龍は八体の卑龍の中でも最強だった。

　そこに膨ぼう大だいな量の獣気を吸収してしまった、否、吸収させられてしまったために、増加した力が肉体の限界を超えてしまったのだ。

　虎龍をパンクさせる狙ねらいで、冬馬は光を撃ち続けていたのだ。

「いけない……！」

　まだ、冬馬は眠る力を見せていない。虎龍の鉄てつ拳けんを防いだ際に極彩色の光が散ったが、それだけでは桜さくらは納得しないだろう。

　このまま虎龍を倒されるわけにはいかないと、燐は迦か陵りよう頻びん伽がをぐっとつかんで、冬馬と虎龍の間に割って入ろうとした。

　その時、うずくまっていた虎龍がいきなり起きあがり、天に向かって凄すさまじい咆ほう哮こうをあげた。虎龍の全身から発せられた闘とう気きが爆ばく風ふうのように広がり、燐は迦陵頻伽で自分と深み雪ゆきを守った。迦陵頻伽には、見えない防ぼう御ぎよ壁へきを展開し、敵からの攻撃を防御、拡散させる能力がある。

　防御のために顔の前に浮かんでいた迦陵頻伽を下ろした燐は、蒼あおい瞳ひとみを見開いた。

　虎龍が身体からだをこちらに向けていた。全身からしゅうしゅうと蒸気が昇っており、肩が大きく上下していることが、離れた位置からでも見て取れた。そして虎龍は、冬馬の頭を鷲わしづかみにしていた。必死に虎龍の手を殴りつけている冬馬だが、虎龍には痛くも痒かゆくもないようだった。

　殺意に満ちた六つの凶暴な眼が、こちらを見ている。

　冬馬の頭をつかんでいない方の虎龍の手が、空に向かって掲げられる。その手の上に稲いな妻ずまのような光が迸ほとばしり、直径で三メートルはあるだろう巨大な光球が浮かびあがった。

　光球は周囲の空間が歪ゆがむほどの力を振り撒まいており、燐の肌はだを粟あわ立たせた。

　燐は悟った。虎龍は制御を失っている。

　銀ぎん龍りゆう、[image: 翠]すい龍りゆう、赤せき龍りゆうの三匹の卑龍は、《蘭らんの封ふう界かい》内で遭遇した者は、すべて攻こう撃げきするよう命じられているのだが、虎こ龍りゆうは別だ。燐りんの指示に従うよう桜さくらから命じられている。

　虎龍が燐に殺意を向けてくるはずがない。力を吸収しすぎた影えい響きようで、見境がなくなってしまったのだ。

　虎龍が吠ほえて腕を振るった。唸うなりをあげて光球が向かってくる。

　深み雪ゆきとともに空間転移で逃れることも、術で防ぼう御ぎよ壁へきを張ることも間に合わない。頼みの綱は迦か陵りよう頻びん伽がだが、完全に防ぐことはできないだろう。

　戦せん慄りつに身を竦すくめた燐は、

「やめろおおおおおっ！」

　冬とう馬まの叫びを聞いた。




　敵が放った力を吸収してしまうなら、それを逆手に取ってやろうと光を撃うち続けた冬馬だが、それが裏目に出てしまった。

　虎龍は冬馬の力を全て吸収し、天井知らずに力を増した。

　冬馬の頭を鷲わしづかみにした虎龍は、燐にまで殺意を向けた。敵味方の区別もつかなくなっているらしい。

　虎龍の手を振りほどこうと必死に拳こぶしや鈎かぎ爪づめで攻撃したが、虎龍の手は一向に離れない。

　やがて虎龍は、頭上に巨大な光球を生み出した。

　恐怖が冬馬の喉のどを干あがらせた。燐の傍らには深雪がいるのだ。

「やめろ！」

　冬馬の制止などおかまいなく、虎龍は光球を投げ放った。

「やめろおおおおおっ！」

　冬馬が叫んだ刹せつ那な、三つの光が天に伸びた。

　一つは、灼しやく熱ねつした冬馬の全身から噴ふき出した極彩色の光。

　もう一つは、深雪と燐を吞のみ込んで炸さく裂れつした虎龍の光球。

　最後の一つは、彼方かなたで起こった天を貫くような金色の光の柱。

　無我夢中だった冬馬の目に映ったのは、極彩色の光だけだった。

　冬馬から噴きあがった極彩色の光は、虎龍の半身を灼やいた。

　冬馬の頭をつかんでいた左腕は根元までなくなり、龍の首の一つも消し飛んだ。

　左脚も肉が半分近くえぐられていて、虎龍は横倒しになった。

「深雪！」

　すぐさま深雪と燐の方に身体からだを向けた冬馬は、そこにも極彩色の光を見た。

　極彩色の光がドーム状になって、深雪と燐を覆おおっていたのだ。

　ドームのまわりの氷は、かなりの広こう範はん囲いに渡ってごっそり削られ、クレーターのようになっている。

「あのドームも、俺おれの力なのか……？」

　ほうけたように極彩色の光を眺ながめていると、その光は細かな粒子となって消えた。

　中にいた燐りんと深み雪ゆきは無事だった。見開かれた蒼あおい瞳ひとみが、冬とう馬まを見据える。

　ほっと胸を撫なで下ろした冬馬だが、燐が深雪の傍らにいることに疑問を感じ、「まずい！」と歯は嚙がみした。

　なぜ、燐が深雪の傍らにいるのか？　深雪を闘たたかいの余波から守るためか？　もしそうなら、彼女が深雪を守ろうとする理由はなにか？

「くっ！」

　深雪の許もとへ急ごうとしたが、遅かった。

　目を鋭するどくした燐が深雪を封じた氷に触れると、二人の姿はフッと消えてしまった。

　しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くした冬馬は、片かた膝ひざをついて氷を思いっきり殴りつけた。ビシッと亀き裂れつが四方に伸びる。

「深雪さんを攫さらってどうするつもりなんだ……桜さくらっ！」

　桜への怒りと、またも目の前で深雪を攫われてしまった悔しさと情けなさに打ち震ふるえながら、冬馬は呻うめくように声を荒げた。

「燐さんと同じように、傀儡くぐつにするつもりか……っ！」

　桜が不老でもない深雪を新たな肉体の候補にするとは考えにくい。深雪に利用する部分があるとすれば、戦士としての資質以外に考えられない。

　静しず華かも静しず馬まも、深雪の戦士としての潜せん在ざい能力は、自分たちなどより遥はるかに上だと言っていた。深雪本人はまるで気にしていなかったのだが。

　深雪の日だまりのような笑顔と燐の無機質な表情とが重なり、冬馬は頭を抱えた。

　笑顔を失った深雪が、敵として立ち塞ふさがる。

　想像するだけで、胸が張り裂けそうになった。

　うなだれていると、突然、背後で尋常でない殺気が膨ふくれあがった。

　バッと振り返ると、左腕と龍りゆうの首の片方を失った虎こ龍りゆうが右腕を振りあげていた。

「まだ生きていたのか！」

　極彩色の光を放つべく、冬馬は腕を構えた。あの力ならば、吸収されることなく虎龍を倒せる。しかし、

「消し飛べ！」

　力いっぱいに光を放ったというのに、掌てのひらから迸ほとばしったのは金色の光だった。その光は虎龍の腹にいともあっさりと吸い込まれた。

「なんで撃うてないんだ、畜生っ！」

　桜への怒り、深雪を攫われたことによる動揺、意のままに振るえない古き月の力への苛いら立だち、それらがない混ぜになってがなった冬とう馬まを、虎こ龍りゆうの巨大な掌しよう底ていが襲おそった。

　避よけることも防ぐことも間に合わず、冬馬はまともに上半身にもらった。撃うち下ろすようなその掌底は、冬馬を氷の大地に叩たたきつけた。

　古き月の力が働くこともなく、衝しよう撃げきは冬馬の全身を揺さぶった。

　脳が揺れ、肋ろつ骨こつが折れ、筋肉と内臓に大きなダメージを受けて、冬馬は塊のような血を顔の横に吐いた。

　身体からだと一緒に意識まで押し潰つぶされたように、冬馬は白目を剝むいて痙けい攣れんした。

　虎龍が、今度は拳こぶしを振りあげた。




　冬馬と虎龍の闘たたかい、冬馬が放った極彩色の光、深み雪ゆきを連れ去った燐りん──一連の出来事を見ていた者がいる。

　空の高見に光る三つの眼──一羽の《カラス》が、氷原で繰くり広げられた死し闘とうを見つめ、主あるじの脳裏にその映像を送っていた。

《カラス》の主である紫の瞳ひとみの青年が氷原に到着したのは、冬馬が虎龍に倒された直後だった。

　彼が現れたのは、今まさに冬馬にとどめを刺そうとしていた虎龍の背後の虚こ空くう。

　彼は太刀の柄つかに手を掛けると、鋭するどい抜刀の一撃で虎とらの首を刎はねた。

　眼と牙きばを剝いたまま、虎の首が宙に舞う。

　彼は一度着地すると、すぐさま跳ちよう躍やくし、振り返ろうとした龍の首も刎はね飛ばした。

　ぐらっと金色の巨体が傾く。

　空間転移で虎龍の前に移動すると、巨体はドーンと仰あお向むけに倒れ、首の切断面からいやにドス黒い血が噴ふいた。直後、虎と龍の首が立て続けに落ちてきた。

　ゴロゴロと足元に転がってきた虎の首を足で止めた彼は、無表情にその首を踏み潰した。そして太刀を払って鞘さやに戻す。

　冬馬の傍らに立った彼──香か沙ざ薙なぎ桂けいは、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで冬馬を見下ろしながら、白髪を搔かきあげた。

「あんなゲテモノにてこずるとは……貴様は最強の犬じゃあなかったのか？」

　太刀を握り直すと、ちゃっ、と鍔つばが鳴った。

　魔ま剣けん・絶ぜつに斬きれない物はない。

　いくら獣じゆう気きや魔力を吸収する能力を持っていても、絶の前ではその能力は無意味だ。

　冬馬たちに続いて《蘭らんの封ふう界かい》に侵入していた桂だが、彼が最初に降り立ったのは、冬馬たちからかなり離れた場所だった。

　人じん狼ろう族のように嗅きゆう覚かくで標的を追うことのできない桂は、ここでも偵てい察さつ用の妖よう魔まである《カラス》を放って冬馬を探した。が、《蘭の封界》の広さは尋常ではなく、冬馬を発見するまでに結構な時間がかかってしまった。

《カラス》が冬とう馬まの姿を捉とらえたのは、冬馬と燐りんが闘たたかっている最中だった。

「何故なぜ、燐が月つき森もり冬馬と──!?」

　戸惑いと焦しよう燥そうにかられた桂けいは、空間転移を連続使用してここまでやってきた。

　到着前に燐が退ひいてくれたことは、桂にとっては幸いだった。顔を合わせても、今はまだどうしてやることもできないのだから。

　燐は深み雪ゆきを連れて退き、冬馬を殺そうとしていた邪じや魔まな敵は始末した。

　標的である冬馬は、気を失っている。都合のいい形になってくれた。

　呻うめき、痙けい攣れんしている冬馬の胸を踏みつけると、桂は再び太刀を抜いた。

「貴様も女を攫さらわれるとはな……その点に関してだけは、同情してやるよ」

　深雪は、桜さくらの傀儡くぐつとなるに違いない。

　なにしろ桜は、女の価値を力でしか判断できない男だ。桂も深雪に戦士としての高い資質があることは見抜いている。深雪の力は、桜の腐った赤い瞳ひとみにはさぞかし美しく映ることだろう。

「女は傀儡にされるだろうが……心配するな。貴様はここで死ぬんだ。自分の女と闘うことはない」

　心臓の前に、まずは首を刎はねる。

　太刀を振りかぶった時、白く剝むかれていた冬馬の目が光を取り戻した。




　目を覚ませ、と誰だれかの声が聞こえた気がした。

──親父おやじ……!?

　意識を取り戻した冬馬の目に飛び込んできたのは、太刀を振りかぶった香か沙ざ薙なぎ桂だった。

「──っ！」

「ちっ！」

　腕を振って跳び起きると、桂は舌打ちして跳び退のいた。

　胸に激痛が走り、足がガクッとなったが、冬馬は崩れることなく桂と対たい峙じした。

──危うく、心臓を引きずり出されるところだったな……。

　荒い呼吸を繰くり返す冬馬を、桂は切り刻むような目で睨にらんでいる。

「そのまま寝ていれば、女と闘わずにすんだものを……」

　桂の言葉が、刃物となって冬馬の胸に喰くい込む。

「一部始終を見てたのか……」

　桂を睨み返しながら、冬馬は蘭らんとの約束を脳裏に甦よみがえらせた。

　殺さない、と誓ったのだ。なんとか説得して闘いを回かい避ひしなければならない。

　闘うべき敵は桜一人であって、自分たちが闘ったところで誰も救われない。

　冬馬が死んでも、桂が死んでも、それで深雪や燐が帰ってくるわけではないのだ。

　たとえ桂が冬馬から心臓を奪い、『最さい後ごの月つき』で、眠っている龍りゆう人じんの力を解放したとしても、桜さくらを倒せるとは限らない。

　力を解放した桂けいの肉体を奪う手段を、桜が準備していないはずがない。

『最さい後ごの月つき』は、桜を倒せる可能性と、桜の望みを叶かなえてしまう可能性の双方をはらんだ、いわば諸もろ刃はの剣なのだ。

──どうすれば、彼を説得できる……？

　こうやって間近で桂の紫の瞳ひとみを見ると、説得は不可能だと感じずにはいられない。

　それほどまでに、桂の紫の瞳に宿る怒りと憎しみは深く、熱い。どんな言葉も、この瞳は跳ね返してしまうことだろう。

──闘たたかいながら説得なんてできない……まずは行動不能にするしかないか……。

　やむなく、冬とう馬まは腰に拳こぶしを据すえて握った。なんとか呼吸を整えようとしたが、疼うずく肺がそれを許してはくれなかった。

　対する桂は、深く息を吸い込みながら太刀を下段に構えた。彼の右手の中指にはめられていた指輪が虹にじ色いろに輝かがやき、瞳の色が血走った紫から凍えるような蒼あおに変わった。

『涅ね槃はんの月つき』によって、悪あく魔ま族としての潜せん在ざい能力を解放したのだ。

　二人の間の空気が、静かに張り詰めてゆく。

「首と心臓をもらうぞ……月つき森もり冬馬」

　桂が低く言うと、

「その必要はない」

　張り詰めた緊張の糸を断ち切るように、男の声がした。

　いくらか離れた横手から聞こえたその声を、冬馬と桂は知っていた。

　バッと身体からだごと視線をそちらに向けた冬馬と桂は、目に激しい怒りの炎を燃やした。

　真紅の髪。

　真紅の瞳。

　処女雪の肌はだ。

　この世のものとは思えぬ美び貌ぼうと、その美貌に浮かんだ、この世で最も醜しゆう悪あくな微笑。

　数え切れない人々から、数え切れないものを奪って生きてきた男。

　冬馬から深み雪ゆきを奪った男。

　桂から燐りんを奪った男。

　男の名は──桜。

　怒りと憎悪が、冬馬と桂から声を奪う。

　そんな二人に、桜は微笑をたたえたまま、ゆっくりと手を持ちあげてみせた。

　その手には、なにかが握られていた。

──なんだ……？

　目を凝こらした冬馬は、桜の手に握られたそれが肉の塊であることに気づいた。

　それから滴る液体が桜さくらの手を濡ぬらしており、ポタポタと氷の上に落ちている。

「なんだ……？」

　その疑問の言葉を今度は声に出した。独白だったのだが、桂けいから返事があった。

「貴様は人じん狼ろう族だろう？　鼻で確かめてみるんだな」

　どうやら桂は、桜が握るその肉の塊がなんであるのかわかっているらしい。

　ちらりと桂を見た冬とう馬まは、すぐに桜に視線を戻し、桂が言ったとおりに嗅きゆう覚かくを働かせてみた。

　いくつかの匂においがした。

　冬馬の匂い、桂の匂い、虎こ龍りゆうの匂い、先程までいた燐りんと深み雪ゆきの匂いも割とはっきり残っている。蘭らんと銀龍の匂いはもうほとんど残っていない。

　あとは、血と、桜と、そして──相そう馬まの匂い。

「なんで親父おやじの匂いがするんだ……？」

　縁ゆかりを卑龍から救い、こちらに向かっているのだろうか。一いつ瞬しゆんそう思った冬馬だが、すぐにそれは違うと思い直した。

　父の匂いの発生源が、桜の手の上にあったからだ。

　桜の手に握られた肉の塊が、血の匂いと一緒に父の匂いを発しているではないか。

「心臓だ」

　桂が言った。

「心臓？」

　冬馬は反はん芻すうした。




　心臓。

　父の匂いのする心臓。

　父の心臓。




　肩と足から力が抜け、冬馬は糸の切れた操り人形のように、氷に両りよう膝ひざをついた。

　喉のどの奥から込みあがってきた吐と瀉しや物ぶつを、こらえきれずにぶちまける。




　聖なる夜に、冬馬は父を失った。













　　　　あとがき







　割りきれないことがあります。

　諦あきらめられないこと（人）もあります（います）。

　許せないこと（人）だってある（いる）。




　全部が足あし枷かせであり、糧かてです。




　どうも。

　本巻は十月刊の予定だったのですが、志し村むらが締め切りを破ったために十一月刊になり、さらに諸々の事情が重なって、結局、十二月刊になってしまいました（十一月刊に間に合わせるために死にかけたのに……）。

　まあ、こういうこともあります。笑って許してやってください。




　さて。

　最近……というよりは結構前からですが、水族館によく行くようになりました。

　回遊魚やペンギン、ピラルクなどを眺めていると心が癒いやされます。

　平日の昼間に、サンシャイン国際水族館やしながわ水族館でペンギンやイルカを眺めて悦に浸っている間抜けそうなあんちゃんがいたら、それは志村かもしれません。

　見かけたら、声をかけるなりケリをかますなり好きにしてください。油断しきっているはずなので、まず間違いなく一いち撃げきで倒せるはずです。なおケリを入れる場合は、必ず本人かどうかを確認してからにしてください。人違いでトラブルが起きても当方は責任を負いかねます（笑）。

　水族館でのお気に入りは、ピラルク、イワトビペンギン、バンドウイルカ（サンシャインにもいればいいのに……）、それとミズダコ（笑）。アシカやラッコも好きです。

　マンボウは……苦手。グッズは可愛かわいいのですが、本物は気持ち悪い（ピラルクやミズダコは可愛いと思えるのに。我ながら不思議な美的感覚だ）。

　お友達の漫画家さんによれば、下田にはピラルクに餌えさをやれる場所があるらしい……ぜひ行ってみたいものです。関西地区の水族館も。




　お手紙をくださった読者さん、ありがとうございます。三巻のあとがきを受けてか、将来の夢や現在の状況が書かれたお手紙が増えました。楽しく読まさせてもらっています（他人の夢を聞くと、励みになる）。




　最後に──。

　本巻にはエピローグがありません。これは内容が五巻と前後編になっているためです。五巻のラストにご期待ください。




　では、五巻（最終巻です）でお会いしましょう──。




　二〇〇〇年　初秋





志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

都民。第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、『月と貴女に花束を』で選考委員特別賞を受賞。野郎のくせにぬいぐるみ好き。特にアライグマとイルカを好む。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』の他、「ドラゴンマガジン」（富士見書房刊）では、『エンジェル・ハウリング』でビジュアルを担当。現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！










月つきと貴女あなたに花はな束たばを4




聖せい夜や騒そう乱らん
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